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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　ずぞーりずるずるちゅるん。

「なあ、春はる亮あきよ……これは美う味まいから、別に文句などではないのだが」

「ん？」

「今日きようは特別な日ではないか。私はてっきり、もっと特別なメシが出てくるものと思っておったのだぞ」

　文句はないという言葉を裏付けるように、ちゅるるー、とフィアは手中の丼どんぶりから一気に麵めんを啜すすりあげる。春亮も同じものを──年越し蕎麦を啜りながら、

「特別なメシって言われてもなー。昔から大おお晦日みそかにはコレって決まってるんだよ。そりゃ確たしかに地味かもしれんけど」

「ふむ。地味と言えばウシチチだ。なので詳しいだろう、どうしてソバなのだ？」

「何が『地味と言えば』ですか、失礼な！　まぁ一応教えてあげますが、次の年も長く細く幸せに暮らせますように、ってことですよ」

「長いのはええけど、幸せが細いって何かマイナスのイメージを受けんかな？」

　つるつると蕎そ麦ばをその小さな口に運びながら、黒くろ絵えが軽く首を傾かしげる。それにフィアが大きく頷うなずいて、

「その通りだ！　ウシチチめ、テキトーなことを言いおる──これはきっと、あれだな。なんというか《細い》という概がい念ねんに対する無む意い識しきの願がん望ぼうのようなものが口をついて出てしまったからに違いない。そうか、そんなに細くなりたいか……うむ、さもありなん」

「さ、さらに失礼なことをしたり顔で！　折せつ角かく説明してあげたのに！」

　一年が終わる日になっても、夜や知ち家けの食卓にはいつもの騒さわがしさしかない。春亮は苦笑しつつ、今年ことし一年のことを──特にいろいろ急展開だった二学期以降のことを思い出していた。

　黒い箱はこが送られてきて、煎せん餅べい泥どろ棒ぼうを見つけて、敵やら何やらが来て、サヴェレンティや白しら穂ほと出会って、体育祭に文化祭にテストがあって、クリスマスがあって……

「ん、どうした春亮。いきなりハレンチなニヤニヤ笑いとは」

「いや……今年はいろいろあったなって。大変は大変だったけど……まぁ、こうしてのんびり大晦日を迎えられてよかったな、とか」

　正直に伝えると、蕎麦を食べ終えていたフィアが照れたようにぷいと視し線せんを逸そらした。テレビのリモコンを弄いじってチャンネルを適当に変えつつ、

「む……まぁ、な。その気持ちはわからんでもない。だが、歓迎できない客が来年も来る可能性はゼロではないぞ」

「そりゃそうかもしれんが……今年ことしが乗り切れたんだから大丈夫だろ、って軽く思ってるよ。なんとかなるさ。ま、そのお客さんだって年始から遊びに来れるほど暇ひまじゃないだろ。とりあえず正月くらいはのんびりしようぜ」

「楽天的かもしれませんが……そう願ねがいたいところではありますね」

「同感ー。ふぃっちーがここに来て初めてのお正月じゃもの、うちも一いつ緒しよに思うままのんびりしたい所存」

　食事を終えたこのは達も微笑で言う。ほどなくして春はる亮あきも蕎そ麦ばを食べ終わった。このはは後片付けとお茶の準備のために立ち上がったが、フィアはまだコタツでごろごろしたままテレビのチャンネルを変えていた。

「のんびりするのは望むところだが、今日きようのテレビは微妙なものばかりだな……もっともふもふした奴やつらがいっぱい出てくるようなのはやっておらんのか。一年の疲れを癒いやす今日こそ、奴らの癒しパワーをふんだんに受け取るべきときだというのに！」

「大おお晦日みそかは特番祭りってのも定番なんだよなー。あと紅白……つっても、最近の音楽とかに疎うといのは俺おれもお前も同レベルか」

「おっと、ならばここで逆転の発想を提案。面おも白しろいテレビがないなら、テレビ以外のもので面白さを味わえばよいと思うよー」

「ほほう、何か面白いものでもあるのか、クロエ？」

　勿もち論ろん、と黒くろ絵えは懐ふところをごそごそ探って小さなケースを取り出した。

「こんなこともあろうかと、さっき部へ屋やからカルタを取ってきたんよ。お正月を先取りしてやってみん、ふぃっちー？」

「カルタとは何だ？」

　小首を傾かしげてフィアが聞くと、黒絵は重々しい口く調ちようで答えた。

「ふふふ。カルタ、それはとても一ひと筋すじ縄なわではいかん遊びよ。知力、体力、時の運に記き憶おく力りよくに洞察力に反射神経。シンプルなルールでありながら、しかし全すべての能力を駆く使しせねば勝利が奪うばえない、じゃぱにーず・とらでぃしょなる・かーどげーむ……じゃね」

「ふむ、テレビよりは面白そうだ。よくわからんがやってみよう」

　興きよう味みを覚えた様よう子すで、フィアがもぞもぞとコタツの中から這はい出してくる。

「ハルもやらん？　読み手を入れたら三人以上が推すい奨しようプレイ人数じゃし。二人ふたりでもできなくはないけど、やっぱり人が多いほうが楽しいよ」

「カルタなんて久しぶりに見たな……やるのはいいが、ちょっとこのはの後片付け手て伝つだってきてからな。さすがに一年最後の後片付けを全部任せるのは悪い気がしてきた。その間にルールでも教えてやっといてくれ」

「りょうかい〜。ええとね、ふぃっちー。まずはここにこうして取り札を並べます。で、この絵と文字を見て、それからこっちの読み札ふだにはこういう文章が書いてあるから……」

　などという黒くろ絵えの声を聞きながら、春はる亮あきは台所に向かう。このはは洗い物をしていた。

「手て伝つだうよ」

「あら、春亮くん。別にわたし一人ひとりでも大丈夫なんですけど」

「そう言うなって。大おお晦日みそかだし、最後にサボるとなんか一年サボったような気分になる」

「うふふ、そうかもしれませんね。じゃあ、すみませんがお願ねがいします、と」

　このはと二人ふたり、流しに立って洗い物を始める。しばらく無言で手を動かしていたが、

「そっか……もう今年ことしも終わりなんだなあ。今、改めて思ったよ」

「ふふ。洗い物してる最中にそんなこと言うの、とっても春亮くんらしいです」

「そ、そうか？　よくわからん。ていうか」

　春亮はふと、このはに言うべきことがあるのを思い出した。少しばかり気き恥はずかしかったが、いい機き会かいだと思う。もう数時間で新しい年が来てしまうのだから。

「えと……今年も一年ありがとな、みたいな。こういう家事とかだけじゃなくて、他ほかにもいろいろ助けてもらっただろ。マジで感かん謝しやしてる」

「ふぇっ!?　お、おとと」

　洗っていた皿を軽くお手玉してから、このはが横目で視し線せんを向けてくる。恥ずかしかったので見返さなかった。それからこのはの喉のどがくすりと鳴るのが聞こえ、

「……ありがとうございます。自分では、特に何か力になれたとも思えないんですけど……」

「んなことねぇよ。このはがいてくれてよかったと思う」

「ふふ……だったら、いいです。とても、とっても、嬉うれしいです……うん、春亮くんのその言葉が聞けただけで、わたしはけっこう、幸せですよ？」

　大おお袈げ裟さだな、と思った。けれど同時に、このはが本心からそう言ってくれているのがわかった。さらに気恥ずかしくなり、皿を洗う手のスピードを速める。このははまた小さく苦笑したようだった。

「そ、それにしてもさ。去年とはだいぶ雰囲気の違う大晦日になってるな」

「そうですねぇ。黒絵さんは……去年も大晦日にはいましたか。となると、原因はやっぱりあの子ですね。騒さわがしいったらありません」

「はは、新しん鮮せんではあるけどな。今はカルタやるとか言ってルール覚えてるよ。お前もこれ終わったら参加したら？」

「へぇ、懐なつかしいですね。いいでしょう、年ねん季きの違いというものを見せつけてやりますよ……って違うんです、別にこれはわたしが年とし増まとかそういう意味ではなくてですね、単に昔からあるものにはやはりそれなりに昔から触れてきてるという当然の慣なれの話であって！」

「わかったわかった、そんなに必死になんなくても！　とにかくお手柔らかに頼むぞ。正直、今俺おれの頭に浮かんだのはカルタの真上でドリルとお前の手が鍔つば迫ぜり合あいしてる光景だ。どんだけ取りやすい場所に札ふだがあっても、俺おれはとてもそんなところに手を伸ばす勇気はないからな！」

「う。ぜ、善処します……というかですね、まず黒くろ絵えさんが正しくルールを教えてあげてるかどうかが不安なんですが。ちゃんと《相手への直接攻こう撃げきは不可》とか言っておく必要があるレベルですよ、あの子の無知っぷりは」

「カルタの存在も今初めて知ったみたいだったしな……ううむ、俺もちょっと不安になってきた。ちゃんと教えてるんだろうか」

　そんなことを話しながら皿を洗い終え、きゅっと水道の蛇じや口ぐちを閉める。と、今まで水音で聞こえなかった居間の声が小さく台所にも届いてきた。

「ルールはこんなとこかな。じゃあ試ためしに練習してみよう。うちが読むから、ふぃっちーは対応する札を素早すばやく見つけてゲットしてね」

「おう、任せておけ」

「では。《お姫様さま　『くっ、こんな下げ賤せんの者達に……』　と言いつつも》〜。はい、『お』！」

「お……お……あった、これだーっ！」

「ナイス反応。では二枚目行くよ。《騎き士し娘　スライムごときと　侮あなどるなかれ》〜」

「き、だな……き!?　な、ないぞ、ドコだ!?　騎士というからには武器を持っているのであろう、これか？　いや違う、これは『せ』だ」

「それは《戦士でも　捕らえられれば　ただの雌めす》じゃね。絵のヒントを言うと、確たしか半透明だったり触手っぽかったりするモンスターが鎧よろいのコを拘こう束そくしちょるような……」

「……」

　春はる亮あきとこのはは引ひき攣つった顔を見合わせる。

　どうやら、黒絵のカルタにはルール以前の問題があったらしい。




　再びケースに収められたカルタを前に、黒絵はわざとらしい悲しみの表情を作って項うな垂だれていた。春亮の淹いれたお茶ちやを力なく啜すすり、

「せっかく、うち秘ひ蔵ぞうの《暗黒ファンタジーカルタ》でみんなと楽しもうと思っちょったのに……不当なお上かみの検けん閲えつに屈してしまうとは。残念じゃー」

「正当な検閲です！　あ、あんなふしだらなカルタは不許可に決まってるでしょう！　何考えてるんですか！」

「ウシチチめ。せっかくルールを覚えたのに、なんという横おう暴ぼうな……というかだな、そんなにそのカルタはハレンチなものだったのか？　正直、書いてある絵や文章の意味はよくわからなかったのだが」

「知りたい？　ええとね、たとえば一枚目のは……」

　ぼそり、と黒絵がフィアに耳打ち。ふんふんと頷うなずいていたフィアの頰ほおが一気に赤くなり、

「な、なんと、なんという……ハレンチな！　ハレンチ小僧め！」

「おいっ!?　その話の流れのドコからドリルを俺おれに突きつける必要が出てきた!?」

「なんとなくだ！　ハレンチなものは基本的にお前が悪い！」

「びっくりするほど意味不明な理不尽さ！」

「そして二枚目。これは品種改良されたスライムの特殊能力がキモで……」

「そこまでそこまで！　このカルタはもう使わないから、意味なんてわからなくていいんです！　この話終わり！」

　ばしばしとこのははテーブルを叩たたいて黒くろ絵えの言葉を阻止。フィアは不ふ機き嫌げんに頰ほおを膨ふくらませ、ドリルをルービックキューブに戻した。このはは疲れた息を吐はいて、

「ふう……わたしもその特殊なカルタ以外なら文句なんて言いませんよ。黒絵さん、普通のは持ってないんですか？」

「少なくともうちの部へ屋やにはないねぇ。ハルは？」

「んー、俺の部屋にもないと思うな……でもひょっとしたらそのへんの戸と棚だなとかには仕し舞まってあるかもしれん。古い玩具おもちやとかまとめてたような記き憶おくがなきにしもあらずだ」

「ほほぅ。ならば探してみようではないか。カルタがあればばっちりだし、他ほかに何か大おお晦日みそかか正月らしい遊び道具があれば別にそれでも構わんぞ」

　と、フィアがコタツから出て居間の戸棚をごそごそと探り始める。だが背伸びしながら戸棚をまさぐるフィアが見つけるのは、古い家電製品の説明書に砂すな時計どけいにクマの文ぶん鎮ちん、といった雑多な物品ばかり。よっぽど暇ひま潰つぶしアイテムに飢えているのか、ハズレの物品を足下に積つみ上げながらフィアは一心に戸棚を探り続けた。

　一心に。

　だからそれは全く予想外の衝しよう撃げきをもって戸棚の奥から現れたのだろう。

　少しでも考えていれば、フィアの驚おどろきはまだ少なかったのかもしれない。この家のことを。

　この家が──呪われた道具を受け入れるために存在する場所であることを。

　戸棚の奥にあった、フィアの手が摑つかみ出した、不ふ可か思し議ぎなそのアイテムは。

　笑ったのだ。

「イ〜ヒッヒヒウヒャハハハハ！」

「のわーッ!?」

　絶叫と共に、フィアはポケットからルービックキューブを取り出した。長大な螺ド旋リ槍ルを再び生み出し、戸棚から零こぼれ落ちたその物品に突きつける。

「あー……えーっと、その、フィア？」

「は、春はる亮あき！　大変だ、出た！　呪のろわれた道具出た！　なぜそんなマヌケな顔をしておる、これが見えんのか!?」

　ドリルをそれに突きつけたまま、フィアが首だけをこちらに回して慌あわてたように言ってくる。春亮は半眼になり、

「……呪のろわれた道具、か？　それが？」

「も、勿もち論ろんだ。このような奇怪な道具は見たことがない。もう一度確たしかめてくれる。いいか、見ておれ……」

　じりじりと間合いを詰め、凶悪なドリルの先端で、つん、とその古ぼけた布袋をつつく。

　すると、

「ゲハ、グハハウヒャ！」

「ほ、ほらほら、ほらな!?　人のことは言えんが、なんという邪悪で不可解なアイテムよ……！　こんなものを無造作に保管しておるなど、ハレンチ小僧め、貴き様さまはもっと危き機き管理というものを考えるべきだ！　こらお前、意志が生まれておるのか!?　ならば答えろ、何者だ！」

「あー、その……フィアさん」

「なんだ!?」

　何かあればすぐさまこいつを突きコロス、というような緊きん張ちよう感かんを漂わせていたフィアの顔がキッとこちらを向く。ダメだ、油ゆ断だんしていると噴ふき出してしまいそうだ。堪こらえろ自分。ちなみにこのはと黒くろ絵えは自分の手で口を押さえて俯うつむき、既すでに崩ほう壊かい寸前の気け配はいでプルプルと肩を震ふるわせていた。

「っ……え、えとな。そりゃ呪われた道具じゃないぞ。そういう玩具おもちやだ。笑い袋っつって、ずいぶん前に流は行やったんだ」

「なに。これが玩具？　……袋を笑わせてどう楽しむというのだ」

「さ、さあ？」

　よく考えればフィアの疑問も当然のような気がする。なぜこんなものが流行ったのだろう。

　ともあれ、それでフィアは納なつ得とくしたらしい。ええい驚おどろかせおって、と笑い袋を軽く蹴け飛とばし、「ウヒャッハッハッハ！」「う、うるさいっ」などとやりつつ戸と棚だなの探索に戻る。

「はは……まあ、そのへんが古い玩具ゾーンなのは確かだな。近くにカルタとかもあるかもしれないぞ」

「う、うむ。元々カルタを探していたのだ。こんな謎なぞアイテムなぞどうでもよい。この近くにあるというのなら、一応もう少し──」

　そこでまた、ポトリ、と何かがフィアの探っていた戸棚から零こぼれ落ちる。

　人の顔が描かれた厚紙だった。ただし目鼻口のパーツがバラバラになっている。

　ビクッ、と背筋を跳はねさせてから、フィアはゆっくりとこちらを振り向き──真ま面じ目めな顔で、言った。

「……気をつけろ。今度こそ、邪悪な呪いの祭具かもしれんぞ」




　結局、大おお晦日みそかの夜はフィアが最後に戸棚から見つけた古いトランプでのババ抜きで過ぎていった。トランプなら黒絵も持っていたとは思うが、その場の流れというものだ。合間にフィアはあの邪悪な祭具（福ふく笑わらい）を試ためしにやってみたり笑い袋をつついたりしていたので、まあ年末年始らしい伝統的な時間の過ごし方をしたと言えなくもないだろう。ちなみにフィアの福笑いではピカソの絵にも負けない顔面バランスのモンスターが生まれていた。

「うーん……こっちか？　げ」

「フハハー！　残念だったな春はる亮あき、そっちがババだ！　そして次こそ私の真の力を見せるとき……こっちだっ！　いょし、ついに初勝利、気分が良い！　ククク、私の完かん璧ぺきな策略に引っ掛かりおった！」

「表情でバレるからってずっと俯うつむいてただけじゃねえか……！」

「初勝利でもなくて、ただの初ビリ脱出ですしね」

「うるさいぞウシチチ！」

「まあ負けは負けか。ついにシャッフル係に……っと、もうこんな時間だな」

　時計とけいの針は十一時半を指している。いつもならそろそろ寝る時間だ。というか基本的に春亮は早寝なので、この時間はもう布ふ団とんの中ということもよくあった。

「まさかもう寝ろというのか、私はまだ眠くないぞ！　もう一戦いこうもう一戦！」

「ある意味、今日きようだけは夜よ更ふかししても許される日だからなー。つーかそんな特別な日にトランプばっかしてどうする。寝ないのはいいけど、なんか小腹が減ってないか？」

「そう言えばそうですねぇ」

「減っちょるー」

「うん、じゃあ用意するか」

「ぬぬ。お前、いつもなら私が夜食におせんべを食おうとするとやかましく言うくせに……」

「これも今日は特別だ。ちょっとフライング気味だけど、カルタもやったしもうだいたいお正月みたいなもんだからいいか……さっき作っといたお雑ぞう煮にを食おう」

「ゾーニか。よくわからんが美う味まいものなら許す！」というフィアの声に送り出され、春亮は台所に向かった。またこのはが用意を手て伝つだってくれる。実のところ、雑煮だけでなく今日の昼間には正月用のおせち料理も作っていた。自分でもやりすぎ気味だとは思うし、おせちを作ったと泰たい造ぞうや渦か奈なに話せばまた「主婦かよ！」とツッコまれるのだろうが。勿もち論ろん、おせち作りのときにもこのはにはいろいろ手伝ってもらった……やはりありがたいことだ。

　温め直した雑煮をお盆に載のせて居間に戻る。夜や知ち家けの雑煮は、澄すまし汁の中に餅もちや鶏とり肉にく、人にん参じんや蒲かま鉾ぼこが入っているオーソドックスなものだ。見た目はあまりパッとしないが、そのぶん味には気を使っている。なので雑煮を初めて食するフィアもそれには合格点を出してくれたようで、

「む、にょー……モチが、のびーるー……むぐむぐ。ぷはー、しかしこれは美味いぞ、良いモチだな！」

「悪いお餅なんてあるんですか。ていうかもっと落ち着いて食べなさいってば」

「悪いモチか？　勿もち論ろんあるぞ、知っておる！　マズイうえに食えもしない、何の役にも立たないモチもどきのことだ。それは不必要に大きく、目め障ざわりでハレンチで、特に愚かな女の身体からだに寄生し、たまに『ギギギ。もうすぐ、この宿主の知性を全すべて奪うばい取れるゾ……』などと呟つぶやくことがある人類の天敵で──」

「あっ、聞こえた！　うちにも今聞こえたよ、ふぃっちー！」

「なにっ。まずい、地球が危ない！」

「あなた達ねぇ……この一年が終わろうかというときにもクリーチャー扱いですか！」

　このはの言う通り、そろそろ今年ことしの終わりが近付いてきていた。春はる亮あきはいつも通りのやりとりに頰ほおを緩ゆるめつつ、適当に点つけていたテレビのチャンネルを変える。芸能人達が大おお袈げ裟さな笑え顔がおを浮かべているバラエティにトーク番組、「いわゆる爆ばく弾だん低気圧が日本に接近しており、午後からは全国的な雨あめ模も様ようになるおそれが……」と気象情報を冷静に読んでいるニュース番組。正月早々に大雨とは困るなぁ、とその予報は少し心に留とどめておく。ほどなくしてニュースは除じよ夜やの鐘かねを延々と突いている映像に切り替わった。落ち着くのはいいが、多少眠くなる。

　せめてカウントダウンくらいは賑にぎやかなほうがいいかな、と春亮は適当なバラエティ番組を選えらんだ。雑ぞう煮にを食べ終えたフィアが、その賑やかさに引き寄せられるようにしてテレビの前に座る。

「ううむ、なぜだか緊きん張ちようするな……お、一分前か」

　ごくりと唾つばを飲み込み、画面を注視するフィア。穏おだやかな表情でコタツに頰ほお杖づえをついているこのは、何を考えているのかわからない寝ね惚ぼけ眼まなこで（この一分で何か面おも白しろいことができないか考えている可能性が高いが）テレビを見ている黒くろ絵え。春亮がそんな彼女達の姿をぼんやりと眺めているうちに、今年最後の一分間がどこか足早に消費されていく。そして──

「五……四、三、二、一……ゼロ！」

　フィアの呟きに合わせ、テレビ画面の中で花火が上がる。出演者の笑顔、観かん客きやく達の拍手、色いろ鮮あざやかなテロップ。ほわー、とフィアは口を開いてその騒さわがしい光景を見つめていた。

「うっし、今年も一年が始まるな……あけましておめでとう、と」

「あけましておめでとうございます、春亮くん」

「おめでとお〜。今年もよろしくね、ハル」

　このはと黒絵に対して新年の挨あい拶さつを交かわしてから、春亮はフィアに目を向ける。

「お前も、あけましておめでとう、だ」

「む。年が明けて何が変わったかはわからんが……まぁ、そういう儀ぎ式しきのようなものなのだろうな。めでたい、と言っておこう」

　うむうむと頷うなずきながら言うフィアに苦笑しつつ、さて、と春亮は立ち上がった。

「どこに行く？　さては新年初トイレか」

「違う違う。年が明けたら行くぞ、って昼間に言っただろ。さっきの天気予報でも今日きようの午後くらいから雨だって予報だし、今のうちに行っとこうかって話。別に急がなくていいけど、とりあえず準備しろよ」

「そう言えば何か聞いた気もするが……聞き流しておったな。年が明けたら、というのはてっきり一眠りしてからだと思っておったのだ。で、こんな夜中にどこへ行くのだ？」

　決まってるだろ、と春はる亮あきは笑った。これはおそらく、フィアにとっては初めての──そして春亮達にとっても年に一度しか行おこなうことのできない、正月恒こう例れいの行事。

「初はつ詣もうでだよ」
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　出かける準備を済ませ、全員でタクシーに乗り込む。初はつ詣もうでのときくらいはラクしてもバチは当たるまい。その車中でも、フィアは興こう奮ふんした面おも持もちで窓から夜の街並みを見回していた。

「おお、結構人がおる！　こんな深夜なのに、合法的に出歩けるなんて何か興奮するな！」

「そうだなー。これも今日きよう限定の光景だよ……あ、すみません運転手さん。次の角右折でお願ねがいします」

　初詣の目的地は街外れにある神社だった。サヴェレンティと一いつ緒しよに出かけたり、秋祭りで謎なぞの仮面女が現れたりした家の近くの神社とは別のところだ。しかしタクシーが停車したのはその神社の前ではなく、少し離はなれたコンビニの駐ちゆう車しや場じよう。運賃を払ってタクシーを降りると、

「おお、キリカ！　あけましてめでたいな、だ！」

「はは……あけましておめでとう、フィアくん。みんなも」

　そこには待ち合わせしていた錐きり霞かがいた。新年おめでとうメールを送ったついでに誘ってみたところ、一いつ緒しよに行くことになったのだ。

「ごめんな、いんちょーさん。いきなり誘っちゃって」

「なに、初詣はどうしようかと考えていたところだったんだ。丁度よかったよ……渦か奈な達は誘わなかったのか？」

「誘ってはみたけど、もう家族で行く予定があるんだってさ。あとサヴェレンティと白しら穂ほからは返事がない」

「うちもサヴェちゃんにメールしたけど、返ってきてないね。寝ちょるんじゃないかしらん」

　などと話しつつ、神社に向けて歩き出す。さすがに深夜だけあって風が冷たいが──防寒対策は万全だった。温かいマフラーと、温かいセーター。それぞれフィアとこのはからクリスマスプレゼントに貰もらったものである。そして防寒対策をしているのは春はる亮あきだけではなく、

「ほう……フィアくん、可愛かわいい手袋をしているな。温かそうだ」

「うむ、ぬくいぞー。キリカにもこのぬくさを分け与えてやる。うりうり」

　と、フィアが錐霞の頰ほおを手袋でさわさわと挟はさむ。錐霞はくすぐったそうに目を細めていた。どうやら、フィアもサンタさんのプレゼントを有効活用してくれているらしい。よかった。ちなみにこのはには値段が高くて手が出せないと言っていた画家の画集、黒くろ絵えには「お仕事に遅刻しないように頑がん張ばれ」という意味を込めて目覚まし時計どけいをプレゼントしている。対して彼女には「お料理頑張ってね」という意味らしい包丁セットをプレゼントされたのだが。

（そういや、クリスマスパーティも……いろいろあったなぁ……）

　あのときの騒さわがしさを思い出す。急きゆう遽きよ呼んだ錐きり霞かやサヴェレンティ達にも、日ひ頃ごろのお礼を兼ねてちょっとしたプレゼントを渡していた。サヴェレンティと白しら穂ほに渡したのはお揃そろいの小さなぬいぐるみで、サヴェレンティがくれたのは高級なシュークリームセット。ケーキと共にありがたくいただいた。そして白穂に「プレゼントよ。これも遠えん慮りよせず食べてね？」と素敵すてきな笑え顔がおで渡された新しん鮮せんな雑草（そこらの空き地原産）はありがたく捨てさせてもらった。

　そこで錐霞が歩ほ調ちようを合わせて隣となりにやってくる。

「ところで夜や知ち……その、この前はありがとう。それからすまない。急だったもので、あんなものしか用意できなくてな」

「あ、マグカップのこと？　いや、全然オッケー……つーか助かってるよ。前に割っちゃってて、だから微妙に人数分揃ってなくてさ。たまにコーヒー飲むときは湯のみで代用してたんだ」

　錐霞からのプレゼント、色違いのマグカップセットのことを思い出しながら言う。突然パーティーに誘さそったのは自分なので、実は結構申もうし訳わけなかった。そして申し訳ないと思うことはもう一つあり、

「ていうか、こっちもマグカップ贈おくっちゃってごめんな。パーティのときにも言ったけど、まさかカブるとは」

「い、いや、いいんだ。丁度自分用にしていたのが古くなっていたところだし……まったく問題はない。ちゃんと使っているぞ」

「そっか、ならよかった」

　なぜだか慌あわてたような早口で言ってくる錐霞に、春はる亮あきは頷うなずく。だが錐霞はさらに小声で何事かを呟つぶやいていた。

「しかし……同じようなものを贈り合うのは、気が合っていると思っても、いいのだろうか……？　いや、この程度のことで浮かれるなど……馬ば鹿かげている……」

「ん、何か言った、いんちょーさん？」

「な、なんでもない！」

「おい春亮、さっきから気になっておったのだが、たまに家の前に置いてあるあの竹ヤリみたいなのは何だ。トラップの一種だとは思うが、落とし穴の下にでも設置しておかねば意味がないような気がするぞ。何にしても物ぶつ騒そうだ」

「ありゃ門かど松まつだ！　トラップどころか縁えん起ぎ物もの！」

　などと話しつつ、さらに歩を進めることしばらく。

　神社に近付くにつれ、周囲の人口密度がはっきりと増加してきた。目的の神社は小高い山の中腹にあり、まず長い石段を上って敷しき地ちに入るようになっている。肩をぶつけながらその石段を上り下りしている参拝客達の姿を見、フィアが目を丸くした。

「なんと……こんな深夜だというのに、なぜこんなに人がおるのだ!?」

「それが初はつ詣もうでパワーだよ。今日きようだけは夜行性の人間が多くなるんだ」

「にしても、ホントに結構人出が多いですね。はぐれないように気をつけないと」

「そうじゃね。とりあえずは階段踏み外さないように行こー。まあ、もし踏み外してもうちのテクニックが炸さく裂れつするだけじゃけど」

「って黒くろ絵えさん、そんなこと言いながらわたしの後ろに回り込まない！　またわたしのおしりを摑つかむつもりですね!?　わたしは踏み外しませんから大丈夫です！」

　そして石段を上り、神社の広い境けい内だいへ。ここでもフィアは驚きよう愕がくの表情で足を止めた。

「こ、この匂においに、この活気。屋台もあるし……これはもう、おまつりではないか！　前に行ったやつとほとんど変わらん！　初詣とはおまつりのことだったのか!?」

「あながちハズレでもないなー。って待て待て、屋台とかは後だ後！」

　フラフラと焼きもろこしの屋台に吸い寄せられていたフィアを慌あわてて捕まえる。はぐれないように気をつけようとか言ったばかりなのに。

「いいか、初詣は確たしかにお祭り的だがただのお祭りじゃない。他ほかにいろいろやるべきことがあるし、それこそが初詣のメインだ。けっして屋台巡めぐりが主目的じゃないぞ」

「むー。やるべきこととはなんなのだ」

「いろいろだよ。とりあえず参拝でも済ませとこうぜ。いろいろ見て回るのはその後で」

「参拝とはこないだのおまつりのときにやったあれか？　鈴すずをがらがら鳴らしたりする」

「そうそう。今日きようのは、今年ことし一年なんかいいことありますようにー、っていう意味合いだ」

「ふむ。まぁ、そういうことなら仕方あるまい。ならばさっさと行くぞ」

　いささか不満げに頰ほおを膨ふくらませながらも、フィアは提案に納なつ得とくしてくれた。このは達にも異い論ろんはないようだったので、一同は参道の先にある社しや殿でんに向かう。だがそこは今まで以上に人口密度が高く、

「ぐわー、流されるぅ！」

「おいフィア、しっかりしろ、離はなれるな！　ほれ、お賽さい銭せん！」

「っ……これは、また、大変だな。黒絵くんは大丈夫か？　潰つぶされないようにな」

「大丈夫、危なくなったらクッションを使うよー」

「クッション……はっ？　こら黒絵さん、またわたしの身体からだをロックオンしてますね!?」

「と、とりあえずこれを投げればよいのだな……てぇーい、と！　し、しかしこれは、とても祈るどころではないぞ！　おまつりのときとは全然違うではないか！」

　なんとか参拝を終え、春はる亮あき達は賽銭箱ばこの前から脱出を果たす。予想はしていたが、かなりもみくちゃにされてしまった。

「ふひー……なんだこれは。初詣とはこんなバトル的なものだったのか」

「確かに今年はいつもより混雑してる気がするなぁ。やっぱ今日の午後から雨って言ってたせいか。俺おれ達と同じで、今のうちに済ませとこうって人が多いんだろ」

「そうでしょうね。次はどうします？」

「よし、とりあえず忘れないうちにお守りでも買っとくか」

　と、社しや殿でんの横にある小さな建物に向かう。そこもそれなりに混んでいたが、賽さい銭せん箱ばこの前ほどではない。アルバイトの巫み女こさん達の笑え顔がおを受けながら、陳列されているお守りをフィアが覗のぞき込んだ。

「むう、安いのでも五百円か……それなりにするのだな。値段が違うということは、高いものほど効果があるということなのか」

「そのへんは深く考えるなよ。縁えん起ぎ物ものだからな。何か一個買えばいいと思うんだけど、さて、どれを買おうかな……」

「これがいい」

　すぐに、フィアが一つのお守りを指差す。

「一応聞くけど、何が書いてあるか読めるか？」

「勿もち論ろんだぞ。下二文字はビミョーだが、上の二文字でなんとなく意味はわかる」

　ならば何の問題もなかった。フィアがそれを求めるのは、ある意味当然のことだ。春はる亮あきは苦笑しつつ、《大たい願がん成じよう就じゆ》のお守りを買う。なくすなよ、と注意してから、フィアのコートのポケットにそれを捻ねじ込んでやった。それからこのはや錐きり霞か、黒くろ絵えも適当に《家内安全》と《学業成就》、そして《安産祈願》のお守りを買う。誰だれが最後のお守りを買ったのかは言うまでもない……一ボケに五百円も費やしていいのだろうか。

「いやー、よかった。うちにぴったりのお守りが買えた。次は……ん、おみくじがあるね。引いちょこうよ」

「五百円分の価値があるツッコミが思い浮かばないからいろいろスルーするけど、そうだな、おみくじも引いとくか」

「よしふぃっちー、行こう。うちが奢おごるよ」

「おみくじとは何なのだ？」

「いい質問じゃね。おみくじ、それは新年最初に訪れる運うん試だめしバトル。ここに百円を入れて、全ぜん身しん全ぜん霊れいの気合いを込めて引く──そして出たもののランクによって、今年ことし一年の運気の勝者と敗者が決定する！」

「なんと、さっきの賽銭箱バトルの他ほかにも……やはり初はつ詣もうでとは戦いの側面が強いイベントなのだな！　よしクロエ、手本を見せてくれ。キリカも先にやってよいぞ、どんなものが出てくるかまずは見てみたい」

　台に載のったおみくじ箱に近付き、黒絵が百円を投入。それから箱の中をがさごそと搔かき回し、

「てや！　えーと……む、中吉じゃ」

「それはどのくらいのレベルなのだ？」

「わりとよさげー。でも最高じゃないから、負ける可能性は充分にあるねぇ。で、中身は……《商売・真しん摯しに励はげめば吉》か。むぅ、《一いつ攫かく千せん金きんガッポガッポ。働かずともよし》とかならもっとよかったのに」

「そんな堕だ落らくを推すい奨しようするおみくじがあってたまりますか！」

「はは、じゃあお先に私も……ふむ、私も中吉だな。可もなく不可もなく、と言ったところだろう。ば、馬ば鹿かげているが、一応中身も見ておくとするかな。なになに……《ただ一心に努力せよ》とは、どういう……望みはあるということか、それとも婉えん曲きよく的てきに……！」

　などと、錐きり霞かはなぜか食い入るようにおみくじの文面を睨にらんでぶつぶつ何事かを呟つぶやいていた。いんちょーさん、おみくじを本気にするようなタイプだったかな、と春はる亮あきは内心で首を傾かしげる。

「キリカとクロエは引き分けということだな。ところでクロエよ、一番弱いのは何だ？」

「大だい凶きようかな。でも入っちょるかどうかわからんから、凶も限りなく最下位に近いよ」

「凶とは名前だけでフキツだ。きっと中の説明もフキツな予言ばかりに違いない。《商売・店が燃もえる》とか、《病気・二秒後に血を吐いて死ぬ》とか……！　そんなものを出す奴やつはいろいろな意味で終わっておるな。まかり間違えて命だけは助かったとしても、きっと上位のおみくじを出した者には一年中頭の上がらぬ暮らしをせざるを得んだろう……ククク、楽しみだ。さあ……ウシチチよ、勝負だ！　引いてみるがいい！」

「な、なんでいきなり!?」

　困ったことに、既すでにこのはは百円を投入しておみくじ箱ばこに手を突っ込んでいた。引かない、という選せん択たく肢しは存在しない。彼女はひとしきり迷ってから、やがて意を決したようにごくりと唾つばを飲み込んだ。そして慎重な手つきでおみくじをまさぐる。フィアは勿もち論ろんこのはの真後ろで両手を鉤かぎ爪づめの形にして持ち上げ、「凶……凶……大・凶……！」と邪悪な念波を送っていた。

　数秒後、カッ、とこのはの瞳ひとみが見開かれ、

「はぁっ！　これです！」

　手を引き抜く。指を鳴らすような仕し草ぐさで親指の腹を動かし、おみくじの封を刀パワーで軽く切断。それから真剣な目でその文面を眺め──

　ニンマリ。

「ふふっ。日ひ頃ごろの行いはこんなところに現れますねぇ……大吉ですよ！」

「なんだとっ……!?」

　愕がく然ぜんとした表情のフィアの前、ここぞとばかりにこのはが胸を張る。

「墓ぼ穴けつを掘りましたね、フィアさん。人を貶おとしめることばかり考えているからこうなるんです。いやあ、いいですね大吉。中身も素敵すてきなことしか書いてありません……さて、次はフィアさんの番ですね？　なんでしたっけ、これ、負けた人は勝った人に今年ことし一年頭が上がらない感じの勝負なんでしたっけ？　いいですね、やりましょう。さあ引いてください……ウフフ？」

　余裕の笑えみで、すっ、とこのははフィアと立ち位置を交替。

「く、この、ウシチチ女め……新年早々、腹立たしい……！」

「頑がん張ばって、ふぃっちー！　こうなれば引き分けに持ち込むしか……大丈夫、ふぃっちーならいける！　たぶん！」

　黒くろ絵えがフィアのぶんの百円を投入し、それで準備が整ととのってしまう。フィアは唇を嚙かみ締しめながら、祈りを込めた手つきでおみくじを引く。ここでフィアのほうが凶きようなどを引いてしまうのが最悪のパターンだ。フィアの自じ業ごう自じ得とくとはいえ、なんとか遺い恨こんを生まない程度の結果になってほしいなと春はる亮あきは思う。中吉とかで「惜しかったな」と笑って済ませられればよし、引き分けならばなおよし。

（ど、どうなんだ……？）

　ぺりぺり、とフィアが緊きん張ちようの面おも持もちでおみくじの封を剝はがした。ゆっくりと文面を覗のぞき込み──

　だがそこでフィアは、ん？　と怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

「クロエよ。なにかよくわからんものが出てきたぞ。吉というのはわかるが」

「ああ……末吉？」

「いや、違うぞ。三文字だ。この字は知っておる。見たままを読むなら──」

　そしてフィアは、やはり怪訝そうに言った。

「鬼大吉──と、書いてあるな」

「何だそれ!?」
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　本当だぞ、とフィアがおみくじを見せてくる。春はる亮あきがそれを受け取ると、このは達も一いつ緒しよになって覗のぞき込んできた。

「げ。マジだ。なんだこれ？」

「私も聞いたことがないな……」

　確たしかに、そこには鬼大吉の文字がある。書いてあるのも《願がん望ぼう・必ず叶かなう》だの《病気・無病息災》といった良いことばかりだ。

「ウソ臭くさいくらいにベタ褒ぼめじゃないですか……」

「大大吉、とかのおみくじもあるところにはあるからねぇ。この神社のオリジナルバージョンかしらん」

「にしても、鬼はないでしょう鬼は！　言葉のイメージ的に！」

「よくわからんが、これはオニのように大吉だということだな！　ふふん……残念だったなウシチチ、貴様の卑劣な目もく論ろ見みは今ここに潰ついえた！　これは間違いなく私が勝っておる！」

「そ、そんな馬ば鹿かな……いや、これは、あれです、誰だれかがイタズラで入れたものだという可能性もありますよ！」

　このはがわたわたと言ったとき、フィアの後に並んでいた一組のカップルがおみくじを引く。『Go To Hell!!』と書かれた髑どく髏ろ柄がら革ジャン男と派は手でな化け粧しようの彼女、という猛もう烈れつに神社にふさわしくない二人ふたり組だった。そして聞こえてきたのは、

「やったわ、鬼大吉来た！」「なんだそれ？」「知らないの？　今年ことしからこの神社のおみくじにはコレが入ってるってネットで噂うわさになってたのよ。引けてよかったー」

　などという会話。このははがっくりと肩を落とす。

「ふふん、貴様の大吉がなかなかの結果だったのは認めよう、ウシチチよ。相手がこの私でなければ勝利は確かく実じつだったであろうな──気にするな、私の運が強すぎたのが悪いのだ！　まぁ何にしても勝ちは勝ちだ、一年間はやりすぎにしても、少なくとも今日きよう一日くらいは勝ち誇らせてもらうぞ！　ぬはは！」

「くっ……」

「ま、まあまあ。二人ともいいおみくじでよかった、ってことにしとけばいいじゃねえか。忘れてた、一応俺おれも引いとこう。そしたらもうだいたい用事は済むから、ゆっくり出し物やら屋台やらを見て回ることに──」

　せっかくの正月、せっかくの初はつ詣もうでなのだ。あまりギスギスせずに楽しんでもらいたい。一刻も早くおみくじバトルのことを二人に忘れてもらおうと、春亮は適当におみくじを引く。

「……」

　確かく率りつの神のいたずらか、あるいは無欲の勝利か。

　春亮が引いたおみくじにも、《鬼大吉》という文字が書かれていた。
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　彼女にとっては、ではなく。

　彼女の家にとっては、今日きようが一年で最も忙しい日であることは事実だった。

　だが彼女は働かない。家業に自分が必要ではないことは知っていた。社務所の裏手にある家の居間、座ざ布ぶ団とんに座る彼女はぼんやりと手中の紙に目を落としていた。

　そこには箇か条じよう書がきで何行かの文章が書かれている。彼女のすべきことと、その注意点が記されている。けれど、文の最後にあるのは──《無理しないで、暇ひまだったらでいいからね》という言葉。

　特に意味もなく、やはりぼんやりと、彼女は指先でその文字を優やさしくなぞる。それらは綺き麗れいで丁てい寧ねいなものだった。見み慣なれた筆跡で、そして──

　どこか、懐なつかしい。

　彼女は目を細めた。その想おもいが自分にとって好ましくないものであるかのように、小さく頭を振る。そして、一度その紙を自分の胸に抱くようにしてから、丁寧な手つきで紙を折おり畳たたんでポケットに仕し舞まった。

　嘆息を一つ。それから彼女は無気力な動作でテレビを点つけ、適当にチャンネルを選えらんでその画面を眺め始めた。ぼんやりとした視し線せんは今までと同じだが、その意味合いは多少異なる。そこには純粋に手て持もち無ぶ沙さ汰たでつまらなさそうな気け配はいだけがあった。

　そのとき、傍かたわらに侍はべっていたもう一人ひとりが口を開く。

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが……我われ々われ、表に出なくてよろしいのでしょうか〜」

「なんであたしらが出る必要があんのよ。そのためにバイト雇ってるんでしょ。あたしよりはあいつらのほうが仕事にはふさわしいって……ま、ふさわしいっつっても、何人が処しよ女じよかは知らないけどさ」

　彼女は嘲あざけるような笑えみを浮かべる。もう一人はこくんと首を傾かしげ、

「巫み女この処女性ですか〜。そのへんは心の在あり様ようでカバーしてもよいかと〜」

「はは、あたしが一番心が汚れてるじゃん。その意味でも、やっぱあいつらに任せとけばいいのよ」

「左様さようですか〜。ところで、ただの興きよう味みで白しますが、肉体的には……？」

「……黙だまりなさい」

　彼女はテレビから視し線せんを外さないまま手を伸ばし、間延びした声を発する女の頰ほおをぐいーんと引っ張る。

「うひゃう。恐こみ恐こみも白しますが……いたいれす……」

「痛くしてんの。失礼なこと言うからよ。この話終わり。いい？」

「はい〜」

　反省も後悔もしてなさそうな声だったが、いつものことだった。彼女が最後に捻ひねりを入れて頰ほおから指ゆびを離したとき、テーブルに置いていた携帯がぶるぶると震ふるえ始める。液晶には見覚えのない数字の羅ら列れつが表示されていた。

　ならば──電話してきた相手の立場は、自動的に決まる。

　客だ。

「こんな日だっていうのに……副業にも、客がいないわけじゃないのね」

　もう一度、先さき程ほど以上の嘲あざけりの笑えみを浮かべ。

　彼女はゆっくりと携帯を手に取り、見知らぬ誰だれかとの通話を開いた。




「ええ──あたしが呪い屋よ。仕事の依頼？」
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　神社は小山の中腹にあるので、立地条件を生かしてそれなりの敷しき地ち面めん積せきを持っている。参道の周囲の広場のようなところでは、屋台の他ほかにも思った以上に様さま々ざまな催しものが行われていた。ここらの町内会が協力しているらしい。どれもそれなりに賑にぎわってはいたが、やはり本番は日が出てからなのだろう、しばらく並んでいるだけですぐに参加することができた。

　まずフィアが目を留とめたのは書かき初ぞめ大会。上う手まさの他ほかに題材のユニークさや字の迫力などの審しん査さ項目があり、それぞれ上位入にゆう賞しよう者しやには後日賞品が送られるという。春はる亮あきはその賞品の一いち覧らんが書かれた看板を見つつ、

「洗剤とか貰もらえるのか。それは地味に嬉うれしいな……まあ入賞したらの話だけど」

「なあに、私達に任せておけ！　なあクロエよ！」

「うむうむ。面おも白しろそうじゃし、やってみよう。このさんも当然書くよね？」

「と、当然なんですか？　まぁ筆の扱いには慣なれてますけど……仕方ないですね、参加してみますか。春亮くんや上うえ野のさんはどうします？」

「俺おれはあんまり字には自信がないな。お前達に任せるよ」

「私も、筆の使い方に慣れているとは言いい難がたい。見物させてもらうことにしよう」

　というわけで、フィアとこのは、黒くろ絵えの三人が参加することになった。テントの下に用意されている机に座り、それぞれ半紙に向かって筆を握る。まずスラスラと簡かん単たんに筆を滑らせ始めたのは当然このはで、

「謹きん、賀が、新、年……と。こんなものですかね？」

　かなりの達筆だった。ほぉ、お嬢じようさんやるねぇ、と係の人が感心したように言う。たぷたぷと硯すずりに筆を浸つけていたフィアが、その言葉を聞いてむっとしたように眉まゆを顰ひそめた。

「ふん……なんという面おも白しろみのない言葉だ。確たしかにほんのちょっとは上う手まいのかもしれんが、オリジナリティが足らん。自己表現というものが不足しておるな。それではとても優ゆう勝しようは狙ねらえまい……四文字ならば《ぶよぶよ》！　一文字なら、ただ《肉》あたりがオススメだった！」

　このはが頰ほおをピクピクさせる中、フィアがこのはに負けじと一気に筆を走らせる。書いた四文字は勿もち論ろん、

「お・せ・ん・べ……決まったぁぁぁァ！」

「あなたこそ、何が自己表現ですか!?　それは食欲が剝むき出だしになってるだけです！」

　それを春亮の隣となりで眺めていた錐きり霞かが、小さく肩を震ふるわせて呟つぶやく。

「ふふ……まぁ、迫力は見事だな。エネルギーが籠こもっている」

「字のバランスとかは俺おれでもわかるほど最悪だけどな。って、いかん、フィアが何か物足りなさそうに半紙を見始めたぞ……！　俺にはわかる、あいつは《ゴマ》とか《しょうゆ》とか頭に付け加えてさらに美お味いしそうにしようとしている！」

　フリーダムなフィアの書かき初ぞめを戦々恐々としながら見守っていると、そこでのんびりと筆を動かしていた黒くろ絵えがようやく半紙を持ち上げる。

　そこに書かれていたのは『お兄にいちゃんになら、いいよ……？』の一文。

　明らかにユニーク題材賞を一点突破で狙っていたが、ユニークすぎてそれが受賞に至らないであろうことは春はる亮あきにも容易に想像がついた。




　どうやら、おみくじから始まり書き初めバトルに続いた新年初対立はまだ続行中らしい。

　春亮は他人のふりをしながら、その光景を──次に参加した餅もちつき体たい験けんコーナーの一角を眺めていた。

「死・ねぇぇぇっ！」

「──くらう、わけがっ！」

「ふんっ！」

「はっ！」

　どすん、さっ、ばしん、ささっ。

　高速で繰くり広げられる、杵きねの振り下ろしと餅の手て捏ごね。杵を力任せに振り下ろしているのがフィアで、残像が残る速度で餅を攪かく拌はんしているのがこのはだ。

「あ、あの……何回も言いますけど、危ないのでもう少しゆっくり……その、手を引っ込めたのを確かく認にんしてから……」

　などと係の人が困った顔で言うのも聞かず、二人ふたりはどっすんばったんを繰り返す。そのとき突如フィアがフェイントを入れ、一拍遅れて杵を振り下ろした。その瞬しゆん間かんに聞こえたのは、ばきん、という異音。係の人が顔を青くする。

　動きを止めたフィアとこのはが不敵な表情を交かわし合った。

「……やってくれますね？」

「さっきのフェイントはかわされたからな。一勝一敗といったところか」

「このお餅もち、もう少しついたほうがよくありません？」

「いいだろう。次で決着をつけよう……」

「あ、あの、今、手に当たってしまったのでは……？」

　係の人に対し、二人ふたりは同時に凄せい絶ぜつな笑えみを向ける。おかしなことを言いますね、全然当たってないですよ？　とその顔でアピールしてから、フィア達は高速餅つきを再開──だが春はる亮あきはその目で確かく認にんしていた。フィアが持つ杵の先端に、刀傷のような亀き裂れつが薄うすく走っているのを。

「力と技の融ゆう合ごう。あのおもちは凄すごく美お味いしくできそうじゃね？」

「……そうだな。楽しみだよ……」

　黒くろ絵えの吞気のんきな台詞せりふに、春亮は力なくそんな言葉を返すしかなかった。




　餅つき体たい験けんコーナーで貰もらった餅を食べながら、境けい内だいを歩く。

「むにゅー。うむ、なかなか美う味まいな。勝ったことだし気分が良い」

「最後に勝ったのはわたしですよ、あれは紙一重でかわしてました！」

「なにおう!?　適当なことを言うな、呪のろうぞ！」

「ええい、いい加減落ち着け。餅が美味しくできたんだからそれでいいことにしとけよ……」

「そ、そうだぞ。よく捏こねられていて、実によく伸びる。美味いな」

「うんうん。成分的にはおせんべいとほとんど同じじゃし、ふぃっちーも味わって食べるとよいと思うよ」

「そう言えばそうだな。まぁいい、とりあえずモチに集中しよう」

「まったく……あ、でもホントに美お味いしいですね」

　錐きり霞かと黒絵のフォローで、フィアとこのはの口くち喧げん嘩かはひとまず休戦を迎えた。素そ朴ぼくな味を舌で感じつつ、春亮達はのんびりと初はつ詣もうでの雰囲気を味わう。懐なつかしの正月遊びコーナーで適当にコマ回しやら竹たけ馬うまやらを見物しているうちに餅を食べ終え、

「食った食った！　しかし食ったはいいが、少し喉のどが渇いてきたな。参拝バトルやらモチつきやらで予想外に身体からだを動かしてしまったし」

「そうだなあ。どっかにジュースとかは、と……」

「ちょい待ち、ハル。せっかくの初詣じゃし、丁度よさげ。ここはあそこに行ってみるべきじゃと思うよ」

　黒絵が指さした先には、参拝客に甘酒を振ふる舞まっているテントがあった。どうやら一番人気らしく、この時間であってもそれなりに人が集まっている。

「なあ春亮、甘酒とはそのまま甘い酒なのか？」

「酒じゃないけど、まあそういう名前の飲み物だ」

「酒なのに酒ではないとは意味不明すぎる。だがまあ、甘いと名がついている飲み物がまずいはずはあるまい。飲んでみたいぞ！」

「うーん……風物詩ではあるけど、大丈夫かな？」

「アルコール分はほんの微量なはずだぞ。ウィスキー入りのチョコレートのようなものだろう。未成年が飲んではいけないというものでもないし、身体からだも温まりそうだし。悪くないんじゃないか？」

「いんちょーさんがそう言うなら大丈夫かな。よし、んじゃ行ってみっか……ん、このは、何ソワソワしてんだ？」

「え？　な、なにもわたしはソワソワなんかしてないですよ？　あははー」

　何やら不ふ審しんな愛あい想そ笑わらいを浮かべるこのはの態度に首を傾かしげつつ、とりあえず甘酒テントの列に並ぶ。ほどなくして順番が回ってきて、無事に紙コップの甘酒を入手。

「独特の匂においがするな……美う味まいのだろうか」

「びっくりするほど美お味いしいものだとは思わないけど、なんつーか、味がある味だぞ。日本語が変だが」

「ふむ」

　じーっと紙コップを見下ろしていたフィアが、ぐいと甘酒を呷あおる。しまった、一気飲みするようなものでもないぞ、という注意を忘れていた。

「味の感想はどうだ、フィアくん？」

「ぷはー。む、むぅ。これは、確たしかに、味のある味だ……だが嫌いではないな。もう一杯飲んでみよう。ひっく」

「……ひっく？」

　春はる亮あきは唐とう突とつに嫌いやな予感を覚える。が、そのときにはもうフィアは甘酒の列に並び直していた。お代わりも遠えん慮りよせずどうぞ、とか幟のぼりに書かれているから、別に注意するような行為ではないのだが──

「なんだろう。今のうちに止とめといたほうが身のためだぞ、とか誰だれかに言われているような感じがプンプンと……」

「奇遇だな、夜や知ち。私もだ」

　甘酒をちびちびと飲みながら、錐きり霞かが呟つぶやく。そんなとき、

「えーと、実はうちもそんな不吉な予感を感じちょります。ただ、ハルやきりりんとはちょっと理由が違うかな。いや、違うというか一個不安な理由が増えちょるというか」

　黒くろ絵えがちょいちょいと袖そでを引っ張ってくる。彼女の視し線せんを追い──春亮は絶句した。同時に、黒絵の言葉に心底から納なつ得とくした。不安だ。それは不安だ。むしろ絶対に止めるべきだがもう確かく実じつに遅い。

　今まで気付かなかったが。

　甘酒ブースの隣となりには《御お屠と蘇そ》と書かれたテントもあり、そこでは──おさげで眼鏡めがねの女が、首尾よくゲットした神かみ様さまのお酒を今まさに口に運ぼうとしているところだったのだ。
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　仕事着があった。家業の手て伝つだいをするのにも好適で、同時に好適でない服装。けれど副業の目的のためにはこれを着ていなくてはならなかった。

　雑然とした自室の中で、着替えと仕事の準備を済ませる。パソコンの時刻表示をちらりと眺め、彼女は唇を曲げた。

「うってつけの時間じゃん。じゃあ行きますかね、と……」

　ドアを開けて歩き出そうとしたとき、怪け訝げんに思った。当然ついてくるべき足音がない。部へ屋やの中を振り返る。そのとき聞こえてきたのは──

　ただ一度の、幻げん聴ちようのように微かすかな、

　鈴の音。

「……託宣が？」

　短く聞くと、部屋の中にいたもう一人ひとりの彼女がゆっくりと頷うなずいた。山やま彦びこを聞くように耳に当てていた両手を、そっと下ろす。

「恐かしこみ恐かしこみも白まをします……ただ、短く」

「なんて？」

「邪魔者が訪れる、と」

　彼女はそれを字じ面づら通りに受け止める。それ以上のことは考えない。その言葉の意味を問とい質ただしたところで、新たな情報が追加されることはないとわかっていたからだ。それを口にした当人すら、自分が喋った言葉以上の情報は知らないのだ。

「ふぅん……」

　曖あい昧まいな声を発して、彼女はなんとなくもう一度パソコンのディスプレイに目を遣やった。

　丑うし三みつ時。

　当然だな、と思う。その時刻にしようとする行為に、その時刻がもっともふさわしい行為に、邪じや魔まが入っておかしいことは何もなかった。正しいのは向こうで、自分達は正しくない。

　だからやるのだ。

　結局のところ、これからの行動に何も変化はなかった。

　ただ、仕事に行く前にしておく準備が──自分の部へ屋やから持っていく道具が、ほんの少しばかり増えただけだった。
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　当然のように、間に合わなかった。

　テントの近くにある、椅い子すが何脚か設置された休きゆう憩けいゾーン。そこは酔っ払い達に占拠されていた。

「くくく。あははは。あまざけは、あまーい、のだな？　ひっく」

「おいフィア、だからそのへんにしとけって！　カパカパ飲むな！」

「ふひぃ……なんだか、あっつーい、れすねぇ。照明の熱ねつのせいれすかね〜」

「このは、いくら暑いからってスカートをぱたぱたさせるなよ!?　いろいろ危ない！」

「なにが、危ないん、ですか？　ああ、やっぱり熱が籠こもってますぅ、きっと太ふと股ももとか真まっ赤かになっちゃってますねぇ……見ます？」

「見ないから！」

「え。じゃあ、まさか……舐なめる……？」

「な、舐めない！　何言ってんだ!?」

　そのやりとりのどこが面おも白しろかったのか、このはがくすくすと肩を震ふるわせて笑う。駄だ目めだ、久しぶりの酔っぱらいこのはさんがここにいる。勿もち論ろん家では飲ませないし、たとえばもっと家の近くにある神社では知り合いの町内会の人目があるので我が慢まんするのだろうが、不幸にもここは別の町内会だった。その発育のよさと落ち着きがあれば、未成年扱いされて御お屠と蘇そを断られる可能性は低い。初はつ詣もうでの祝いテンションのせいか、それともフィアとのやりとりで溜たまった鬱うつ憤ぷんを晴らすためか──ちょっとだけなら、と酒への欲求を抑えきれなかったのだろう。

　まぁ本当の年ねん齢れいを考えれば、たまの飲酒はいいのかもしれない。だがどうしてこんなにも酒に弱いのか。その豊満な身体からだを見せつけるような酔いっぷりをするのか……！

　そして今はさらにこのは以外にも注意せねばならない相手がおり、

「ほふぅ。私も、暑いような気がするぞぉ……だが、ウシチチと同じなのは、いかん。とにかくいかん。だから、私は寒いのだ。おお、さむいさむい……んー」

　と、フィアは隣となりの椅い子すに座っていた春はる亮あきの身体にがっしとしがみついてきた。さらには腕だけでなく、なぜか足を絡からませるようにして春亮の腰に乗ってくる。

「ふは、ぬくーい。春亮、お前の身体は、ぬくいなぁ……」

「お、おいこら……」

「お前は、さむくないか？　さむければ、言えよ。そうだ、私が、こうして、こうしてやるからなぁ……」

　と、フィアは手袋を脱いだ手を春亮の服の中に突っ込んできた。ご丁てい寧ねいにもベルトのすぐ上から、着込んだ服の防御を全すべて潜くぐり抜け、直じかに春亮のお腹なかをまさぐる。

「ちょ、待て、くすぐった……！」

「んふ？　んふふ……いや、なのか？　なあ、春はる亮あき……よいだろ？」

　フィアの手は止まらない。小さな手の感触が優やさしく肌を撫なでる。おへその周囲、脇わき腹ばら、そしてその手がゆっくりと上がっていき、胸の辺あたりで軽く爪つめを立てるように。

（く、くそ。こいつ、こんなに、アルコールに弱かったのか……！）

　このはとは違って、フィアは御お屠と蘇そなど飲んではいなかった。ただ数杯の甘酒を飲んだだけだ。それでこうなってしまうとは。

「ずーるーいー、ですぅ。わたしも、春亮くん、あたためるのにぃ……」

　なぜかこんなときに限って、このははフィアとの対立を選えらばない。左の半身に前から絡みつくようになっているフィアとは対照的に、右後ろからぎゅーと抱きついてくる。あの柔らかくて柔らかすぎる大きなものが、春亮の首筋で確たしかな感触をもって潰つぶれた。なぜかハァハァと息を荒らげながら、フィアと同じようにこちらの襟えり首くびにその手を差し入れようとする──

「おおーっと。いかん、写真を撮とるのに夢中で乗り遅れた……これはうちも今から酔っ払って参加するべきかしらん！」

「な、何を言っている黒くろ絵えくん、馬ば鹿かげて、馬鹿げている！　こら二人ふたりとも、いい加減にしろ！　これは、その、クラス委員長として断固見過ごせないぞ！　離はなれるんだ！」

　天の助けか、今まで呆ぼう然ぜんと二人の狂きよう態たいを眺めていた錐きり霞かがはっと我われに返って近付いてくる。顔を真まっ赤かにしながらも、実力行使でこのはとフィアを引ひき剝はがそうとして──

「あら、上うえ野のさん……一いつ緒しよに、飲みませんか？　いや飲むべきですね？　とっても、気持ちいいですから……」

「お？　キリカー、お前も寒そうだなぁ。ぬくぬくしてやるぞ、ぬくぬくー」

「ひわっ!?　ちょ、このはくん、フィアくん、正気に……！」

　だが錐霞の言葉は残酷にも届かない。二人はそれぞれ素早すばやくターゲットを春亮から錐霞に変え、全身で絡からみつくように彼女の身体からだのどこかしらをまさぐり始める。見てはいけないような気がしたし、それより自分の服を直すのに忙しかったので春亮は視し線せんを逸そらしていた。

「んっ……こ、こら、そんな、とこ……」

「やっぱり身体が冷えてますねぇ。ダメですよ、おんなのこなんですから。だから、ほら、上うえ野のさんも一杯……えいっ」

「そうだ、一杯いっとけー。ほいっ」

「んぐっ!?　ん……ん……」

　ようやく視線を戻した春亮が見たのは、フィア達が強引に紙コップを錐霞の口に押しつけている光景。目を丸くした錐霞の喉のどが、やがて堪こらえ切れなくなったかのように嚥えん下かの動きを見せる。彼女の体内に吸収されていく、御屠蘇と甘酒のチャンポン。

　そして──ぺたん、と錐霞はその場にへたりこんで俯うつむいた。これはまずい、と春亮が椅い子すから立ち上がろうとしたとき、とてとてと黒くろ絵えがどこからか帰ってきて、

「親切な黒絵ちゃんデリバリーです。お代わりいる人ー。只ただ今いまの在庫内うち訳わけは甘酒一、御お屠と蘇そ二となっちょります」

「もちろん、御屠蘇で」

「おう、甘酒もらうぞ〜」

「おかしい……喉のどが、焼けるようだぞ……ああ、喉が、渇いたな。なんでもいいから、くれ」

「いんちょーさん!?」

　ほい、ほい、ほい、と黒絵が抱えていた紙コップを三人に渡していく。三人に、だ。

　ややあって、黒絵から御屠蘇を受け取った錐きり霞かの顔がゆっくりと持ち上がる。頰ほおが真まっ赤かだった。目が据すわっていた。そして──ついに彼女までもが、ぐい、と紙コップを傾けてその中身を飲み干ほす。春亮にとっては悪夢の光景だ。それから彼女はフラフラと立ち上がり、

「なんだったか……そう。私はな、お前に言いたいことがあったのだ。お前はいつもいつも優ゆう柔じゆう不ふ断だんで、優やさしすぎ、嫌いやなことを嫌とも言わずに貧乏くじを引き──」

「おお、さむいさむい。春亮のぬくぬくに戻るぞー」

「あっためましょう、あっためてあげましょう。うふふ、春亮くん、うふふ……？」

　三人がじりじりと近付いてくる。黒絵は「新たなシャッターチャンス来た！」とばかりにカメラを構えているだけだ。救いの手はない。どこにも、ない……
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「ま、待て。落ち着け！」

「私は落ち着いている、馬ば鹿かげていりゅ！　いいか、まず聞きたいのは、お前はいつもデレデレしているが、そもそもスレンダーが好みなのか豊満なのが好みなのか、それともその中間あたりが素敵すてきで興こう奮ふんして丁度いいと思っているのか、とか──こら、キョロキョロするなっ！」

「そうだ、きょろきょろするなー」

「見ててくださいよぅ、春はる亮あきくん……？　今から、わたしが、いっぱい、春亮くんのこと……あったかく、してあげますからね……」

　なぜか怒り顔の錐きり霞か、そして蕩とろけた顔のフィアとこのは。逃げようとして立ち上がったこちらを、三人がゆらゆらした幽ゆう鬼きのような足取りで完全に包囲していく。ああ、鬼だ。紛まぎれもなく、今の彼女達は鬼だ。

　ひょっとして、さっきのおみくじの意味は《鬼のような大吉》ではなく──《大吉だが鬼にひどい目に遭あわされる》とかだったのかもしれない、と春亮は絶望感の中に思った。




　小一時間後。

「うーん、私は今まで何をしておったのだ……？　何か頭がぽやぽやしておって、よく思い出せんぞ」

「この世には思い出さないほうがいいこともあるんだぞ、と言っておこう……」

　初はつ詣もうでの喧けん騒そうを離はなれ、春亮達は神社の敷しき地ちの外れを歩いていた。林の中にある遊歩道のような場所で、人ひと気けはない。落ち着いた静けさと冷たい夜や気きは、酔い覚ましには丁度いいと思えた。

　あれからほどなくして、フィア達のあまりの狂きよう態たいを見かねてだろう、黒くろ絵えが酒の供給をストップさせた。そこからひたすら耐えているうちにフィア達が徐々に我われに返っていったので、ひとまず酔い覚ましに散歩することにしたのである。

「うーむ、ちょっと新年のお祝いだからって悪ノリしすぎたかしらん。反省中ー」

「まったくだ」

　ちら、と視し線せんを横に向けると、元げん凶きようその一のこのはが恥はずかしそうに肩を縮ちぢめて、

「その……わたしも、反省してます。うう、一杯くらいなら大丈夫かなって思っただけなのに……何かとんでもないことをしちゃったような気がしますけど、忘れます、ええ忘れます！」

「なんと、なんという……失態だ……馬鹿げている……」

　錐霞は顔を手で押さえ、心底後悔しているように首を左右に振っていた。

「無む理り矢や理り飲ませたのはこいつらだけどな……ていうかいんちょーさん、お酒弱かったのか。や、俺おれ達未成年だからそもそも飲んだことないのが普通なんだけど」

「あ、当たり前だ！　社会のルールなのだ、今まで飲んだことなどない！　それに《ギメストランテの愛》は体内の異常にはそれほど強くないから……ああ、それにしても……」

　もう言葉にもならない、といった風ふ情ぜいで錐霞は沈ちん鬱うつに嘆息する。まぁ錐霞も被害者という位置付けにはなるのかもしれない。

　とにかくもうフィアには甘酒とか飲ませないようにしよう、と心に刻みつつ春はる亮あきはのんびりと歩みを続ける。

「しかし、ここは静かで散歩にはよいところだな。人もおらんし」

「元がん日じつの真夜中だぞ。初はつ詣もうでならともかく、こんな神社の裏山とかふらついてる奴やつはそうはいないだろ……未成年なのに酔っ払って、その体てい裁さいの悪さで人ひと気けのないところに逃げてきた一団でもなけりゃな」

「む、むぅ……私は飲んでも大丈夫だと言われたから甘酒を飲んだだけで、別に酔っ払おうと思って飲んだわけではないぞ！　結けつ論ろん・つまりウシチチが一番悪い！　私は悪くない！」

「なんか今は反論しにくい気分ですよ……ふぅ」

　月明かりが薄うすく差し込むだけの林。微かすかに吹ふいている風がさわさわと枝葉を揺ゆらしている。フィアの言葉通り、静かだった。今までが騒さわがしすぎたし、たまにはこういう落ち着いた散歩も悪くない。その静けさを味わいながらゆっくり進んでいると、いつしか一同の最後尾をフィアと二人ふたりで歩くようになっていた。

　春亮は横で揺れる銀ぎん髪ぱつをちらりと見やり、

「ところで……どうだった？」

「ん、何がだ？」

「いや、お正月とか初詣とか、お前初めてだろ。一通り用事は済ませたから、感想はどんな感じかなって」

「うむ、おまつりみたいで楽しかったぞ！　というかおまつりそのものだな、初詣は！」

　フィアがぱっと顔を明るくして言う。それならよかった、と春亮も苦笑した。自分達にとっては当たり前のことでも、新しん鮮せん味みのないことでも、フィアにとってはそうではない。フィアが初めてそれらに触れ、そして笑え顔がおでその初はつ体たい験けんの感想について語るたびに、春亮も何やら不ふ思し議ぎに新鮮な感覚を味わうのだった。当たり前と思っていたけど、これは実は結構いいものだったんだな、とその価値を再さい認にん識しきするような。

「しかしだな、初詣はともかく、正月はまだ充分に味わったとは言えん気がするぞ。初詣とは正月の一イベントに過ぎんのであろう？」

「そりゃまぁ、その通りかもな」

「初詣以外に正月は何をするのだ？　正月と言えば、というイベントが何か他ほかにもあるのだろ」

「んー、なんだろな。それもお前、結構体験してるような気はするんだけど……書かき初ぞめと餅もちつきはさっきやっただろ。カルタ……も家でやったと言えなくもないし、福ふく笑わらいもやったし、コマ回しとか竹たけ馬うまも見たし」

　おお、とフィアが何かを思い出したように目を輝かがやかせる。

「さっき広場のほうでやっておった奴やつだな!?　なんというか、あれは非常に高度なスキルが要求される遊びのようだったぞ……昔の子供はみんなあんなことをして遊んでおったらしいが、日本人というのはあれか、全員曲芸師になる訓練でも積つんでおったのか？　こう、コマは紐ひもで引っ張っただけでぐるぐるーっとスゴイ速さで回るし、あんなフラフラしたタケウマで歩き回るし、いろいろ信じられん！」

　先刻見物した正月遊びコーナーのことを思い出したのだろう、身み振ぶり手振りを交えてフィアは嬉うれしそうに語る。ぐるぐるー、のときには自分の身体からだをぐるぐると回転させてコマの速度を表現していた。傘かさのように広がって回る銀ぎん髪ぱつ。

「はは、慣なれたらわりと簡かん単たんにできるようになるもんだと思うぞ。いや、お前の場合、竹たけ馬うまだけにはちょっと問題が……」

「な、なにおう!?　誰だれが重いというのだ、呪のろうぞ!?」

「まだ何にも言ってねぇ！　まぁ言おうとしてた問題点はその通りだけど！　いや待て、話を戻してだ、他ほかに正月らしいことと言えば……そうだな、おとし──」

　ハッ。

　慌あわてて口を閉じた。話を逸そらそうとして逆により危険な話題に触れてしまった気がする。

「おとし──何だ？」

「い、いや、なんでも。ええと、なんだったかなー、他に何かあったかなー。はははは」

　乾いた笑い声で視し線せんを逸らす。が、フィアはじーっとやぶ睨にらみの目をこちらに向けていた。まずい。クリスマスプレゼントくらいならともかく、さすがにお年玉までは生活費との兼ね合い上勘弁してもらいたいところだ。あれは本当に大人おとなが子供にあげるようなものだし。だが、もしフィアがその存在を知れば「ナニ、臨りん時じこづかいのようなものだと!?　それつまり私にとっては臨時おせんべ！」と目の色を変えて詰め寄ってくるに違いない。なんとか誤ご魔ま化かしておきたい、ところだが──

「むむぅ……何か隠かくしておるな、ハレンチ小僧め！　吐はけ！　今吐けすぐ吐け！」

「な、何も？　気のせい気のせい！」

「何が気のせいか、私の目は誤魔化せんぞ！　きっと素す晴ばらしい正月のヒミツイベントがあるに違いない、何だ、何なのだ！　一年の健康を祈って山のようなおせんべを食らいまくる儀ぎ式しきとかか!?」

　下へ手たな誤魔化し方をしてしまったせいか、フィアがこちらのマフラーをぎゅーっと引っ張って首を絞しめてくる。自分がプレゼントしたものを凶器に使うとは。

「ぐおっ!?　ま、待て、話し合おう！」

「話すのはお前だ、この一年が始まる日に隠し事とはどういうことだ!?　いかん、いかんぞ！　そんなことではお前はきっと今年ことし一年隠し事をしまくるに違いない！　朝には登校中に誰かのスカートを捲めくってはそれを隠し、昼には偶然を装よそおって廊下で誰かにぶつかって胸を揉もんではそれを隠し、夜には私達の風ふ呂ろを覗のぞいてはそれを隠し──な、なんというハレンチ隠し！」

「なんで俺おれの隠かくし事ごとのたとえは全部そんな性犯罪者的なんだっ!?」

　ふとした拍子に、静かな林がやっぱりいつも通りに騒さわがしくなる。結局のところ、フィアとこの賑にぎやかさはセットなのだった。静けさを味わいながら落ち着いた散歩をしよう、などと考えるのは端はなから間違っていたのかもしれない。

　けれど、まぁいいか、と思った。悪くはない。いつも通りで当たり前のこの騒さわがしさは、けっして悪いものではない──マフラーでの首くび絞しめだけはさすがに勘弁してほしいが。

　前を歩いていた錐きり霞かと黒くろ絵えが、しょうがないなぁ、というような苦にが笑わらいの顔で振り返ってくる。このはだけは背後で行われていたこの殺人未遂事件にむっと頰ほおを膨ふくらませていた。やはり頼りになる。さあ早く犯人を逮たい捕ほしてくれ、でもあんまり喧けん嘩かとかしないように穏おん便びんな感じでよろしく──とか思っていたときだった。

　こん、と林に何かの音が響ひびく。

「ん？」

　フィアが首を傾かしげ、音が聞こえてきた方向を見やった。さらにもう一度、音。発生源は近い。この遊歩道の横手のほうからだ。人ひと気けのない林から聞こえる謎なぞの音に興きよう味みの対象が移ったのだろう、フィアはあっさりと春はる亮あきのマフラーから手を離はなした。背伸びをするように踵かかとを浮かせ、さらに林の奥を見通そうとする。

「何の音だ？」

「さあ……でも自然の音じゃない気がするねぇ。あ、また」

　黒絵が呟つぶやく間にも、その木と何かを打ち合わせているような音は断続的に続いている。一同は怪け訝げんな顔を見合わせた。

「こんなところに人がいるんでしょうか？」

「けほ……ふぅ。俺達がいるから、絶対にいないとも言い切れないな。どうしよ、ちょっと行ってみるか？　俺達と同じに、御お屠と蘇そ飲んで酔っ払ったオジサンとかが涼みに来てそのままダウン、木を叩たたいて助けを呼んでる──とかだったら大変だし」

　ダメージを受けた喉のどを擦さすりながら、話題を変える意味も含めて春亮は提案してみる。フィアに少しは文句を言いたいところではあったが、「お前が隠し事をするからだぞ！」とさっきまでの話を蒸むし返されてはたまらない。

「ふむ、ありえない話ではなさそうだ。新年一発目の人助けチャンスだな、行ってみよう」

　どうやら謎なぞの正月イベントについての話はひとまず忘れてくれたらしい。助かった。

　フィアを先頭に、申もうし訳わけ程度に草が刈かり取られているだけの遊歩道を外れて林の中へ。なおも続いていた音が次第にはっきりと聞こえてくる。こん。こん。こーん。それに加えて、何やら人の声のようなものも耳に届いてきた。やはり誰だれかがいるのか。

　ほどなくして、春亮達は薄うす暗ぐらい林の中に人ひと影かげを認めた。数メートルほどの間隔を空けて立ち並ぶ木々、その中の一本の前に。

「え……？」

　理解できないことが多々あった。あそこにいるのは誰だれか。なぜあんなことをしているのか。

　しかし、ただ一つ理解できたのは──先刻から聞こえていた音の正体。

　その光景を見た瞬しゆん間かんに答えは出る。

　それは、紛まぎれもなく、




　丑の刻参りの音だった。
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　それは、典型的で伝統的な──人の呪い方。

　あまりに典型的すぎて、古ふる臭くさすぎて、春はる亮あきは思わず我わが目を疑った。だが間違いない。

「死ね！　呪のろわれろ！　死ねっ！　死ねぇぇっ！」

　そこには二人ふたりの人間がいた。どちらも女だ。そのうちの一人ひとり、ハスキーなしゃがれ声で不ふ穏おんなことを叫ぶ少女が手にしているのは、長い釘くぎと金かな槌づち。片手で木の幹に押しつけているのは、釘で打ちつけているのは──当然のように、藁わら人にん形ぎようだ。

　がんがんがんと金槌で釘を叩たたいていた少女が、ふう、と息を吐はいて背筋を伸ばす。もう一人に向けて、

「ついでに二個目もいっとくわ。伍い鈴すず、頭出しなさい」

「はう。恐かしこみ恐かしこみも白まをします……その、けっこう抜くのも痛いのですが〜……」

「嫌いやならもっと痛くするわよ。爪つめを剝はいで使われたいの？」

「……頭で〜」

　もう一人──伍鈴と呼ばれた女が、笑え顔がおを絶やさないまま軽く前傾姿勢になる。金槌を持つ少女は彼女の頭に手を伸ばし、ぞんざいな手つきでその長い髪の一本を引っ張った。あう、とやはり笑顔のまま痛そうに頭を押さえる伍鈴には一いち瞥べつもくれず、少女は肩掛け鞄かばんから取り出した新しい藁人形の中にその髪を捻ねじ込んだ。今まで釘を打ちつけていた藁人形はもはや剣けん山ざん状態になっており、新しく釘を打つスペースはない。その隣となりに新しい藁人形をセットし、さらに鞄から取り出した紙に数秒目を通してから、

「対象名……なんて読むんだったけ。よつばき、か。夜よ椿つばき武たけ治はる！　死ね！　呪われろ！　腐れ落ちろ！　死ね、死ね、死ね死ね死ねっ！」

　がんがんと釘打ちを再開。もう一人の女は、やはり笑顔でその光景を見守っていた。

　春亮はぞっとする。何だこれは？　何が起こっている？

「死ね、死ね！　自分が吐いた黄き色いろいゲロの海で溺おぼれろ！　くっさいホモにレイプされろ！　呪われろ、呪われろ、とにかく呪われろ！　ほら、ほら、ほらっ……ん？」

「おや」

　そこでようやく、口汚く藁わら人にん形ぎようを罵ののしりながら釘くぎを打っていた少女と、その傍かたわらで彼女を見守っていた女が春はる亮あき達に気付く。少女は金かな槌づちを振る手を止め、もう一人ひとりは穏おだやかな笑え顔がおのまま、振り返ってこちらを見つめてきた。逃げる様よう子すも驚おどろく様子もなく、ただ見つめてきた。

　春亮が我わが目を疑った理由は、彼女達がしている行為だけではなかった。それを彼女達のような人間が行っている、ということにも我が目を疑っていた。丑うしの刻こく参り。誰だれかを呪のろうこと。それは間違いなく、彼女達のような存在とは縁えん遠どおい。むしろ対極にある。なのに、なぜ──

　巫女服を着た彼女達が、こんなことをしているのか。

「はん……あんたらが《邪じや魔ま者もの》ってわけね」

　金鎚を持っていた少女がにやりと唇を曲げ、なぜか納なつ得とくしたように頷うなずく。

　彼女は巫み女こ服ふくを着ていたが、あまり巫女らしくはなかった。気の強そうな顔立ち。薄うすいフレームの眼鏡めがね。けれど文学少女的な雰囲気は微み塵じんもなく、セミロングの髪は派は手でな色に染そめられている。唯ゆい一いつ巫女らしいのは緋ひ袴ばかまだけで、上半身には単なるＴシャツを着ていた。釘打ちで暑くなったのか、冬の夜だというのに袖そでを捲めくり上げて白い二の腕を露あらわにしている。紐ひもの長い鞄かばんを肩に掛けており、その紐が胸の間に食い込んでほどよい大きさの膨ふくらみを強きよう調ちようしていた。あまり注視はできない。

　そして注視できないのは上だけでなく下半身もだ。緋袴の横にあるスリットのような部分は普通のものよりも大きく開かれていた。それが、裾すその長い白しろ装しよう束ぞくではなくＴシャツと組み合わされば──当然、その緋ひ袴ばかまのスリットからは彼女の生なまの太ふと股ももが腰骨あたりまで見みえ隠かくれしていることになる。
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「は、エロ坊主があたしの足見てるわ。キモい。あんた巫み女こフェチ？　ちなみに言っとくけどノーパンだから。もっと興こう奮ふんした？　うぇ、この変態。死ねばいいのに。呪われればいいのに。メモっとこう。今日きようは久しぶりに変態に遭あいました、と……」

　少女は金かな槌づちを鞄に仕し舞まい、代わりに取り出した携帯のボタンを片手でポチポチと押し始めた。あてつけだと思うが、本当にメモでも取っているのだろうか。

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、千ち早はや様さま。普通の装束を着ればよいのでは〜」

「それだと意味ないでしょうが。でも基本の巫女服のほうが興奮する変態とかもいるかもね。そっちはあんたに任せるわ。胸を張ってあたしの代わりに視し姦かんされるのよ、伍い鈴すず」

「恐こみ恐こみも白しますが、ひどいです〜」

　ひどいと言いながも、伍鈴と呼ばれたもう一人ひとりの女性はやはり穏やかな笑え顔がおを保っていた。年上のお姉ねえさんのような印象を持った女性で、こちらは言葉通りにスタンダードな巫女服だ。長い黒髪の毛先は軽く内向きに流れており、どこか巫女らしく清純そうな雰囲気を醸かもし出している。千早と呼ばれた少女のハスキーなしゃがれ声とは対照的に、鈴の音ねのように軽やかな声をしていた。

「ハレンチ小僧が目でオンナを凌りよう辱じよくするのはいつものことだ。折せつ檻かんは後にするが──お前達は何をしている？」

　フィアが硬い声で言うと、千早は携帯の操そう作さを止めないままに笑った。馬ば鹿かにしたように。

「見てわかんない？　ああ、ガイジンだからわかんないのか。これは丑うしの刻こく参り。人を呪ってるのよ」

「呪い、だと……！」

　フィアが唇を嚙かむ。当然だろう、と春はる亮あきは思う。彼女達には、それによって意志を持った彼女達にとっては──その言葉は、特別な意味を持つ。

「忠告しよう。止やめたほうがいい」

「上うえ野のさんに同意します。呪いは誰だれかを不幸にするだけの、忌いまわしいものですよ」

「特に、藁わら人にん形ぎようとか使われちゃうとね……止めざるを得んよ、うちとしては」

「忠告どうも。でも止めないわ。邪じや魔ま者ものだからそう言ってくるのは予想できてたけど、聞く義理なんてないじゃん」

「こ、このあほーめ！　それで何が起こるかお前はわかっておらんのだ、ハレンチ巫み女こめ！　おいウシチチ、もっと何か言ってやれ！　お前ほど不ぶ格かつ好こうではないチチに、同じようなメガネ装備……このままではお前のアイデンティティーというものがゼロになってしまうぞ！　まぁそれはそれで私は別に構わんのだが！」

「なんで私のアイデンティティーが胸と眼鏡めがねだけなんですか！　まぁこの子の言うことはともかくとして、誰だれかを呪のろうなんてのは本当によくありません。どんな事情があるかは知りませんが、とにかく止めてはもらえませんかね」

「お断りよ。あたしの勝手でしょ。つーか、事情なんて言われてもね……こっちは仕事でやってるだけだし」

「仕事……？」

　このはが眉まゆを寄せる。千ち早はやは軽く頷うなずいて、

「そ。呪い屋っていうの。あたしは恨うらみがある誰かの依頼で呪いを代行してるだけ。死ねとか言ってても、相手の名前を聞かされてるだけで顔なんか知らないわ……だから罪悪感なんてゼロ。お金も貰もらえるし、あたしにはメリットしかないわね」

「余計にタチが悪いぞ……！」

　春はる亮あきは呻うめく。丑うしの刻こく参りをして実際に効果があるとは思わないが、良いことではないのは確たしかだ。代行とはいえ、そこには人の悪意が存在している。そして人の悪意という負の思念が実際に長く強く撒まき散らされれば──あるいは本当に、《呪い》が根付いてしまうかもしれない。張りつけにされた藁わら人にん形ぎように。彼女が手にした釘くぎや金かな槌づちに。

　フィア達も思いは同じのようだった。さらに表情を険けわしくする。

「呪い屋か。馬ば鹿かげた商売だと言わざるを得ないな……」

「ええ。人道に外れた行為だというのがわかりませんか？　しかもわざわざ巫女服を着て……どういう関係かは知りませんが、そこのあなたも、彼女のことを考えるなら止めてあげるべきです」

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、千早様が決められたことなので〜」

　伍い鈴すずという名前らしき巫み女こが、首を横に振りつつ穏おだやかに言う。

「はん、こいつがあたしに反抗できるわけないでしょ？　こいつはあたしの手下よ。奴ど隷れいよ。文句とか言ったらその瞬しゆん間かんにぶっ飛ばしてやるわ……ていうかいつまで我われ関せずみたいに離はなれてんのよ。そろそろこいつらが何かしてきそうだし、ちゃっちゃと準備しときなさい。この愚ぐ図ず！」

「あう。いひゃいです、千早様……」

「痛くしてんのよ！」

　千早は伍鈴の頰ほおを摘つまみ、力任せに引っ張って場所を移動させる。自分の身体からだの前に押し出し、春亮達に対する盾たてにするように。

　このはがその行為に眉まゆを顰ひそめ、しかし程ほどなくして僅わずかな疑念の表情をその顔に浮かべる。だがフィアはそれに気付くことなく、ひたすらに苛いら立だった様よう子すで、

「こら、止めろお前！　ひどいではないか！」

「手下だって言ったじゃん。あんたらには関係ないでしょ？　つーか、もう用事がないんなら帰ってほしいんだけど。こっちの仕事はもう終わったし、そっちも初はつ詣もうでに来たんならこんなとこで時間を無む駄だにしなくてもいいっしょ。このクソ神社にゃ何も面おも白しろいものはないけど、御お屠と蘇そとか甘酒くらいは出てるわよ」

「初詣はもう済ませたし、甘酒も飲んだわい！　今の用事は貴様のふざけた呪のろい行為を止めさせることだ！　藁わら人にん形ぎようや釘くぎをよこせ、とりあえずもうそんなことはできないようにしてやる！」

　フィアがのしのしと不良巫み女こ達に向かって歩き出す。千ち早はやはにやりと笑い、伍い鈴すずの背中をどんと押してフィアに向かわせた。フィアの歩みは止まらない。ルービックキューブも取り出さない。当然だ。フィアはただの人間ではない。清せい楚そな巫女が間に一人ひとりいたところで、それは何の邪じや魔まにもならない。簡かん単たんに千早を取り押さえ、その呪い道具を取り上げることができるだろう──

　と、春はる亮あきが思っていたときだった。

　にこにこと笑えみを浮かべていた伍鈴が、フィアに対して小首を傾かしげる。

「……恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、申もうし訳わけありません〜。千早様の命令なので〜」

　穏やかな表情のまま、彼女はすっと白しろ装しよう束ぞくの片腕を持ち上げる。その瞬しゆん間かん、このはがはっと顔色を変えた。

「っ！　やっぱり……気をつけなさい、フィアさん！　その人は、わたし達と同じ──！」

「む？」

　フィアが怪け訝げんに眉まゆを寄せたときだった。千早が歌うような声こわ音ねで言葉を発する。

「──科しな戸どの風の天あめの八や重え雲ぐもを吹ふき放つ事の如ごとく、朝あしたの御み霧ぎり夕ゆふべの御霧を朝風夕風の吹き拂はらう事の如く！」

　刹せつ那な、りん、と微かすかな鈴の音ねのようなものが聞こえ──それと同時に。

「ぬ、ぬぉぉぉっ!?」

　フィアが暴風に包まれる。その余波で春亮のマフラーもばたばたと激はげしく翻ひるがえった。反射的に目を閉じてしまい、そして次に瞼まぶたを開いて見えたのは、

「おや……伍鈴、少し驚おどろいております〜。吹ふき飛んでもらえるかと思っていましたが、見た目より重かったようで〜」

「だ、誰だれが重いというのだ、呪うぞ！　それより、今……何をした！」

　フィアはルービックキューブから変化させた螺ら旋せん槍そうを大地に突き刺していた。咄とつ嗟さに生み出したそれに摑つかまることで今の風を凌しのいだのだろう。別にドリルを支えにしなくても、フィアの重さなら転ぶ程度で済んでいたかもしれないが。

　フィアの言葉に、目を細めて身構えたこのはが答える。

「何をしたかはわかりませんけどね。どうしてあんなことができたか、はわかりますよ。さっきからなんとなく気になってたんですが、今のではっきりしました──この人は、わたし達の同類です」

「人化した……呪のろいの道具、なのか？」

　春はる亮あきの呟つぶやきに、このはが首しゆ肯こうする。フィアは螺ら旋せん槍そうを地面から引き抜き、油ゆ断だんなく伍い鈴すずの顔を睨にらんだ。伍鈴のほうは緊きん張ちよう感かんのない表情のまま、再び首を傾かしげている。

「まあ……お仲間でいらっしゃいましたか。伍鈴、お仲間にお会いするのは初めてです〜」

「ふん。今のところ、お前は仲間ではないな。ただの同類だ。正体はなんだ？　今のは何だ？」

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、伍鈴は名前の通りに《呪われた鈴》です〜。今のは大おお祓はらえ詞ことばと言いまして──」

「ちょっと伍鈴。そんな話してる場合じゃないでしょ。無む駄だ話ばなししてるとまた痛くするわよ！」

「あ、申もうし訳わけありません〜」

　とっててー、と軽い足取りで伍鈴は後退し、不ふ機き嫌げんそうに口を尖とがらせていた千ち早はやの傍そばに戻る。千早は戻ってきた伍鈴の頭をぺしりと軽く叩たたいてから、フィア達に視し線せんを戻した。

「ふぅん……伍鈴みたいなのが他ほかにもいたのね。そっちの眼鏡めがねとチビっ子もそうなの？　ていうかあんたらみんなそう？」

「うちらはそうじゃけど、こっちの二人ふたりは違うねえ」

「だが関係者ではある」

　錐きり霞かが短く言うと、千早は肩を竦すくめた。

「関係者ねぇ。ま、どうでもいいか。あたしはあんたらには別に用事はないからさ……そっちが帰らないんなら仕方ない、あたし達のほうが帰ろう」

「ま、待て！　まだ話は終わっておらんぞ！　そいつがいるのになぜ理解せんのだ、呪いとは忌いまわしいものなのだぞ！　誰だれかを呪うなど止やめるのだ！」

　フィアの言葉を冷笑で無視して、千早が踵きびすを返そうとする。だがその動きがふと止まった。

「……」

「伍鈴？」

　眉まゆを寄せた彼女の視し線せんの先には伍鈴がいる。千早に追つい随ずいすると思いきや、彼女はその場に立ち尽くしたまま──なぜか、山やま彦びこを聞くような形で自分の手を耳の後ろに当てていた。

　そのとき春亮達が聞いたのは、微かすかな微かな、ひどく遠くで鳴っているような──

　りん、という、鈴すずの音ね。

「おや。これは……大変……伍鈴、頑がん張ばらねば……」

「ちょっと。何が聞こえてるのかは知らないけど、後にしなさい！　今は帰るわよ、こいつらが面めん倒どうなことしてきそうなんだから！　こら伍鈴、聞いてんの!?」

「……はい〜。そうですね、頑張るしかありませんね……では、この状況は、ある意味好こう都つ合ごうかも。いえ、そうするしか……」

　千早は伍鈴の白しろ装しよう束ぞくの襟えり首くびを引っ張っていたが、それでもまだ彼女は動かなかった。穏おだやかな笑えみで、どこかぼんやりとした視線で、ゆっくりとフィア達を眺め回している。

「貴女あなた方は、みな運気が良いようですね……結構なことです〜。中吉が二人ふたり、大吉が一人ひとり、大吉以上が二人……ですか。なるほど、では」

　伍い鈴すずの呟つぶやきに、春はる亮あきははっとした。なぜそんなことを言うのかはわからないが……内容は合っている。それはここで引いたおみくじの結果だ。彼女はおみくじの結果を知る能力でも持っているのだろうか？　しかしそんなもの、何の役に立つ？　何の意味がある？

　フィアもその呟きには怪け訝げんそうな表情を見せていた。が、すぐに自分のすべきことに気付いたらしい。威い嚇かくのためか、持っていた螺ら旋せん槍そうを大きくぶるんと振るって、

「何を言っておるのかわからんが……とにかく、話はまだ済んでおらんのだ！　そう簡かん単たんに逃にがしてたまるか！」

　間合いを詰める。伍鈴はまだぼんやりとした瞳ひとみで何かをぶつぶつと呟いていた。

「ちょ、フィア、あんまり乱らん暴ぼうなことは……！」

「呪のろい屋や、などというたわけた存在を見み逃のがすのは人のタメにならんだろう！　心配するな、怪け我がはさせんようにするわい──できる限りはな！」

「……チッ」

　そのとき春亮の耳に届いたのは、動こうとしない伍鈴に苛いら立だったかのような千ち早はやの舌打ちだった。彼女が鞄かばんに手を突っ込むのが見える。そして千早は、鞄から取り出した何かを素早すばやく前方に投とう擲てきし、次の瞬しゆん間かん──

　閃せん光こうが炸さく裂れつした。

「眩まぶしっ!?」

「うおっ、なんだこれはっ!?」

　それは全くの不意打ちだった。閃光弾、というようなものだろうか。夜よ闇やみに慣なれていた目に莫大な量の光が飛び込み、一瞬で視界が奪うばわれる。目を閉じてもまだ瞼まぶたの裏がチカチカしていた。何も見えない。

「ああくそ、やっぱり一応持ってきといて正解だったわ……でも手製だからあんまり長くは保もたないわよ！　伍鈴、いい加減言うこと聞きなさい！　って、ちょっと！」

　焦あせったような千早の声。何が起こっているのか。

　春亮は必死に目を瞬しばたたかせ、一刻も早く視界を取り戻そうとする。そうこうしているうちに、次第に物の輪りん郭かくがはっきりしてきた。そして目に入ってきたのは、今までと変わらない静せい穏おんな林と、冷たい月の光と──

「むぐっ!?」

「……は？」

　理解不能。意味不明。春亮の口から間の抜けた声が漏もれる。

　今の目め晦くらましの間に近付いたのだろう、伍鈴はフィアに肉にく薄はくし、その頰ほおに両手を添そえ、

　唇を奪っていた。
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「ん……」

　それはやはり、穏おだやかな表情だった。自みずからの唇をフィアの唇に押しつけたまま、伍い鈴すずは小さな吐と息いきを漏らす。頰ほおが微かすかに動き、その唇の間で何かが行われ、フィアはさらに目を白黒させる。が、

「……！　……!!　……[image: ]」

　フィアもいつまでもされるがままになっていたわけではなかった。はっとその目に怒りを浮かべ、力任せに伍鈴の身体からだを突き飛ばす。声もなく手中の螺ら旋せん槍そうを突き入れようとするが、伍鈴は袴はかまを翻ひるがらえせつつ跳ちよう躍やくして間合いを開けた。そして、

「氣い吹ぶき戸どに坐ます氣い吹ぶき戸ど主ぬしと云いふ神かみ、根ねの國くに底そこの國くにに氣吹放ちてむ！」

　先刻よりも広こう範はん囲いに、しかも足元を掬すくうように風が吹ふき荒れる。目の眩くらみから回復したばかりのバランス感覚では耐えようもない。フィアは再びドリルを大地に突き刺して耐えたようだったが、春はる亮あき達は為なす術すべもなく足を払われて地面に転んだ。このはだけは咄とつ嗟さに手をついて受け身を取ったものの、足を止められたのは同じだ。

「ああもう、何やってんのよ！　突然レズに目覚めたのこの愚ぐ図ず!?　変なことやってないで最初からその風を出しときなさい！　行くわよ！」

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、お待たせしました〜。行きます〜」

　そして二人ふたりは林の中に消えていく。このはは追うかどうか逡しゆん巡じゆんしていたが、結局は倒れた春はる亮あき達を助け起こすことにしたらしい。手を引っ張ってこちらを引き起こしつつ、

「大丈夫ですか、春亮くん」

「お、おう。足元がコンクリとかじゃなくて助かった。ていうか、あいつらは何だったんだ？」

「特にどこの組そ織しきにも属していない、ただの禍具ワースとその所有者……ということだろうな。やっていることはとてもその一言で済ませられるものではないが」

「呪のろい屋や、ねぇ……なんとか考えを改めてほしいものじゃけど、と。よっこらしょ」

　錐きり霞かと黒くろ絵えも立ち上がる。さて、これからどうするべきか。あくまでも二人ふたりを追って、呪い屋などという行為を止やめさせるか。それとも、これで諦あきらめて帰ることにするか──

　と、考えていたときだった。フィアがドリルを振り回しつつばたばたと近寄ってくる。

「……！」

　怒りの表情で二人が消えたほうを指し示す。追うぞ！　と言うことなのだろうが、

「それもいいんだけど……実際、捕まえてどうするよ？　前に賽さい銭せん泥どろ棒ぼうの子供を懲こらしめたときとは事情が違うだろ。呪われた道具が協力してるんだし、『呪われるぞ！』とか脅おどしても効果があるかどうか……」

「……！　……！」

　フィアが眉まゆを寄せ、ぱくぱくと口を動かす。そこで春亮はふと怪け訝げんに思った。

「なあ、フィア……お前、それ……」

「──？」

　なんだ？　という形に彼女の口が動いたのが見えた。だが声は聞こえなかった。そこでようやくフィアも自分の異常に気付いたらしく、喉のどに手を当てて口を動かし始めた。だがそれでも声は出ない。はっとフィアの顔色が変わり、ぱくぱくぱく！　とこちらに顔を近付けて必死に何かを訴えてきた。

　春亮は絶句し、同時に理解する。先刻、伍い鈴すずがフィアに対して行った意味不明な行為。そして、今のフィアの状況。その二つに関係がないとは思えなかった。

　ならばやはり、その二つを結びつけるとこういうことになる。どういう理屈かは知らないし、どういう理由かも知らないが──ああ、おそらく、間違いない。




　フィアは伍鈴に声を奪われたのだ。







　第二章 「空白が塗り潰されるのはいつか」/ "Before long, if they reach out each other"
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　二人ふたりを追うかどうか迷っている場合ではなくなった。盗まれたものは取り返さねばならない──それが大事なものであるなら、尚なお更さら。

　春はる亮あき達は手分けして千ち早はやと伍い鈴すずを捜すことにした。巫み女こ服ふくを着て、しかも元がん旦たんにあんな場所にいたからには神社の関係者である可能性が高い。とりあえずの集合時間を決め、何かあればすぐ誰だれかの携帯に連絡することにして別れる。ただし春亮には戦せん闘とう能力がなく、何かあっても対処できないため、フィアと二人で動くことになった。

　声を失ったフィアと、二人で。

　戻ってきた神社の境けい内だいを歩く。

「……」

　ちょい、と袖そでが引っ張られた。フィアの視し線せんの先にあるのは、お守りを売っている巫女さん達がいる場所。

「そうだな、一応確かく認にんしとくか」

　こくり、とフィアが首しゆ肯こうする。だが売り場に近付いて中を覗のぞき込んでみても、当然のように不良巫女達の姿はない。バイトの巫女さんに聞いてみても、「そんな子、いたっけ……？」と彼女らはお互いに怪け訝げんな顔を見合わせるだけだった。

　礼を言ってその場を立ち去る。初はつ日ひの出でという一大イベントが待つ夜明けまでにはまだもう少し時間があるはずだったが、周囲の境内にはそれなりの騒さわがしさがあった。それでも春亮は静けさを感じる。どこか寂さびしさを感じる。

（こいつが喋しやべってない、ってだけなのにな……）

　書かき初ぞめや餅もちつきなど、今までが普ふ段だん以上に騒がしかったからそう感じてしまうのだろうか。

　ふと、さっき林を歩いていたときのことを思い出した。静せい謐ひつな林。けれどフィアがすぐその空気を賑にぎやかなものに変えた。賑やかで騒がしいのが、フィアの《当たり前》だと思った。

　なのに。

　悪くない、と思ったはずのその喧けん騒そうが。

　あって当たり前だったその喧騒が。

　ここには、ない。

　ひどく荒涼とした空白が背中に生まれていた。落ち着かない。物足りない。不安になる。

「……っ、と。フィア？」

　考え事をしていたせいだろうか。ふと振り向くと、背後にいたはずのフィアの姿が見えなくなっていた。慌あわてて逆行し、人波の中に銀ぎん髪ぱつの姿を捜さがす。幸いにも、不安げにきょろきょろと首を回していたフィアをすぐに見つけることができた。

「おお、よかった。ここにいたか」

「……！」

　口をへの字にしたフィアがダッシュで近付いてきた。そのまま、どっすん、と春はる亮あきの腹に頭突きで特攻。

「ぐおっ!?　こら、胃が飛び出るかと思ったぞ！　こないだ理事長に決まったからって味を占めたか!?」

「……」

　くわっと口を開いて、無音でぱくぱく何かを言ってくる。何か罵ののしり系の言葉だったのだろうが、勿もち論ろん何も聞こえなかった。

　ややあって、あ、とフィアは顔を俯うつむかせる。どこか力のない、寂さびしそうな表情。頭突きで触れた春亮のコートを、そのままぎゅっと摑つかんできた。

　当然だった。忘れていた。

　落ち着かない。不安になる。それは自分だけのことではない。大事なものを失った本人も、当然そうなっているのだろう。自分以上にそうなっているのだろう。言いたいことが言えない苦しみ、今まで当たり前にあったものが失われた苦しみ。彼女はそれに苛さいなまれている。

　何もかもが、すぐには届けられないのだ。

　自分が感じた、嬉うれしさも。悲しさも。寂しさも。苦しさも。

　それは遠いということだ。遠いから届かない。届かないから距きよ離り感かんを覚える。空白と孤立と断絶を感じる。けれどその思いすらも、訴えたい誰だれかにすぐには届けることができない──

（そう、だよな……俺おれがフォローしてやらなくちゃ）

　遠いのならば。フィアが苦しいほどに遠さを感じているのならば。

　こちらから近付いてやるしかないではないか。

「ん……よしフィア、手を貸せ」

「……？」

　彼女の小さな手を摑つかみ、自分の掌てのひらの上に導みちびいてやる。少しばかり恥はずかしくはあったが、仕方ない。

「で──ほら、指で何か書いてみろよ。そしたらわかるから。でも難むずかしい漢字とかはさすがに勘弁だ」

　ようやくフィアはこちらが何を求めているか理解したようだった。まだ微妙に寂しそうに俯きつつ、人差し指でゆっくりとこちらの掌をなぞる。

　簡かん単たんなひらがなが、一文字ずつ刻まれて。

　そして解読できた言葉は、『ひ　と　り　に　す　る　な』──

「……そうだな。悪かったよ」

　春はる亮あきは素直に謝あやまった。ちゃんと言葉が伝わったことに安あん堵どしたのか、少しだけフィアの頰ほおが緩ゆるむ。その目を見返し、冗じよう談だんめかして続けた。

「これからは気をつけるから、許してくれ……って感じでどうですかね、お嬢じよう様さま？」

　また、ゆっくりと掌てのひらの上でフィアの指が動く。

『よ　か　ろ　う』

「お許しいただきどうも」

　苦笑気味に言うと、フィアもさらに表情を緩めた。

　さて、と春亮は考える。また恥はずかしいが、今いま更さらだ。一人ひとりにしないように気をつける、ということならば──これが一番有用な手段であるのは間違いないのだから。

「約束を破ってまた頭突きされると困るからな……俺おれの腹筋を守るためだ。だから、しょうがないよな」

　フィアはまだ、こちらの掌の上に人差し指を置いたまま。

　だから、簡かん単たんに──その小さな手を握ることができた。その手を引いて歩き出す。

　フィアは一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいた表情を見せていたが、すぐに頰を膨ふくらませ、春亮の肩を空いた手でぽかりと叩たたいた。子供扱いするな、呪のろうぞ！　ということなのだろう。だがそれ以上の攻こう撃げきはなかったし、フィアが手を振りほどくこともなかった。その手から伝わる体温で、今まで感じていた空白が僅わずかに狭くなったような、そんな気がした。

　けれど、このままでいいはずかない。絶対に、いいはずがない──

　境けい内だいに視し線せんを巡めぐらせながら、また千ち早はや達を捜し始める。今までは気後れしたようにこちらの服を引っ張るだけだったフィアも、気になるものがあれば掌に指を這はわせて言葉を伝えてくるようになっていた。

『あ　れ　は？』

「なにっ、あっちか!?　って、黒髪で似てるけど違うな」

『ざ　ん　ね　ん　だ』

「まったくだな……よし、今度はこっち行ってみよう」

　歩き回るが、依然として伍い鈴すず達は見つからない。正直に言えば少しばかり疲れてきた。

　そのとき、きゅっとフィアの手に力が込められた。もう片方の手で、こちらの袖そでもちょいちょいと引っ張ってくる。

　強しいられた無言の中、フィアの瞳ひとみを見る。掌に文字を書く必要すらないというように、彼女もただ視線で何かを提案してきていた。言葉はなくとも、なんとなく意志が伝わる。それはとても貴重なことであるのかもしれなかった。

「そうだな……ちょっと休きゆう憩けいするか」

　フィアは小さく頰ほおを緩ゆるめて、春はる亮あきの言葉の正しさを証明した。

　近くの屋台で懐なつかしい瓶びん入りのラムネを買い、酒乱達が騒さわぎを巻き起こしたあの休きゆう憩けいスペースの椅い子すになんとか二人ふたり分の空きを見つけて腰を下ろす。くぴくぴと瓶を傾けるフィアの横顔は、やはりいつもより覇は気きがない。

　この状態を長く続けさせるつもりはなかった。伍い鈴すずがどういうつもりでフィアの声を奪うばったのかはわからないにしても、それはけっして看過できない所業だ。彼女を説得するなり何なりして、フィアに声を戻させることでしか事態は解決しない。それでも──今この瞬しゆん間かんにある沈ちん鬱うつさに対して、何も手を打たなくていいというわけではないだろう。

（指で字を書いてもらうのも悪くはないけど……何かもう少し、簡かん単たんに意思疎通できる方法があればな）

　ぼんやりと考えながら、春亮はラムネを飲み干ほす。捜し始めてどれだけ時間が経たったのか、と気になって携帯を取り出したとき、ふと思いついた。この手があった。

「そうだ、フィア。こんなときだが、新年一発目・日常生活の常じよう識しき講こう座ざをやっとこう」

「……？」

　首を傾かしげるフィア。ついと人差し指を伸ばし、『い　ま　は　そ　ん　な　ば　あ　い　で　は』とこちらの掌てのひらにくすぐったさを与えてきた。春亮は苦笑する。この指の感触も最後かもな、と思うと不ふ思し議ぎに名残なごり惜おしさのようなものを感じた。もっといい方法を見つけてしまった今だからこそ言えることだろうが。
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　春はる亮あきは携帯を軽く揺ゆらしつつ、

「内容は、携帯の文字入力方法。メールもメモ帳も基本的には一いつ緒しよだ……ちゃんと覚えられたら、今日きよう一日くらいは携帯を貸してやってもいいぞ」

「……。……！」

　しばらく何かを考えていたフィアが、ぱっと顔を輝かがやかせる。さらに指を動かし、

『そ　れ　は　よ　い　な　！　こ　の　ほうほうもわるくはないがやはりじかんがかかってめんどくさ〒§♨☂÷♪ζ√[image: ][image: ]！』

「最後のほう、急ぎすぎて解読不能だ！　落ち着けって、ちゃんと教えてやるから」

　ならば早くしろ！　というように、フィアは銀ぎん髪ぱつを揺らして携帯を覗のぞき込んできた。

　それからしばらくは、静かな時間。

　吐と息いきすら感じられる距きよ離りで、携帯の上で顔を突き合わせて。

　無言の中、春亮はフィアに一つ一つ文字入力の操そう作さを教えていく。

　落ち着かなさと、不安。それらが作り出す空白は随ずい分ぶんと狭くなったような気がした。フィアが文字入力の方法を覚えれば、さらに狭くなるだろう。だが──

　それはけっして、消え去りはしない。このままでは、けっして。

（伍い鈴すずに、千ち早はや。絶対に、見つけてやる……）

　思いを新たに、ぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめる。そのうちに操そう作さ方法の説明を終えていた。フィアは恐る恐るといった感じで携帯を受け取り、ぽちりぽちりと人差し指だけで携帯のボタンを押し始める。

　やがてフィアは顔を上げ、にんまりと笑って春亮の顔に携帯を突きつけてきた。

　書かれていたのは、

『そーだ、うまい。歯ごたえのある食べものとセットだと、なおうまい。気がする』

「……さすがに煎せん餅べいは神社にゃ売ってねぇよ。正月から食い気ばっかりだなお前」

　ぽこり、と軽く銀ぎん色いろの頭を叩たたいてみる。

　フィアは不満げに口を尖とがらせて、いつもの四文字をぽちぽちと携帯に打ち込み始めた。
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　神社の裏山は自分の庭だった。文字通りに。

　邪じや魔ま者ものから逃のがれてきた林の中で、千早は眼鏡めがねを押し上げながら息をつく。走ってきたせいで身体からだが火ほ照てっていたが、剝むき出だしになっている太ふと股ももだけはそれなりに涼しい。勿もち論ろん、だからと言ってその服装を肯定する気にはなれなかった。いつも通りに苛いら立だたしいだけだ。

「……なんであんなことしたのよ、あんた」

「あんなこと、と言いますと〜？」

「キスに決まってるでしょうが。言葉がわからないなら言いい換かえてあげるわ。接せつ吻ぷん、口吸い、唇と唇の接触と舌を絡からませ合うことによる唾だ液えきの交換。好きなのを選えらびなさい」

「ああ、さっきの唇と唇の接触と舌を絡ませ合うことによる唾液の交換はですね〜」

「馬ば鹿かにしてる？」

「はい〜？」

　のほほんと首を傾かしげる伍い鈴すずに舌打ちする。まあ呼称などどうでもいい。続けろ、と視し線せんで先を促うながすと、

「必要な行為でしたので。何かお気に障さわったのなら謝あやまります〜」

「何が必要なのよ。身体からだが火ほ照てって止まらなかったとかそういうこと？　……まぁいいわ、あんたの性せい癖へきになんて興きよう味みないし。とりあえず、今後着替えするときにはあんたを部へ屋やから追い出すことにするわ。で──その前に託宣が来たでしょう。あれは？」

「あれは……そうですね……」

　しばらく指を口元に当てて何かを考えていた伍鈴が、もう一度首を傾げて言う。

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、ひみつ、ということにさせていただければ〜」

「ふざけてるわね？」

　伍鈴の耳を摘つまんで引っ張った。手加減はしない。伍鈴が自分に隠かくし事ごとをするなどあってはならないのだ。耳が千ち切ぎれそうなほどに痛いはずだったが、伍鈴は笑え顔がおを崩くずさなかった。かっときて、もう片方の耳も摘つまんで引っ張ってやった。

「……これでも？」

「恐こみ恐こみも白しますが、いひゃいです……でも、ひみつです〜。千ち早はや様さまのためを思ってのことだとご理解いただければ〜」

　何が自分のためか。こいつは自分の道具だ。使いっ走りで手下で奴ど隷れいだ。反抗は許さない。しつけが甘いのか。耳では足りない？　じゃあその無む駄だに大きな乳の先端でも摘んで引っ張ってやろうか？

　半ば本気でそう思ったが、結局実行には移さなかった。捩ねじるようにして耳から指を切り、

「ったく……ま、今はどうでもいいわね。あいつらはちゃんと振り切ったみたいだし、わざわざ山狩りとかしてまであたし達を捜したりはしないでしょ」

「……だと、いいですね〜」

　相変わらずの能のう天てん気きな顔で、伍鈴は頷うなずく。何か含むところのある返事のような気もしたが、本心は読めなかった。しかし千早はどうとも思わない。当然のように、そういうものだとして流した。

　この女と出会ってから今まで、その本心が読めたことなど一度もないのだから。
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　決めていた集合時刻になり、神社の境けい内だいでこのは達と合流する。フィアに貸している携帯に連絡がなかったことからもわかるように、成果は芳かんばしくなかった。

『しっかり捜さがしたのか!?』

　と打ち込んだ携帯の画面を、苛いら々いらした表情のフィアがこのはの顔に押しつける。いつのまにか携帯の文字入力なんて覚えてるし、といった気け配はいでこのはは嘆息し、

「捜しましたよ。声が出なくなって大変なのはわかりますが、わたしに当たられても困りま……って、こら、ちょっと！」

『しっかり捜したのか!?』『捜したのか!?』『のか!?』とばかりにフィアはさらに携帯をこのはの頰ほおにグリグリと押し当てていた。それだけでは飽あき足らず、彼女の胸の間にも『しっかり捜したのか!?』との言葉をぐいぐいむにょんと携帯ごと突き入れる。

「ひゃんっ……こら、止やめなさいってば！　う、上うえ野のさん達はどうでしたか？」

「こちらも手掛かりはなかったな。いかんせん、捜す場所が広すぎる」

「そうじゃね。何かヒントでもあればええんじゃけど……ハル、売店の巫み女こさんに聞き込みとかした？」

「一応な。でも誰だれも知らなかったぞ」

　そこでフィアがまた携帯に視し線せんを落とし、何事かキーを打つ。差し出された画面には、

『下したっ端ぱだった身体からだ！　巫み女このボスならば知って折るかも！』

「盛大に誤変換してるぞ、折ってどうする。つーか巫女さんのボスなんているのか……？」

　言いながら、ふと気付いた。ボス巫女などというものはいないかもしれないが、巫女さんを束たばねるべき存在ならばいる。話を聞いてみるべきかもしれない。

「そうですね、とりあえず会ってみましょう。どこにいるんですかね？」

　闇やみ雲くもに捜しても見つけられるとは思えなかった。お守り売場の巫女さんに「大事な話があるので」とダメもとで言ってみると、丁度休きゆう憩けい時間に入るところだった一人ひとりの巫女さんが呼んできてくれることになった。待つことしばらく。

　そして現れたのは、勿もち論ろん──この神社の、神かん主ぬしだ。

「ここの神主をしている早はや川かわですが……話があるというのは、君達ですか？」

　白髪しらが交じりの髪をした、初老の男性だった。瘦やせた身体を白しろ装しよう束ぞくに包んでいる。春はる亮あきは唾つばを飲み込み、できるだけ失礼にならないように聞いてみた。この人とはまったく無関係である可能性もないわけではないのだ。

「はい、わざわざすみません。ええと、聞きたいのは……あのですね、千ち早はやという名前の、髪を染そめた子はここの巫女さんでしょうか？　もう一人、伍い鈴すずっていう人も」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、神かん主ぬしは眉まゆを寄せる。それからちらりと周囲に目を遣やり、声を潜ひそめるようにして──これ以上なく無関係ではない一言を、春はる亮あき達に告つげた。




「うちの娘が……千ち早はやが、何か、ご迷めい惑わくを？」
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　春亮達は神社の裏手にある和風の一軒家に案内された。どうやら神主一家は普ふ段だんここで暮らしているらしい。夜や知ち家けと同じ畳たたみの匂においに、なんとなく落ち着きを覚える。

「粗そ茶ちやですが、どうぞ」

「あ、すみません……いただきます」

　神主さんが淹いれてくれたお茶を啜すする。やはり落ち着く。突然に眠気が増してきたような気がするが、まだ眠るわけにはいかない。

　ひとしきり無言でお茶を啜ってから、春亮達の向かいに座っていた神主が口を開いた。

「で……千早は、本当に……？」

「はい」

　春亮は神主の目をまっすぐ見ながら言った。それはこの家に案内される前にも言ったことだったが。

「大事なものを……とても、大事なものを、盗とられたんです」

　神主が息を吐はき、沈痛な表情で肩を落とす。その反応に少しばかり春亮は慌あわてた。違う。自分達は別にこの人に責を負わせたいわけでも、ましてや千早の罪を罰ばつしたいわけでもないのだ。

「いえ、あの、盗られたって言っても……絶対に返してほしいのは確たしかなんですが、その、娘さんが犯罪者になったとか、そういうことじゃなくて、いろいろ誤解があっての、不幸な事故みたいなものなんです。ちゃんと話し合えば返してくれるとは思うんですけど」

　その言葉に神主は顔を上げた。

「盗られたのは、一体……？」

　一いつ瞬しゆん、迷った。こいつの声です、とか言ってフィアを突き出すわけにもいかない。かと言って他ほかの誤ご魔ま化かし方も思いつかなかった。財さい布ふを取られた、とか適当に言っても余計にこの人をダウナーな気分にさせてしまうだけだろう。

「事情があって、言えないんですけど……とても、大事なものです」

「……」

「あの、怪あやしいと思われるのも当然なんですが！　その──」

　春亮がわたわたと言おうとすると、そこで神主はようやく疲れた微笑を見せた。

「いえ、疑ってるわけではありません。君達が真剣なのは、私にもわかります……ならば本当に事情があるのでしょう。無理に聞き出すつもりはありませんよ」

「は、はぁ……どうも」

「で、あなたの娘──千ち早はやさんですか。どちらにいらっしゃるかわかります？　今言った通り、なんとかまた会って話したいんですけど」

　このはが言うが、神かん主ぬしは首を横に振った。

「すみません……お茶ちやを淹いれるついでに千早の部へ屋やを見てきたんですが、いませんでした」

「そうですか。では、携帯の番号とか教えてもらえないですかね？」

「お恥はずかしいのですが、知らないのです」

　その言葉に春はる亮あき達は顔を見合わせた。父親が娘の携帯番号を知らない。そんなことがありうるのだろうか。

　春亮達の疑念を感じたか、さらに神主は疲れた表情で湯のみを傾ける。

「いや、本当にお恥ずかしい。君達の何かを盗んだということであれば、隠かくしても仕方ないでしょう。あれはいろいろと問題のある娘でして……正直、私とも上う手まくやっているとは言いい難がたいのです。今は反抗期なだけだ、と思いたいところですが──家内が入院してからは余計に、私とも距きよ離りを取るようになりまして」

「奥さんが入院してらっしゃるんですか。それは……大変、ですね」

　と、錐きり霞かが冷静な表情で相あい槌づちを打つ。千早の居場所がわからなくとも、もう少し話を続けてみようということなのだろう。春亮も同感だった。折せつ角かくだからいろいろ聞きたい。千早のこと。一いつ緒しよにいる伍い鈴すずのこと。呪のろいのことを、彼女が呪われた鈴であることを知っているのか。娘が呪い屋などという仕事をしていることを知っているのか。

「まぁ、それなりに慣なれましたよ。もう何ヵ月になりますかね……今すぐ命がどうこうというわけではないのですが、難むずかしい病気でして。いやすみません、話が逸それました。今は千早のことでしたね」

「先さき程ほど、問題がある、と仰おつしやいましたが……どのような？　正直、わたし達は今日きよう初めて彼女に会ったんです。単なる下世話な興きよう味みなので、無視していただいても結構ですが」

「いえ、構いませんよ。でも特別なことではないのかもしれませんね。お会いになったのならわかるかもしれませんが、口が悪くて、髪を染そめて、学校もたまに無断欠席しているようですし……今のような深夜徘はい徊かいもそうですが」

　こうして羅ら列れつされると、わりと普通のグレ方だなという感想しか思い浮かばない。噓うそを言っている様よう子すでもないし、おそらく彼は彼女の仕事──《呪い屋》については知らないのだろう、と春亮は思った。

　つんつんとテーブルの下でズボンが引っ張られたので見れば、隣となりにいたフィアが携帯で『奴やつのことを聞け！』と指示を出してきていた。勿もち論ろん、彼女のことも聞かなくてはならない。むしろそちらが本題だとも言える。

「あー……で、もう一人ひとり。伍い鈴すずって呼ばれてた、年上っぽい巫み女こさんも一いつ緒しよにいたんですけど。あの人は、どういう？」

「ああ、彼女は……千ち早はやの友達、でしょうか。千早に聞いても答えてくれなかったので、よくはわからないのですが。一ひと月つきほど前から、たまに家や神社で一いつ緒しよにいるのを見るようになりました。会うと挨あい拶さつはしてくれるので、悪い子ではないと思います」

「友達、ですか。でも巫女服を着てましたよ？」

　このはが首を傾かしげながら言うと、

「千早が貸してるんでしょう。うちには使っていない巫女服だけは山ほどありますから。昔はこの神社ももっと繁はん盛じようしてましたのでね……今でこそこんなですが。いろいろ手を尽くしてようやく人が呼べる状況ですよ」

「オリジナルおみくじを作ったり？」

「そういうことです」

　そのせいでわたしは無む駄だな敗北感を味わったんですけどね？　的な気け配はいを滲にじませて、このははにこりと笑う。幸い、神かん主ぬしはその剣けん吞のんな気配には気付かなかったようだった。

　ともかく、神主は伍鈴の正体についても何も知らないらしい。伍鈴が本性の道具姿に戻っていれば四六時中千早と一いつ緒しよにいるようには見えないし、《よく遊びに来る友達》程度の認にん識しきしか持てなくても仕方ないだろう。

「にしても、わりと最近じゃね。神主さん、今のお話とは全然関係ないんじゃけど、一ヵ月ほど前に何か骨こつ董とう品ひんとか買わんかったかな？」

　今まではぼんやりとただの子供のふりをしていた黒くろ絵えが、突然そんなことを聞く。神主は首を捻ひねりつつ、子供っぽい黒絵に対しても丁てい寧ねいな口く調ちようで答えた。

「……？　骨董品に興きよう味みがあるんですか？　そうですね……千早はいつもコンピューターでカチカチやってますから、通販とかで頼んでいてもおかしくはないんですけど、私にはなんとも。ああ、骨董品という括くくりに入れるのはどうかと思いますが、そう言えば先月あたりに縁えん故このある神社が合ごう祀しされることになりまして……そこから色々な道具を引き取りましたね。ほとんど倉庫に仕し舞まってあるんですが」

「ふぅん……なら、そこに鈴すずがあったのかもしれんね。おっけーです。ありがとお、神主さん」

「ど、どうも……？」

　ぺこりと黒絵が頭を下げ、それに神主も律りち儀ぎに頭を下げる。そしてその動作を春はる亮あきたちに対しても行った。

「兎とにも角かくにも……千早が今どこにいるかは、私にはわからないのです。お力になれなくて申もうし訳わけない」

「いえ、そんな」

　春亮は頭を下げ返す。と、そこで神主は何かを思いついたように、

「あの……よろしければ、千ち早はやの部へ屋やでも見ていってもらうのはどうでしょうか。本人はいませんが、ひょっとしたら君達から盗とったものが置いてあるかもしれませんし」

　ない。百パーセント置いてない。が、千早の人となりを知ることは無む駄だではないのかもしれなかった。彼女と伍い鈴すずとの繫つながり、どうして伍鈴が声を奪うばったのか、どうすれば取り返せるのか。神かん主ぬしを騙だますような状況になっていることに多少の心苦しさを覚えつつも、とりあえずその申し出をありがたく受け入れることにする。

「じゃあ、失礼して、ちょっとだけ……でも、本当にいいんですか？　留る守す中に勝手に誰だれかを部へ屋やに上げたって知られたら、その、神主さんが」

　いいんですよ、と神主は軽く言い──

　そして、ひどく寂さびしそうに笑って続けた。

「どうやら私は、もうこれ以上ないほどあの子に嫌われているようですから。今いま更さらです」




　部屋に案内してもらったところで、神主の携帯が鳴った。どうやらバイトの巫み女こさんが何かヘルプの電話をかけてきたらしい。神主は「すみませんが、書類を見ながら少し指示を出さなくてはなりませんので……部屋はどうぞ自由にご覧らんになってください」と言ってから、千早の部屋に入ることなく居間のほうに戻っていった。

　娘の部屋なのにこんなどこの馬の骨ともわからない奴やつらだけにしていいのかな、と思いはしたが、まぁ信用してくれているということなのだろう。あまり時間を無駄にもしたくなかったので、言われた通りに自分達だけで部屋を調しらべさせてもらうことにする。

　六畳の空間は雑然としていた。元来は和室のようだが、その面おも影かげはほとんどと言っていいほど残っていない。ぎゅうぎゅうに押し込まれたベッドに戸と棚だなにスチール机、難むずかしそうな本が並んでいる本棚、何に使うのかもわからないような機き械かいの山。床ゆかにはところ狭しと電気コードが這はい回っており、油ゆ断だんするとすぐに足を引っ掛けてしまいそうだった。壁かべもポスターの代わりに壁掛け式テーブルタップ（？）のようなものが占拠しており、そこからもぞろぞろとコードが伸びている。部屋にある機械の中で唯ゆい一いつ用よう途とがわかるのはパソコンだけだった。ただしチカチカと電源が瞬またたいているものだけで四台ほどあり、しかも横の面のカバーが外されて内部が剝むき出だしになっている。ディスプレイは三つ。目玉の数よりも多いディスプレイを一体何に使うのか、授業以外でパソコンに触ったことのない春はる亮あきには予想もつかなかった。

「うわー。なんというか、マッドサイエンティストっぽいというか……」

「ＳＦ映画のジャンク屋みたいじゃね。赤せき外がい線せん対応のいい義眼、入っちょるよ！　みたいな」

「パソコンは……パスワードがかかっているな。当然か」

　この中で一番知ち識しきのありそうな錐きり霞かがマウスを動かすが、すぐに諦あきらめたように肩を竦すくめる。うろうろしていたフィアは何か黒いプラスチックの塊かたまりのようなものを棚から拾い上げ、「？」と首を傾かしげていた。それを黒くろ絵えがぼんやり眼で見み咎とがめ、

「あ、ふぃっちー。それ、ちょっと危ないかもよ。多た分ぶんスタンガン」

「ちょっとどころじゃなく危ねぇ！」

　スタンガンと言えばビブオーリオにひどい目に遭あわされた覚えがある。それをフィアも覚えていたのか、嫌いやそうに顔を顰しかめてそれを元の棚たなに戻した。

「ふむ、この棚は防犯アイテムコーナーみたいじゃね……ん、このトレーはなんじゃろ」

「……閃せん光こう弾だんの材料だな。思い出したくもないが、研究室長国にいたときに見たことがある。こっちにあるのが完成品だろう」

「ああ、さっきの。手製とか言っちょったしねぇ」

　呆あきれ半分、感心半分で黒くろ絵えが頷うなずく。防犯グッズに、手製の閃光弾……千ち早はやはなぜこんなものを集めているのだろうか。ただの趣しゆ味みか、それとも──呪のろい屋やをやっている関係で、身を守らねばならないような事じ態たいに多々見み舞まわれているのか。

　何にしても、千早の部屋には彼女の居場所がわかる手掛かりのようなものはなかった。機き械かい好きでパソコン好きらしい、ということがわかっただけだ。居間に戻ると、丁度電話を終えたところだった神かん主ぬしが顔を上げ、

「どうでしたか？」

「いえ、その……なかったです」

　そうですか、と神主はテーブルに広げていた書類を片付けつつ残念そうに頷いた。正直なところもうここでの用事は済んだようなものだったが、「じゃあこれで！」と立ち去るのはいささか押し込み強盗的にすぎる。とりあえず神主に促うながされるままにもう一度座ざ布ぶ団とんに腰を下ろすと、

「あの……同年代の君達に聞きたいのですが。千早の部へ屋やは、君達の目から見てどうでしたか？」

　さて、何と言うべきだろうか。このは達とチラチラ視し線せんを交かわし合っていると、またズボンが引っ張られる感覚。テーブルの下に差し出された携帯には『あたまが　おかしい』との文字が入力されていた。フィア、俺おれが欲しいのはもっとオブラートに包んだ感想だ。

　結局、口を開いたのはこのはだった。冷静に見て一番落ち着いた雰囲気を持っているのが彼女なので、会話役としては最適だろう。とりあえず任せておくことにした。

「正直に言えば、あまり一般的な部屋ではないですね。パソコンが趣しゆ味みにしても、少しやりすぎというか」

　愛あい想そ笑わらいで言うこのはに、神主は苦笑気味に頰ほおを緩ゆるめる。

「そうですよね……私は機械に疎うといもので、よくわからないのです。理解できるものであれば理解してやりたいとは思っているのですが」

「娘さん自身のことも？」

「……勿もち論ろんです」

　しばしの間を空けて、神主は独ひとり言ごとのように静かな言葉を続けた。

「私には、あの子が何を考えているのか、何を求めているのか、理解できない……けれど、悪い子ではないと思うんです。いえ、何かを盗とられたという君達に言うことではないかもしれませんが……」

「さっきも言いましたけど、不幸な擦すれ違い、みたいなものです。話し合えばわかってくれると思いますし、今日きよう会ったばかりのわたし達には彼女の性しよう根ねのようなものはよくわかりませんよ……神かん主ぬしさんの言うことを否定はしません。グレながらも家事の手て伝つだいだけはするとかいう子もいるでしょうし」

「はは。会ったのならおわかりになるでしょうが、家事……というか神社の手伝いはしてくれませんね。巫み女こ服ふくもきちんと着ているところは見たことがないですし。でも──ああ、思い出しました」

「何をです？」

　ちら、と神主は居間の時計とけいを見上げた。もう午前四時近い。

「千ち早はやはどうやら最近、舞まいの練習をしているようなのです。巫女服を着て、日の出のころに、彼女──伍い鈴すずという子と一いつ緒しよに。私も偶然何度か見かけただけですし、そのことについて聞いても答えてくれなかったので詳しいところはわからないのですが。ただ私としては、千早も多少は神道について興きよう味みが出てきたのかと少しばかり嬉うれしく……」

　このはの目がこちらを向く。これは思ってもみない情報だ。続けて聞いてくれ、と視し線せんで伝えると、

「毎日ですか？　どこで？」

「おそらく毎日ですね。場所は……人がいないときには本殿ですが、裏山にある社やしろのところで踊っているのも見たことがあります。今日きようは本殿のほうは人が多いので、きっと裏山でしょう」

「詳しい場所を教えてもらえますか。それは、今日も日の出のころにそこに行けば彼女に会える、ということですよね？」

「断言はできませんが、たぶん」

　神主が言うには、裏山には大きな池があり、その前に社が設置されているのだという。教えられたそこへの道筋を記き憶おくし、春はる亮あきはほっと息を吐はいた。一歩前進だ。

「わかりました、ありがとうございます。別にわたし達は千早さんに危害を加えようとか、捕まえて警けい察さつに突き出そうとか考えているわけではないので、その辺あたりは安心してください」

「いや、こちらこそ……不ふ肖しようの娘がご迷めい惑わくをおかけして。ところで、日の出まではどうされます？」

「あと三時間くらいですかね。どうします、春亮くん？」

「あー、どうしよう。一回家に帰るのも中ちゆう途と半はん端ぱだし、かと言って境けい内だいとかコンビニとかで時間を潰つぶすのにはちょっと長いな……うーん」

　千早達の尻しつ尾ぽをようやく摑つかまえられそうだということに興こう奮ふんしてか、フィアは気合の入った表情で『ゆーちょーだ！　今　行く　待つ！』と力強く携帯に打ち込んでいた。さすがにそういうわけにもいかないだろう。三時間も外で待っていたら凍こごえてしまいそうだ。

　そんなことを考えていたとき、

「それでしたら、このままこの家で仮眠を取るなり何なりしていただいても結構ですよ。私もこれから夜明けまでは休むつもりでしたので」

　渡りに舟の提案だった。が、

「い、いいんですか……？　そんな、わたし達みたいな、突然話を聞きにやってきただけの馬の骨を泊めるなんて」

「悪い人達ではなさそうですし、娘がご迷惑をかけているようですし。罪滅ぼしのようなものですよ。何もお構いはできませんが、どうか気兼ねせずくつろいでください」

　厚意に甘えすぎのような気もしたが、千ち早はやや伍い鈴すずと出会えばまた荒事になる可能性もある。今日は大おお晦日みそかからずっと起き続けているし、仮眠の誘ゆう惑わくはありがたくも魅み力りよく的てきだった。

「じゃあ、その……お言葉に甘えて、ということにさせてもらいますかね」

　このはに頷うなずいてから、春はる亮あきは神かん主ぬしに頭を下げる。

「す、すみません神主さん……お世話になります」

「なります〜」

「ご迷惑をおかけしてすみません」

　黒くろ絵えや錐きり霞かも同じように頭を下げ、フィアもぺこりと銀ぎん髪ぱつを揺ゆらす。礼れい儀ぎ正しいじゃないかと感心したが、よく見ればそれは単に俯うつむいて携帯を操そう作さし始めただけだった。液晶に打ち込まれつつある文字は『ところで　この家　お茶ちや受うけに　おせんべとか』──

　春亮は横から手を伸ばし、無言でその携帯のクリアボタンを長押しした。
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　携帯のアラームで春亮は目を覚ます。神主さんが持ってきてくれた毛布に包くるまって雑ざ魚こ寝ねしていた一同が、もぞもぞと居間の畳たたみから身を起こし始めた。当然ながら寝ね心地ごこちはあまりよくはなかったが、文句など微み塵じんもなかった。エアコンもついていたし、野外で三時間過ごすよりは遥はるかにマシだ。

「ふわ……」

「おはようございます、春亮くん」

「おう、おはよ。仮眠のわりには結構寝れた気がするな。神主さんにはマジで感かん謝しやだ」

「そうですね。同じくらいの時間に起きるって言ってましたし、またお礼言っとかないと」

「ん……むぅん……」

「きりりんー？　おっと、これは二度寝のピンチ。起きんと、そのお尻しりを突き出した姿勢で毛布に抱きついてる姿をうちが写真に収めるよー？　題・おまんじゅうの形態模写、みたいなキャプションで」

　朝には弱いのか、錐きり霞かはまだ毛布に抱きついてぐったりしていた。黒くろ絵えがそのお尻しりをぺちぺちと叩たたいている……叩くのは肩とか背中にしてもらいたい。

「そう言えば洗面所も使っていいって話でしたね。お言葉に甘えて顔を洗わせてもらいましょうか。上うえ野のさんもあんなですし」

　そうだな、と首しゆ肯こうしたときだった。今の今まで畳に横たわっていたフィアが、がばり！　と急に身を起こす。その表情は険けわしかった。

「おはよう、フィア。あいつら捕まえるのに気合が入るのもわかるけど、とりあえず顔でも洗ってきてから──」

「……！」

「おうっ、なぜ起きるなり俺おれの頰ほおを拳こぶしでグリグリ!?　何かが間違ってるだろ！」

　……そう言えば。と言った感じでフィアはふと真顔に戻り、ポケットから携帯を取り出した。ポチポチと短い文章を画面に表示させてから、

『このハレンチ小僧め！』

「携帯でグリグリしろって意味じゃねえー！　俺が何をしたっ!?」

　携帯を頰に押しつけてきたフィアの手首を摑つかみ、なんとかその攻こう撃げきから脱出。意味がわからない。フィアは頰を膨ふくらませた表情で春亮の手を振り払い、再び携帯に文字を入力した。

『夢　見た』

「ふぅん……初夢だな。一応聞いとくが、どんな？」

『寝る前、お前、言った。富ふ士じ山さんと、鷹たかと、ナスビ。縁えん起ぎがいいとか』

「そういや言ったっけ」

　そのせいだ！　とばかりにクワッとフィアは犬歯を剝むき出だしにして、さらに激はげしくボタンを入力。慣なれたのか、教えたばかりのころより明らかにスピードがアップしている。急ぎすぎて多少言葉足らずになってしまっている部分はあったが。

『お前達　出てきた。クロエがリモコンで富士山を巨大ロボットに変形させ、それにキリカが高笑いで鞭むちを振り回しつつ乗り込み、その傍そばで全ぜん裸らのウシチチが破は魔ま矢やで鷹を射い落おとしてそれを生なまのままムシャムシャ食らい』

「なんだ、そのカオスな夢……」

「カオスっていうか、わたしのイメージが何かおかしなことになってませんか!?　こ、この子は新年早々、夢の中でもわたしをそんな扱いに……！」

　横からフィアの携帯を覗のぞき込んできたこのはが、顔を顰しかめて呻うめく。フィアはわなわなと肩を震ふるわせながらさらに文字を続け、

『そしてハレンチ小僧！　お前は、おっきなナスビを手に《大丈夫、入るから！　入るから！》とか言って、イヤラシイ笑え顔がおで私ににじり寄ってきたのだ！　ハレンチすぎる！』
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「そんな夢の話を俺おれのせいにされても困るっ！」

　ドタバタとやっているうちに、居間に神かん主ぬしさんがやってきた。よく眠れたようですね、と嫌いやみなく笑われ、逆に何か恥はずかしくなる。その辺あたりで錐きり霞かももぞもぞと身を起こしてきたので、一同は連れ立って洗面所に向かった。

　冷たい水で順番に顔を洗う。まず一番眠そうだった錐霞が済ませ、次にフィア、そして春はる亮あき。このはが顔を洗うのをなんとはなしに眺めながら、ようやく完全に目を覚ました様よう子すの錐霞が口を開いた。

「何やら、予想もしない新年の幕開けになってしまったな」

「……そうだな」

　軽く頷うなずき、フィアを見やる。フィアは携帯で何かを打ち込もうとしていたが、すぐにその手を止めた。クリアボタンを連打して文章を消し、新しく文を書く。どこか寂さびしげな表情で、携帯を春亮達の前に差し出した。

『すまない　私が　油ゆ断だんしたから』

「違うぞ、そういうことを言いたかったんじゃない。ただ予想外だな、と思っていただけだ。これはフィアくんのせいではないし、誰だれが何を失敗したという話でもないぞ」

「ああ。つーか安心しろって、お前の声はすぐに取り戻してやるから……って、いつもながらに俺おれが役に立てるかどうかはわかんないけどな」

　苦笑しながら言うと、フィアは軽く顔を俯うつむかせた。携帯のボタンに指を這はわせ──しかし、何も打ち込まない。

「どした？」

　そう言葉をかけて初めて、フィアはボタンを押し始める。ゆっくりと。どこか寂さびしそうな微笑で。

『文字の出し方　覚えても　やっぱり、足りない。言いたいことはいっぱいあるのに　言葉が追いつかない』

　すぐに、クリアボタンが押された。

　言葉が消える。

　フィアの精一杯の声が、いともあっさりその存在を失う。

　だか春はる亮あきは忘れなかった。耳でその言葉を聞いたのと同じように、それ以上に、忘れなかった。今の言葉はフィアの本心だ。今の表情はフィアの本心だ。だから忘れるわけにはいかない。そして再び心に刻まねばならない。

（ああ、本当に……取り戻して、やらなくちゃな）

　そうすればすぐに、普通の新年が訪れるだろう。いつもと同じ、騒さわがしくも楽しい、かけがえのない普通の時間が始まるだろう。

　だから春亮は、フィアの銀ぎん髪ぱつをくしゃくしゃと搔かき回しながら、

「そう言えば、初夢は叶かなうって説もあるな。お前のカオスな初夢そのものが叶うのはありえないけど──ま、ある意味叶うんじゃないのか？」

「……？」

「みんなが賑にぎやかで騒がしい、みたいな感じでさ。つまり──今年ことしもいつも通りだよ、きっと。何も心配はいらない」

　フィアはくすりと笑って、しかし恥はずかしそうにぷるぷると首を振って春亮の手を頭から払った。それから気を取り直したように──というか、いささか不ふ機き嫌げんそうに口を尖とがらせつつ、携帯のボタンを押し始める。

『ハレンチ小僧め。つまり今の　こういうことだな。初夢は叶うという説　あるので、今後実際にナスビを私に捻ねじ込もうとすることがあるかもしれない。が、甘んじて受け入れろ　と』

「ナスビを……捻じ込む……？」

　その携帯の画面を横から覗のぞき込んだ錐きり霞かが、凄すさまじいジト目をこちらに向けていた。慌あわてて説明する。

「い、いんちょーさんは寝ね惚ぼけてたから知らないと思うけど、これはこいつの初夢の話で！　現実の俺おれには全く関係がないうえに意味のわからないことで！」

『入るから！　とりあえず先っちょだけ！　とか意味不明なことも　ぬかしておった』

「ほう……そんなに具体的な発言が出るとは、気になるな。具体的な夢とは、なんらかの現実の記き憶おくが引き金となって現れるものだろう。つまり……もしや、夜や知ち。お前、実際にこんなことを言ったことが……！」

『そうだ！　何か事件が終わるたびに、そんなことを言いながら捻ねじ込んでくるのだ！　私の一番恥はずかしいところに！』

「そりゃ別のものだろ！」

「べ、別のものだと!?　それは、より一層……ば、ば、馬ば鹿かげている！」

「ディスクのこと、いんちょーさんだって知ってるよな!?　ひょっとしてまだ寝ね惚ぼけてる!?」

　普ふ段だん聞こえるはずの声が、一人ひとり分足りないのは事実だったが。

　それは確たしかに、いつも通りの時間がすぐに訪れることを予感させる騒さわがしさだった。
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　家の前で神かん主ぬしと別れ、教えられた道を辿たどって裏山に入る。だいぶ明るくはなってはいるが、まだ完全に日が昇ってはいない。それでも千ち早はやがいつ夜明けと判断して現れるかはわからないので、急いで歩を進めた。

　ほどなくして林は途と切ぎれ、開けた場所に出る。そこには学校のプール程度の広さを持った池があり、清らかな水を湛たたえていた。その前には小さな鳥とり居いを備そなえたお稲いな荷りさまサイズの社やしろが設置されている。神主の言っていた場所はここで間違いないだろう。

　まだ千早と伍い鈴すずの姿は見当たらなかった。春はる亮あき達は池を取り巻くように生はえている木々の後ろに隠かくれ、息を殺して二人ふたりがやってくるのを待つ。そして──

（……来た！）

　髪を染そめ、Ｔシャツ姿で袴はかまから太ふと股ももを覗のぞかせている、眼鏡めがねをかけた不良巫み女こ。対照的に、一いち分ぶの隙すきもない標準的な巫女服を着込んだ黒髪の巫女。千早は眠そうに欠伸あくびをしつつ、伍鈴は穏おだやかな笑えみを浮かべつつ。隠れている春亮達には気付かないまま、ゆっくりと林の中から進み出てくる。

　反射的に飛び出そうとするフィアの襟えり首くびを捕まえ、なおもチャンスを窺うかがう。ここで飛びかかったところでまた林の中に逃げられないとも限らない。せめて社の前あたりに来るまでは引きつけなければ。

　二人が社の前に辿たどり着いたのと同時、不意に周囲が明るくなる。春亮は目を細めつつ、半ば無む意い識しきに、その温かな光が満ちた空を見上げた。

　世界が淡い色に包まれている。空を覆おおうのはひどく曖あい昧まいな色のグラデーション。天てん蓋がいから滲にじみ出るように、その明色が徐々に薄うす暗くら闇やみを塗ぬり潰つぶしていく。林が邪じや魔まで光源は見えない。それでも──これは、紛まぎれもない初はつ日ひの出でだった。新たな年の始まりだった。

　ぱしゃん、と水音が聞こえ、春はる亮あきは幻想的な空から視し線せんを戻す。一いつ瞬しゆん、ぎょっとした。

　社やしろのあたりにでも置かれていたのだろう、千ち早はやがバケツで池の水を汲くみ──それを頭から被かぶっていたのだ。ふぅ、と一つ息を吐はいてから、彼女は眼鏡めがねについた水を指で拭ぬぐう。冷たい池の水が彼女の全身を濡ぬらしていた。頰ほおに張りついた髪。例の如ごとく袴はかまのスリットからは太ふと股ももが覗のぞき、その素肌の上を幾つもの水滴が伝っている。腕まくりされたＴシャツもぴったりと身体からだに張りついてその形の良い膨ふくらみのラインを露あらわにしており、それどころかその中にあるものをこれでもかというほど透すけさせて──

「……どこ見てるんですか、春亮くん？」

「べ、別にどこも!?」

　背後からの声に慌あわてて視線を外す。が、見なければ突入のタイミングがわからないではないか。とりあえずあまり一点を注視しないようにしながら、そろそろと再度千早の様よう子すを窺うかがう──と、また音が聞こえた。袴が擦こすれる音。

　千早は直立不動になり、その両手を軽く前方に突き出していた。その正面には社があり、清浄な池があり、昇りつつある朝日があった。それら三者に捧ささげるように、千早は身体を動かし始める。表情は真顔を通り越した仏ぶつ頂ちよう面づらだった。

　円を描えがくように歩を進める。身体を右に旋せん回かいさせる。左に旋回させる。しゃがみ込む。立ち上がる──それらはゆったりとした動作だったが、意い識しきの行き届いた手足には独特の緊きん張ちよう感かんが張り巡めぐらされていた。

　思わず息を吞のんで見つめてしまうほどの、完成された、巫み女こ舞まい。

　神秘的だと感じてしまうのは、この場所のせいか、朝日の下という時間のせいか。あるいはそれ以外の何かか。徐々に舞のリズムが速まっていく。それは僅わずかな速度変化だったが、メリハリの利きいた動作は実際の速度以上に静と動の対比を強きよう調ちようさせていた。

　彼女は舞う。ただ無言で舞まい続ける。

　髪から、腕から、指先から、その身体を清めた冷水が雫しずくとなって飛び散る。特別な太陽の光を受けてきらきらと輝かがやく。緋ひ袴ばかまが控えめに翻ひるがえり、雪せつ駄たが歌うような音を立てて地面を擦こする。それらが何度も何度も繰くり返される──

　どれだけ時間が経たったのか。

　唐とう突とつに、全すべてが止まった。ふぅ、と息を吐はいて千早が立ち上がり、にこやかにその舞を見守っていた伍い鈴すずが、舞の前に受け取っていた千早の鞄かばんからタオルを出して彼女に渡す。千早はタオルで汗と水を拭ふきながら、続けて取り出させた携帯をつまらなそうに弄いじり始める。そこでようやく、春亮達は舞が終わったのだということに気付いた。幻想的で神秘的な時間の終しゆう焉えん。自分達がすべきことをようやく思い出す。

「み、見み惚ほれてる場合じゃありませんでした……準備はいいですか？」

『いつでも　いける！』

「行くのはいいけど、具体的にどうするんだ？」

「大人おとなしく話し合いで言うことを聞いてくれるとは思えませんね……多少は実力も行使しなくてはならないでしょう。なんにせよ、あの人達にまた逃げられては困ります」

「そうじゃねー。とりあえず向こうを逃がさんようにする程度にうちらのオソロシサを見せつけて、『こりゃ勝てねぇー。許してー』って思わせられればオッケーかしらん。一気に包囲できたらええんじゃけど──うん、じゃあうちときりりんは広場の向こう側に回ろうか。釣つり師の女の子が活かつ躍やくするアクションゲームっぽく、ぴゅーんと行こう」

「よくわからないが、だいたい想像はつく。そうしよう」

「また閃せん光こう弾だんとか投げられたら厄やつ介かいなことになりそうだな……あんまり長引かせずに終わらせられたらいいんだけど。とにかく、あんまり手荒なことはするなよ。神かん主ぬしさんに申もうし訳わけが立たねぇからな」

　わかっておるわい、とばかりにフィアが頰ほおを膨ふくらませる。そして春はる亮あき達は顔を見合わせ、最後に一つ頷うなずき合ってから、一気に行動を開始した。

　フィアとこのはが、隠かくれていた木の後ろから同時に飛び出して疾しつ駆くする。一拍遅れて春亮も飛び出した。黒くろ絵えと錐きり霞かは、

「モード《カオティック忠ただ盛もり》！」

「《黒くろ河かわ可か憐れん》！」

　髪と革ベルトを伸ばして社やしろ前の広場を横断させ、広場の逆側に生はえている木々の枝にそれらを絡からみつかせた。助走をつけて跳ちよう躍やくし、同時に髪と革ベルトを一気に縮ちぢめる──二人ふたりの身体からだは木々のほうに引っ張られ、結果として一いつ瞬しゆんで千ち早はや達の背後に回り込むことに成功した。

「な……お前ら、なんでここに……！」

「あら〜」

　千早はぎょっとしたように、伍い鈴すずは相変わらずのんびりと周囲を見回す。もう遅い。二人は完全に春亮達五人に包囲されている。

　厳きびしい表情のフィアは、このはと並走して一いつ直ちよく線せんに伍鈴へと突進していた。返してもらうぞ！　とその目に怒ど気きを溢あふれさせ、ルービックキューブを拷ごう問もん車しや輪りん──《フランク王国の"Breaking by wheel 車輪刑at Francs"》へと変形させる。疾しつ走そうを止めないまま、そのダッシュの勢いを乗せて投とう擲てき。が、

「荒あら振ぶる神かみ等たちをば神かむ問はしに問はし賜たまひ神かむ掃はらひに掃ひ賜ひて語こと問ひし磐いは根ね樹き根ね立たち草の片かき葉はをも語こと止めて！」

　伍鈴はその拷問車輪を避けることなく、ただ歌うような言葉を発する。と──

　フィアの車輪は、伍鈴の身体の手前で音もなく弾かれた。

「!?」

　勿もち論ろん手加減はしていたのだろうが、それにしてもあまりにあっさりすぎた。フィアは驚きよう愕がくの表情を浮かべつつ、鎖くさりに引かれて虚むなしく手元に戻ってくる車輪を摑つかみ取る。そしてそれを接近戦用の鉈なたに再変形させたとき、伍い鈴すずの横手に回り込んでいたこのはが気合いの声と共に伍鈴の頭部へと掌しよう底ていを繰くり出した。だがそれも、伍鈴の身体からだに触れるか触れないかという場所で音もなく停止させられる。

「くっ……空気が、盾たて、みたいに……!?」

「語こと無なしの壁かべ、と名付けておりますが〜。乱らん暴ぼう者ものの神かみ様さまを追い払うと、草木も押おし黙だまる無言が始まり、そこで日の本を統すべる神様が天から降りてきたのですよ〜」

「御高説、どうもっ……！」

　このはは掌底を引き戻し、一いつ旦たん距きよ離りを開ける──と見せかけ、伍鈴の足を狙ねらってローキック。だがそれも無音の壁に阻はばまれる。どうやらその防ぼう御ぎよ壁へきは彼女の全身に張はり巡めぐらされているらしい。このはが舌打ちしたとき、

「しかし、守ってばかりでも事態は好転しませんね〜。では──天あまつ菅すが麻そを本刈り斷たち末すゑ刈り切りて八や針はりに取り辟さきて、天あまつ祝詞のりとの太ふと祝詞のりと事ごとを宣のれ！」

　伍鈴が腕を振る。このはは顔色を変え、ばっと飛び離はなれつつ空中に手しゆ刀とうを振るった。春はる亮あきの目には何も見えなかったのだが、何か攻こう撃げきをされたのだろうか。このはは油ゆ断だんなく身構えつつ、

「フィアさん、気をつけなさい……今、空気の針のようなものが飛んできました。よく見ていれば空気の歪ゆがみでわかりますが、油断はできません」

　このはの動作に怪け訝げんな表情を浮かべていたフィアが、再び表情を険けわしくして鉈なたを構える。どうやら伍鈴は風やら空気やらの自然を操あやつる力を持っているらしい。ぱっと見の恐ろしさはないが、油断ならない相手だ。

　しかし──手がないわけではない。自分達はフィアの声を必ず取り戻す。その目的のためならば、取れる手段はなんでも取るべきだった。それがいささか卑ひ怯きように思える手段であっても。

「悪いが、捕らえさせてもらうっ……《黒くろ河かわ可か憐れん》！」

「フフフ。巫み女こさんを捕ほ縛ばくしてイタズラしちゃうぞ作戦〜」

「やっ……こら、離しなさいよっ！」

　フィア達が伍鈴と対たい峙じしている隙すきに、錐きり霞かと黒くろ絵えが髪とベルトをそれぞれ千ち早はやの腕に巻きつかせていた。千早は手足を無む茶ちや苦く茶ちやに振り回して暴あばれながら、伍鈴から受け取っていた鞄かばんに手を入れて何かを摑つかみ出そうとするが──させるわけがない。春亮はタックルするようにして千早を押し倒し、その動きを阻止した。その隙に髪と革ベルトがぐるぐるとさらに千早の身体からだを拘こう束そくしていく。一いつ緒しよに巻き込まれそうになったので慌あわてて飛び離れた。水に濡ぬれていろいろ透すけている巫女さんと密着して縛しばられてギュウギュウ、とかなれば今度はこっちの身が危ない。

　その様よう子すに気付いた伍鈴が眉まゆを寄せ、

「おや〜。困りました、千早様が……」

「ちょっと、いきなり何するのよ！　あたしが何したっていうの、離しなさい！　呪のろい屋やのことはあんたらには関係ないでしょ!?」

　まさに囚とらわれの身といった風ふ情ぜいで地面に座り込んだ千ち早はやが、声と表情だけは威勢よく怒ど鳴なる。

「呪のろい屋やのことは今はどうでもいいよ……！　止やめさせたいのは変わらないけどな！　とりあえず、あいつがフィアから盗とった声を返させろ！　話はそれからだ！」

　千早の反応は予想とは違っていた。彼女は心底怪け訝げんそうな表情で、

「は……？　声……？」

　と聞き返してきたのだ。おかしい。

「おい……まさか、知らないのか？　あいつが──伍い鈴すずが、やったこと」

「知らないわよ、何言ってんの!?　声!?　なんであたしがそんなことさせんのよ、そんなことして何の得があんのよ！」

「でも実際に、フィアは声が出せなくなってるんだよ！」

　どういうことだ。千早は知らない？　そう言えば、伍鈴がフィアにキスしたときも千早は「何をしてるのか」などと怒っていたような気がする。ならばやはり、あれは伍鈴が勝手にやったことなのか。だが何のために？

「ちょっと伍鈴、この愚ぐ図ず！　あんた本当にこいつらの声とか出せなくしたの!?　答えなさい！」

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが……事実です〜」

　悪びれた様よう子すもなく、伍鈴はこくんと頷うなずいて答える。

「こ、この愚図……あたしの許可もなく勝手に、そんな意味のわからないことを……！」

「一応言っとくが、俺おれ達は別にお前らに危害とか加えるつもりはねぇよ。神かん主ぬしさん──お前の親父おやじさんとも約束したしな。とりあえず、あいつに声を返すように言ってくれ」

「はぁ!?　ち……ああそう、そういうことね。あいつがここのこと教えたのか。ったく、何の役にも立たない、苛いら々いらする……みんな苛々する！」

「苛々するのはいいが、頼むって。自分とは関係のないことで縛しばられて、お前だっていい気分じゃないだろ」

「当たり前よ！　こら伍鈴、何でもいいからさっさと返してやりなさい！」

　ぎっこぎっこと縛られた上半身を揺ゆらし、千早が怒ど鳴なる。理解できない行為をした伍鈴に本気で苛立っているようだった。しかしそれでも伍鈴は、

「恐こみ恐こみも白しますが、返したくはありません〜。千早様さまのためですので〜」

「何が・あたしの・ためなのよ！　あんたのせいであたしはこんなことになってんのよ!?」

　千早は怒りに満ちた視し線せんで伍鈴を睨にらむ。伍鈴は困った様よう子すで首を傾けていた。手しゆ刀とうを構えるこのはがその沈ちん黙もくの間に言葉を滑り込ませる。

「どうしても返さないのならば、力ずくで……ということになりますけれど」

「伍鈴、失礼ながら負けるつもりなどありませんが〜」

「あらそうですか、呪われた鈴。いえ、ここはあえて、呪われた鈴如ごときが、と言っておきましょうかね。いくら不ふ可か思し議ぎな術を使えようが、わたしも鈴すず如ごとき装飾品に負けるつもりはありません。わたしは武器です。徳とく川がわに仇あだなす妖よう刀とう、と言えばわかってもらえますかね」

「おや……村むら正まさ、ですか。なんと、まあ……」

「そしてこっちの子は呪のろわれた拷ごう問もん処刑の立方体。わたしほどではないですが、少なくともあなたよりは血と闘とう争そうに親しんでいる存在です。これを聞いてまだ勝てると思っているのなら、あなたはとんだ自信家ですね」

　わざわざこのはがそんなことを言う理由は、示威行動──ハッタリ以外になかった。基本的に直接攻こう撃げきしかできない二人ふたりでは、伍い鈴すずの防ぼう御ぎよ壁へきを突破するのは難むずかしいだろう。だがハッタリで戦闘が回かい避ひできるなら安いものだ。

「な、マジで……？」

「……本当だ。伍鈴がどんくらいのものかは知らんけど、あいつらは強いぞ。いろいろ奥の手もある」

　呻うめいた千ち早はやに対し、春はる亮あきもそのハッタリを補足して言ってやる。千早は唇を嚙かんでこのは達の姿を眺め、それから背後の黒くろ絵え達も見やった。

「あそこのあいつらも見るからに普通じゃないし……！　五対一なんて無理に決まってるじゃない！　こら伍鈴、いい加減言うこと聞きなさい！　あんたみたいな愚ぐ図ずが勝てるわけないでしょーが、壊こわされちゃってもいいの？　つーかあたしが人ひと質じちに取られてるの忘れてんじゃないでしょうね!?」

「いえ、忘れてはおりませんが〜」

「だったら吞気のんきに喋しやべってんじゃないわよ、この変な髪とかベルトがいつあたしの首を絞しめるかわかんないのよ！　あたしが痛くされたら、覚悟しなさい、後であんたをその百倍痛くしてやるから！」

　そして再度の沈ちん黙もく。千早の眼光と、伍鈴の困った笑え顔がおが無言で相あい対たいする。

　やがて──伍鈴が、小さく肩を竦すくめるような動きを見せた。

「仕方ない、ですね……いつまでも千早様をその姿にしておくわけにもいきませんし。わかりました、返します〜」

　ほふぅ、と溜ため息いき。だが本当にフィアが声を取り戻すまで油ゆ断だんはできない。千早を捕ほ縛ばくしたまま見ていると、伍鈴は軽い足取りでフィアに近付いていった。フィアはしかめっ面になりながら、鉈なたを持っていないほうの片手で携帯を打つ。

「ええと……『返す　いいが、まさか　またあの方法なのか？』ですか。はい〜。普通の人間さん達ならば皮ひ膚ふに触れただけで大丈夫ですし、念じるだけですぐ返せるのですが、貴女あなた達のような人達相手では喉のどから直接吸うしかなくて、ですね〜。返すのも同じ手順を踏まないと駄だ目めなのです〜。というわけで、えいっ」

「……！」

　伍い鈴すずがフィアに抱きつき、その唇を奪うばう。フィアは、心の準備くらいさせろ！　と抗こう議ぎするように目を白黒させ、ばたばたと携帯を持った手を振り回していた。このはは呆あきれたような目になりながらも、何かがあればすぐ攻こう撃げきできるように伍鈴のすぐ後ろで手しゆ刀とうを構えている。

「んっ。ん……」

「もご……ん、ふ……」

　身体からだを震ふるわせていたフィアが、ややあって、どんと伍鈴の身体を突き飛ばす。そして、

「ん……ぷはあっ！　い、いい加減にしろ、このハレンチ巫み女こ二号！　ほ、本当にこんなことをする必要があるのか、本当は他ほかの手段があるのではなかろうな!?　そうだったら呪のろうぞ、呪いまくるぞ！」

　酸さん欠けつかそれ以外の理由か、顔を真まっ赤かにしたフィアは鉈なたをぶんぶん振り回して威い嚇かくする。だが不意にその動きを止め、おや？　と首を傾かしげる。

「ふ、フィア！　声が出てるぞ！」

「おお！　あー、あー、うー……ホントだ！　治った！」

　喉のどに手を当てて発声練習したフィアが、ばっと銀ぎん髪ぱつを揺ゆらしてこちらに視し線せんを向けてくる。嬉うれしそうな顔だったのは一いつ瞬しゆん、すぐにそれは邪悪に唇を曲げたものに変わり、

「ふふふ……よくもやってくれたな、ハレンチ巫女二号！　この私にあんなことをするとは、許しがたい！　実にまったく許しがたい！」

「あの〜、恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが……二号とは〜？」

「一号はそこで縛しばられておるあいつだ、なぜなら見た目がハレンチ巫女！　そして逆に行動がハレンチ巫女なお前が二号に決まっておろう！　いや呼び方などどうでもいい、どうしよう、どうしてくれよう……！」

「こらフィア、落ち着けって。とりあえず声は取り戻せたんだからいいじゃねえか」

「話が全すべて終わったわけではないが……一段落といったところか。やれやれ、馬ば鹿かげた騒さわぎだったな」

「う。しまった、今のを撮とり忘れた。しゃったーちゃんすじゃったのに……」

　ほっとしたような息を吐はき、錐きり霞かと黒くろ絵えも集まってくる。このはは肩を竦すくめ、

「話が終わったわけではない、というのは同感ですね……なんでこんなことをしたんですか、ただの嫌いやがらせですか？　それならそれでいいですが、呪い屋のこともまだ話が済んだわけではありませんよ」

「こらウシチチ、私は全然よくないぞ！　嫌がらせで済ませられるか！」

「おや〜、困りましたね。伍鈴達、まだ解放されないようです。どうします、千ち早はや様〜？」

　伍鈴が顔を動かしたのに合わせ、春はる亮あきも視線を千早に向ける。素す晴ばらしく不ふ機き嫌げんな表情で、千早はぶっきらぼうに呟つぶやいた。

「あのさぁ……どーでもいいけど、いい加減にこれ解ほどいてくれない？　つーか、何よりもまずあたしは早く家に戻って着替えたいんだけど。くしゅんっ」

「ああ、思い出しました。そのままでは千ち早はや様さまがお風か邪ぜを召してしまうかな、と思ったのが最後に折れた決め手だったのですよ〜。伍い鈴すずからも、お願ねがいできますか〜？」

　いろいろあって忘れていたが。

　千早はまだ水に濡ぬれた巫み女こ服ふくと透すけたＴシャツのままで、しかもその状態でベルトと髪に拘こう束そくされており──なんというか、見た目的に物もの凄すごくヤバかった。もし黒くろ絵えが持っていたあの暗黒カルタに和風バージョンがあれば間違いなく採用されているであろう感じに。

　勿もち論ろん、春はる亮あきはこのはが笑え顔がおで指をワキワキさせ始めたのを見た瞬しゆん間かんに目を閉じて災さい厄やくを免れようとした。

　残念ながら。あるいは予想通りに──

　それでも、ふしだらブロッカーという名の災厄を回かい避ひすることはできなかったのだが。




　　　　[image: ]




　ひとまず神かん主ぬしの家に戻る。神主は朝に仕事に行ってから帰ってきていないようだったので、千早が家の鍵かぎを開けた。大人数が入れる場所はとりあえず居間しかないのでそこに向かう。

「ああくそ、とりあえず着替えさせてよ」

「どうぞ。逃げられたら面めん倒どうですので、一いつ緒しよに行かせてもらいますけど」

「はいはい、好きにすれば。あんたもあたしの着替えが見たいレズだと思うことにするわ。メモメモ、っと……」

「なんで皮肉をわざわざ携帯にメモするんですか……」

「あたしの勝手でしょ。癖くせみたいなもんよ──つーか、ああもう、やっぱり腹が立つ！　あいつがあたしの居場所教えなけりゃ、こんな監かん視しとかされることにはならなかったのに！　あのクソ親おや父じっ……！」

　それはここまでの道中でも何度か吐き捨てていた罵ののしりの言葉だった。父親のせいで自分が捕まったことがどうにも我が慢まんならないらしい。

　思い出し怒りで不ふ機き嫌げんさを増大させた千早が、床ゆかを踏み抜かんばかりの大おお股またで居間を出ていく。このはが彼女を追っていくと、残されたのは春亮にフィア、黒絵と錐きり霞か。そして伍鈴。フィア達は監視の目を油ゆ断だんなく伍鈴に向けていたが、本人はのほほんと正座して古い型のテレビを眺ながめていた。テレビに映っているのは新年一発目のニュース番組。この早はや川かわ神社とは規模が段違いな大たい社しやの初はつ詣もうでの模様が映し出され、その様よう子すをキャスターが落ち着いた声で読み上げている。続けて気象情報のコーナー。やはり今日きようの夕方くらいからは強い雨が降るらしい。それまでには家に帰っていられるだろうか。

　この居間の造りは自分の家とほとんど変わらない。障しよう子じを開けば縁えん側がわがあり、その外にはすぐ庭がある。取り外し式の雨戸やガラス戸がないのだけが違っているが、障しよう子じを閉め切って暖房をつけていればそれは些さ細さいな違いだ。自分の家のような落ち着きを覚える。さらには抑揚のないニュースキャスターの声が合わさり、

（ふわぁ……フィアの声も取り戻せたし、安心したらちょっと眠くなってきたな）

　欠伸あくびを漏もらしていたとき、隣となりにちょこんとフィアが座ってくる。

「なぁ春はる亮あき、少し聞きたいことがあるのだが」

「ん、なんだ？」

　フィアは顎あご先さきに人差し指を当て、んー、と何かを思い出すように天てん井じようを見上げた。

「なんというか、さっきのハレンチ巫み女こ一号のことだ。奴やつは父親のことが嫌いなのか？」

「あー……どうだろうなぁ。確たしかに、あんま仲がいいとは思えない態度だけど。《あいつ》とか《クソ親おや父じ》とかいう呼び方しかしてないしな」

「クソ親父、ならお前もたまにホナツのことをそう言っておるではないか……むむ？　ということは……お前も、ホナツのことが嫌いということになるな」

　座ったまま腕組みをして、かくり、と身体からだごと首を傾かしげる。なんだかむず痒がゆい話になってきたぞ、と春亮は思った。家にも帰ってこないで世界中をフラフラしているあの父親については、簡かん単たんに好きとか嫌いとかの一言で片付けられるものではない。いや、そうでなくても、きっと普通の高校生にとって親は親としか言いようがなく、好きとか嫌いとかを意い識しき的てきに考えるようなものではない気がする。

（ああ……そっか）

　フィアは首を傾けたまま、こちらの顔をじっと見つめている。なんとなく理解した。これは、普通の高校生でもなければ普通の人間でもない、そんな彼女だからこその疑問なのだと。

　だが、その疑問に対する正しい答えは春亮の中にもない。だから素直に認めるしかなかった。

「まぁ……実際、わかんないんだよ。俺おれが親父のことどう思ってるかとか、あいつが親父さんのことをどう思ってるかとか。いろいろ複ふく雑ざつな要素があって、さ」

「そういうもの、なのか……？」

　まだ納なつ得とくのいかない様よう子すで、フィアはこちらから視し線せんを外した。今度は畳たたみに視線を落としつつ、独ひとり言ごとのように、

「私には……親というものが、おらんからな。なんというか──一般的な親子関係、というものがよくわからんのだ。言いい換かえるなら……私はきっと、親子、という概がい念ねんを正しく理解してはおらんのだろう。勿もち論ろん、人の話やらテレビやらで得た知ち識しきとしては知っておるが、実感としてわかっておるとは言いい難がたいな」

　どこか寂さびしそうに、フィアは笑う。諦てい念ねんと自じ嘲ちようが込められた、微笑。

「私が過去、実際に見てきた親子は──当たり前だが、常に私という暴ぼう虐ぎやくの前にいるものだった。自分はどうなってもいいから家族だけはと命いのち乞ごいをするか、家族は殺してもいいから自分だけは助けてと訴えるか、あるいは全員が平等に狂って死ぬか……パターンとしてはそんなところだな。そんな極限状況での親子関係が参考にならないであろうということくらいはわかるが、それだけだ」

「フィア……」

　ふと気付けば、黒くろ絵えと錐きり霞かの視し線せんもこちらを向いている。だが目を細めてフィアの言葉を聞いているだけで、二人ふたりとも何も言わなかった。自分に任せるということなのだろう。

「……大事なのは、これから、だろ。これからいろいろ勉強して、ゆっくりでもいいからわかっていけばいいと思うぞ。俺おれだって《親子とは何なのか》とかいう哲学的な疑問なんて考えたことねぇし」

「そうかもしれんな……む。いかんぞ、何やら辛しん気き臭くさくなってしまっておるではないか！　奴やつが着替えてくるまでの暇ひま潰つぶしでちょっと話でも、と思っただけなのに……これはあのハレンチ巫み女こ一号が悪いな！　神かん主ぬしは私達のために情報を教えてくれたのに、いつまでもぶちぶちと言いおるから！」

　場の空気を察したのか、フィアが無む理り矢や理りに声を明るくする。そのとき、黙だまってテレビを見ていた伍い鈴すずが不意に口を挟はさんできた。

「申もうし訳わけありません〜。千ち早はや様さま、伍鈴が出会ったときからお父上に対してはあんな感じでしたので〜。でも、ご母ぼ堂どうにはとってもお優やさしいのですよ〜？」

　む、とフィアは厳きびしい目で伍鈴を見やる。警けい戒かいするのもわかるが、伍鈴はフィアの声を返してからずっと大人おとなしいままだ。話くらいはしてもいいだろう。

「ご母堂って……お母かあさんのことか。神主さんから聞いたけど、入院してるんだろ？」

「みたいですね〜。伍鈴が千早様のものとなったときには、既すでにこの家にはいらっしゃいませんでしたが〜」

「ならば、どうして母親には優しいとわかるのだ？」

「千早様はたびたび、お着替えなどを持ってお見み舞まいに行かれますので〜。病院は通学路の近くにあるのですが、学校をずる休みした日でもお見舞いにだけは行かれたりするのですよ〜。伍鈴は基本的に病院の外で待っているのですけれど、ある日こっそり病室の窓を覗のぞいてみたところ、それはもう千早様は素敵すてきな笑え顔がおで〜」

「うーむ、信じられんな。それが本当だとすれば、態度がまったく逆ではないか。父親と母親で何が違うのだ……？」

「私もそれなりに複ふく雑ざつな家庭環かん境きょうだったから、あくまでも一いつ般ぱん論ろんで言うが──やはり男親から距きよ離りを取る女子というのは珍しくないと思うぞ、フィアくん」

「『いやっ！　パパのと一いつ緒しよに洗せん濯たく機きに入れないでよ、気持ち悪い！』とかいうやつじゃねー。がんば、世の中のパパさんー」

「よくあることなのか。ぬぬ、やはり難むずかしい……」

　再び腕組みをして眉まゆを寄せていたフィアが、そのとき何かに気付いた様よう子すで顔を上げる。チラチラと春はる亮あきの顔を見て、口を開きかけ、しかし逡しゆん巡じゆん。それを何度か繰くり返してようやく、

「その……春亮よ。前から聞こうとはしておって、そのたびにタイミングを逃のがしてきたというか、別にわざわざ聞くこともないかとスルーしておったことなのだが──」

　フィアが何を言おうとしているのか、予想はついた。別に隠かくすようなことでもなかったので、自分から軽く口に出してみる。

「ああ、俺おれの母親のこと？」

「そ、そうだ。いや、それほど興きよう味みがあるわけでもないから、別に話さなくても──」

　気を遣つかっているのだろう、もごもごとフィアは言った。しかしやはり関心は捨てきれない様よう子すで、こちらの表情をまた何度か窺うかがう。自然体で無言を保ってはいるが、錐きり霞かも急にそわそわとこちらに視し線せんを向けてくるようになっていた。

　そんな大おお袈げ裟さな秘密でも何でもないんだけどな、と春亮は苦笑し、

「違うぞ、こっちこそ話すタイミングがなかったっつーか、あまりに縁えんがなかったからあえて話す必要もなかったっつーか。えとな、俺が物心ついたときにはもう家にはいなかったんだよ。普通に離り婚こんって親おや父じから聞いたぞ。こんな放ほう蕩とう人にんが相手じゃしょうがないよな、って感じでスゲー納なつ得とくして、それで終わり」

「では……会ったこともないのか？」

「ないなー。でも最初からいなかったから、特に悲しいとかそういうのはないんだ。向こうも今はどっかで新しい暮らしをしてるはずだし、あのクソ親父のことを忘れて幸せになってくれてたらいいな、って思うだけだよ」

　数秒の無言。次に聞こえてきたのは、黒くろ絵えのひどく優やさしい声だった。

「なら──対抗して、ハルも幸せにならんとね。うちらも、そのためならいろいろ努力は惜しまんよ」

　フィアより古株の黒絵達は、前から母親のことを知っていた。だから驚おどろきも困こん惑わくもなく、ただ静かに微笑で言ってくれる。春亮は頭を搔かきつつ、

「幸せ、とかいうのは大袈裟だけどさ……まぁ俺は、特に今の暮らしに不満とかはないよ。だから、別にお前らも気にすることはなくて、だな」

「よし、努力は惜しまんと言った手前、うちがまず率先して身を張ろう！　ハル、我が慢まんせんで……うちのこと、《おかあさん》って呼んで甘えてきてもええよ？　ささ、うちの胸に飛び込んできて！」

　カモン！　というように両腕を広げる黒絵。今までの空気はいささか気き恥はずかしく、フィア達に気を遣わせているのがなんとなく心苦しくもあったのだが、その空気が一いつ瞬しゆんでいつものものに戻る。心の奥で黒絵に感かん謝しやしつつも、

「呼ばねえよ！　明らかに見た目のバランスが変だろ、その親子関係は！」

「えー。なるほど、わかった。やっぱりハルはこのさんみたいなのをおかあさん役に求めちょるんじゃね。あの零こぼれんばかりの母性の象徴がなくてはダメとは、やっぱりハルはおっぱい派と判断するしか……」

「いや、このは相手でも呼ばないから！」

「ウシチチのことはどうでもよいが……よくよく考えれば、お前のことは知っているようで知らんのだな。よし、いい機き会かいだ。暇ひま潰つぶしにもっと聞かせてもらおうではないか」

「な、なにを？」

　なぜか正座スタイルで座り直し、フィアは前傾姿勢になってその顔を近付けてきた。表情は真剣で、同時に多少不満げなようにも見える。

「いろいろだ。クロエやウシチチは知っておるのに、私だけ知らんことがあるというのは、なんというか不公平だぞ！　だから教えるのだ。母親のことだけではなく、ホナツとのこととか、夜や知ちという家のこととか、お前はどんな子供だったのかとか！」

「ナイスアイデアじゃね。うちが来たのはハルが中学生のときじゃったから、小学生のときのこととかには興きよう味みがあるよー。聞きたいことはいっぱいあるねぇ、どんな恥はずかしいイタズラしたことがあるん？　初恋は保育園の保母さんじゃった？　それから、ええと、何歳まで親とお風ふ呂ろに──っていうかハル、このさんと一いつ緒しよにお風呂入ったこととかあるんかしらん？」

「な、なんだと、馬ば鹿かげている！　それは私も聞かざるを得ないぞ、正直に答えろ夜や知ち！　いや、これは別にお前の子供時代に興味があるというわけではなく、単にクラスメイトの生おい立たちなどをより深く理解することがクラス委員長としての役割に有益だからであって──」

　なぜか黒絵と錐きり霞かも乗ってきた。特に錐霞は興きよう味み津しん々しんの様よう子すだ。

「むー、惜しいねぇ。ここが家じゃったらテキストとしてアルバムとか開きながらハルに話を聞けるのに」

「あ、アルバム……そうか、そんなものが……！　そこには、ああ、半ズボンの夜知の写真だったり、三さん輪りん車しやに乗った夜知の写真だったりが──ば、馬鹿げている！　今度家に行ったときには忘れずに見せてもらおう！」

「だがとりあえず今は話だ、春はる亮あき！　ほら、早く話せ話せ！」

　フィアが畳たたみをばしばし叩たたいて急せかしてくる。正直なところ、物もの凄すごく恥ずかしかった。自分の子供時代の失しつ敗ぱい談だんを話すなど羞しゆう恥ちプレイ以外の何物でもない。特に今は人の家なのだ。のほほんとこちらを見ている、今日きよう出会ったばかりの伍い鈴すずの前では恥ずかしさも倍増する。

　さてどう逃げるべきかと考えて──結局、よくある手段しか思いつかなかった。

「ええっと……その前に、俺おれ、ちょっとトイレ借りてくるな」

「むっ。ハレンチ小僧め、逃げるか！」

「逃げない逃げない。ホントにただのトイレだ」

「ならば仕方ない……忘れておったが、ハレンチ巫み女こ一号は着替え中だったな。覗のぞくなよ」

「覗のぞかねぇよ！　このはがいるだろ、続けざまにふしだらブロッカーを食らったら俺おれの身が危ない……！　まだ目がヒリヒリしてんだ、誰だれかに頼まれてもあいつの部へ屋やには近付かん」

「だったらよいがな。とにかく話はまだ終わっておらんのだ、早く帰ってこいよ！」

　そうしてなんとか居間を脱出。泊めてもらうときに神かん主ぬしさんに教えられていた場所を思い出しつつ、薄うす暗ぐらい廊下を歩いてトイレに向かう。人の家を歩くと自然に足音を殺してしまうのはなぜなのだろう、とかどうでもいいことを考えながらトイレに到着し、

（ふー。なんか予想外の話の流れになったけど……ま、テキトーに誤ご魔ま化かしてればそのうちこのは達も帰ってくるだろ）

　狭い空間に安あん堵ど感かんを覚えながら、ゆっくりと用を済ませる。千ち早はやと伍い鈴すずに対してはまだ本題が残っているから、このは達が帰ってくれば子供時代がどうこうとかいう無む駄だ話ばなしをする余裕はなくなるはずだ。そのまま自然消滅するのを期待しておこう。

（で、あいつらが帰ってきてからすることは……事情を聞いて、なんとか呪のろい屋やなんてことを止やめさせる、って感じか。一ひと筋すじ縄なわじゃいかなそうだけど……ま、声を取り戻すために待ち伏せして戦って、とかやるよりはなんぼかマシだな）

　今後のことを考えつつ、春はる亮あきはトイレを出る。そして歩き出そうとしたところで──

　きし、と廊下の床ゆか板いたが軽く軋きしむ音。

　顔を上げる。

　薄暗い廊下に誰かが立っている。春亮を待ち受けていたかのように。

　心しん臓ぞうが飛び出るかと思った。理解できなかった。なぜ。

　なぜ、居間でフィア達に監視されているはずの伍鈴が一人でここに立っているのだ？

　──しかも、全裸で。

「な……！」

　一歩後ずさりする。穏おだやかな笑えみを浮かべた伍鈴は身体からだのどの部分も隠かくそうともせず、ただ一歩近付いてくる。さらに一歩。また一歩。春亮の背中が廊下の突き当たりの壁かべに触れた。もう下がれない。伍鈴はまだ近付いてくる。なぜ。見てはいけない。目を瞑つむる。瞑っていいのか？　相手の目的もわからないのに？

　一度瞑った瞼まぶたを、なんとか開こうとする。だがその瞬しゆん間かん──柔らかな重みが春亮の全身を包んだ。伍鈴に抱きすくめられた。薄目を開いて見えたのは、彼女の長い髪と、その髪を滑なめらかに滑らせる白い背中。それ以上視し線せんを下には動かせない。

「……」

　伍鈴は何も喋しやべらなかった。くすり、と微笑のような吐と息いきが耳に触れただけ。

　彼女はそのまま、春亮の耳たぶをかぷりと咥くわえ、ちろりとその舌を動かし──

（あ……？）

　急きゆう激げきな脱力感。
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　そして春ある亮あきの視界は暗転した。




「春亮……おい、春亮！」

　フィアの声が聞こえる。目を開けると、意い識しきを失う前にいた廊下の床ゆか板いたが見えた。そこに流れる銀ぎん髪ぱつを辿たどって視し線せんを上に向ければ、そこにはフィアの顔がある。

「あまりに遅いから見に来てしまったではないか。どうしたのだ、なぜこんなところで寝ておる？　いくらあまり寝ておらんからと言っても、こんなところで寝ておると風か邪ぜを引くぞ。それともやはり、一号の部へ屋やを覗のぞきにいってウシチチに折せつ檻かんされたか」

　んなわけねぇだろ！　と言いつつ立ち上がる。違和感。フィアの怪け訝げんな瞳ひとみ。

　もう一度、口を開いてみる。俺おれ、どんくらい倒れてた？

「……」

　フィアの瞳がさらに険けわしくなる。春亮は自分の喉のどに手を当て、愕がく然ぜんと悟った。

　今度は自分の声が奪うばわれたのだ。
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　居間に戻ったときには、既すでにフィアの手には螺ら旋せん槍そうがあった。

「貴き様さまっ！　どういうつもりだ！」

「ど、どうしたフィアくん？」

「穏おだやかじゃないねぇ。何かあったん？」

「あったどころではない！　今度は──春はる亮あきが声を出せなくなったのだ！」

　錐きり霞かと黒くろ絵えが目を見開く。その視し線せんに春亮は頷うなずいた。だが腑ふに落ちないこともある。それは錐霞達も同じだったらしく、

「しかし──こいつは、ずっとここにいたぞ」

「んむ。一秒たりとも目を離はなさんかった、とは言わんけども……少なくとも、この居間からは出ちょらんよ？」

　伍い鈴すずは春亮がトイレに行ったときと変わらず、穏やかな顔で正座したままテレビを眺めていた。さすがに今はドリルを突きつけるフィアに視線を動かしていたが。

「なんだと？　むぅ、よく考えれば春亮が何かをされたのはトイレに行ってからで、確たしかにそのときにはこいつはここにいたし……私が春亮を捜さがしに行ったときも……どういうことだ？」

　本当に、どういうことなのか。あれは本当に伍鈴だったのか。薄うす暗ぐらかったし、今思い返すとはっきり断言していいのかどうか迷いが生じてくる。そもそも全ぜん裸らである意味がわからないし……ひょっとしたら、記き憶おくのどこかの部分からは倒れた後の夢だったのかもしれない。

「なあ春亮、当然のことすぎて聞かなかったが……誰だれがお前の声を奪うばったのだ？　やはりこいつか？」

「……」

「そうか、答えようがないな。ならば──そうだ、これを返しておこう。立場が逆転してしまったな」

　と、フィアが携帯を返してくる。ボタンを押すのにもどかしさを覚えつつ、春亮はメモ帳を開いて文字を入力した。

『そいつだと思うけど　あんまり　自信ない。ずっとここにいたんなら、俺おれの見間違いかもしれないし』

「ううむ、はっきりせんな……」

　フィアが携帯を覗のぞき込み、眉まゆを寄せたときだった。縁えん側がわのほうから足音が聞こえてきて、

「ああ、寒いわ……お風ふ呂ろが沸わいてたら速攻で入ってるわよ。このボロ家はただでさえ隙すき間ま風かぜが多いのに。あっ、いつのまにかこの障しよう子じにも穴が開いてるし。サイアク」

「いくらなんでもお風呂の時間までサービスするつもりはありませんよ。わたし達だってさっさと用事を済ませて帰りたいんです……って、ど、どうしました!?」

　縁側に繫つながる障子を開け、このはと千ち早はやが帰ってきた。千早は濡ぬれた服を着替えてきたようだったが、今着ているのも同じデザインの巫み女こ服ふくだった。予備まであるとは。

「どうしたもこうしたもあるか。今度は春亮の声が奪うばわれた」

「なんですって……!?」

　ぎらり、とこのはの目が細められた。フィアにドリルを突きつけられている伍い鈴すずを睨にらむ。

「春はる亮あきがトイレに行った隙すきを突かれたのだ。だが、キリカやクロエはこいつを見張っておって、こいつはこの居間から一歩も出ておらんという。よくわからん状況だ……」

「ま、待ちなさいよ！　一歩も出てないんなら伍鈴がやれるわけないでしょ、それでなんでその物ぶつ騒そうなモン突きつけてんのよ!?」

「一歩も出ておらんからと言って、春亮の声を奪うことができないとも限らんだろう。まだこいつには他ほかの能力があるのかもしれん。触ふれなければ声が奪うばえないとか言っていたのは噓うそで、実は遠隔的に声を奪う方法があったりな。だから聞くぞ、はっきりと答えろ……春亮の声を奪ったのは、お前か？」

　伍鈴は今の今まで、いつも通りの笑え顔がおのままでのほほんとフィアの凶器の先端を眺めていた。

　だから。

　その言葉が、笑顔のままで発されたのも──当然のことだったのだろう。

「はい、そうですよ〜？」

　あまりにあっさりしすぎていて。あまりに簡かん単たんな自白すぎて。春亮はその発言を受け止めるのに一いつ瞬しゆんの時間を必要とした。だがフィア達は必要としなかった。

　ドリルが突き込まれる。このはがテーブルを飛び越えて躍おどりかかる。黒くろ絵えが髪を、錐きり霞かが革ベルトを伸ばす。

　しかし──その瞬しゆん間かんに為なすべきことがわかっていたのは、フィア達だけではなかったようだった。彼女達のどの攻こう撃げきが伍鈴を捉とらえるよりも早く、

「……ぶわっ!?」

　庭からの突風。

　障しよう子じが吹ふき飛び、テーブルが持ち上がり、古いブラウン管テレビがずるりとテレビ台から滑り、居間の戸と棚だながけたたましく倒れる。春亮も当然のようにバランスを崩くずし、背中を壁かべに打ち付けた。同時に千ち早はやの身体からだが飛んでくるのが見え、慌あわてて抱だき留とめてやる。

「い、いた……こ、このエロ坊主！　どこ摑つかんでるのよっ！」

　不可抗力だっ！　と叫ぶが、当然のように声は出なかった。

　フィア達は吹き飛んではいないが、突然の突風に動きを止められている。動いていたのは伍鈴だけだった。庭から居間に向かう乱気流の中、彼女だけが利用できる逆向きの風の流れがあるかのように、ふわりと巫み女こ服ふくをはためかせて伍鈴は庭へと飛び出す。

「ハレンチ巫女二号め……また繰くり返すつもりか！」

「はい〜。いろいろ考えた結果、やはり伍鈴はこうするべきだという結けつ論ろんに至りましたので〜。千早様もちゃんとお着替えになられたようですし、もう悠ゆう長ちようにやっている場合ではなさそうですし〜」

「わけがわからん……やはり、声を奪うばうのはただの嫌いやがらせなどではないな!?　何が目的だ！」

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、それは千ち早はや様のためです〜」

「だからねぇ──それが、あたしにはわかんないってのよ！　あんたがよくわかんないことで大おお暴あばれするたびにあたしはひどい目に遭あうの、わかる？　この愚ぐ図ず、あたしの奴ど隷れいなら言うこと聞きなさい！」

　庭にいる伍い鈴すずに向けて、まだ春はる亮あきの腕の中にいる千早が叫ぶ。フィアはそちらを軽く見やり、

「その通りだ。よいか、今貴様の主人を捕まえているのはビックリするほどのハレンチ小僧。今はまだハレンチに抱だき締しめているだけだが、いつ理性が飛ぶかわからんぞ。そうなれば誰だれにも止められん。いつあの手がハレンチな巫み女こ服ふくを剝むき、太ふと股ももをまさぐり、息を荒げて眼鏡めがねのレンズをべろべろ舐なめ回すか……！　貴様は今まで見たこともない特殊な凌りよう辱じよくを目まの当あたりにすることになるであろうな！　それが嫌なら逃げるな、大人おとなしく春亮の声を返せ！」

「……（しねぇよ）！」

「す、スゴイ目で口をパクパクさせてる……！　ちょっと伍鈴、こいつは本気っぽいわ！　こんなエロ坊主に犯されるなんて絶対嫌よ、早く助けなさい！」

　手中の千早が大暴れする。誤解を解きたいところだが、今は携帯を打って画面など見せている暇ひまはない。そもそも手を放はなせば伍鈴のところに駆かけ寄ってしまうかもしれない。フィア達はいつ伍鈴に飛びかかるかチャンスを窺うかがっているところなのだ、危険すぎる。

　だが、じりじりと歩を進めて居間を下りようとしていたフィア達の足がふと止まる。何があったのか、と思ったとき──春亮の耳に、その声が届いてきた。

「こ、これは……？」

　居間の惨状に立ちすくんでいるのは神かん主ぬしだった。休きゆう憩けいか忘れ物かは知らないが、このタイミングで帰ってくるとは……運が悪すぎる。

　誤ご魔ま化かしようもなかった。無む茶ちや苦く茶ちやになった居間。一人ひとり庭に佇たたずむ伍鈴。千ち早はやを抱だき留とめている春亮。そしてフィア達はそれぞれが異常な姿を見せている。このははともかく、フィアのドリルに錐きり霞かのベルト、黒くろ絵えの髪は言いい訳わけが利きかない。

　フィアは何かを決意するように息を吐はき、横目で神主を見やった。

「わけがわからんだろうが──軽く説明しておこう。簡かん単たんに言えば、私達は呪のろわれた道具だ。呪われすぎて意志と人の姿を得た道具だ。あの伍鈴という女もそうで、あいつは春亮の声を盗んだ。だからオシオキして取り戻そうとしている。それだけだ」

「泊めてもらったときに話した、盗まれたもの、というのは声です。今け朝さ方がた盗まれていたのはこの子の声で、それは取り戻しましたが……性しよう懲こりもなく、また悪さをしたんですよ」

「な、何を、何の話を……千早……？」

　神主が困こん惑わくの表情でこちらを見やる。千早は不ふ機き嫌げんそうに舌打ちして、神主の視し線せんから顔を背けながらぶっきらぼうに言った。

「あんたにゃ理解できないかもしれないけど……本当のことみたいよ。わかった？　わかったんならどっか行って。関係ないから。邪じや魔まだから」

　だが神かん主ぬしは動かない。まだ困惑した目で立ち尽くし、一同を見回していた。そこではっと何かに気付いたかのように、

「あ……声を、盗んだ……まさか……」

「どうしたのだ、神主」

「報告が、あったんです。境けい内だいで倒れた人がいて、すぐに気付いたんですが──その。何かのショックで、声が出なくなっているようだ、と」

「なんだと……!?」

　フィアが表情を険けわしくし、さらに強く螺ら旋せん槍そうを握にぎり締しめる。

「お前、もしや、他ほかの人間の声も奪うばったのではなかろうな！」

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが……その通りです〜」

　にこり、と伍い鈴すずは笑って言った。

「しかし命に別条はないですよ〜？　まあ貴女あなた達とは違って、普通の人間様達は声を盗とられるときに多少のショックがあるらしく、そのせいで倒れてしまうみたいですが〜」

「ふ──ふざけるな！　なぜそんなことをするのだ！」

「伍鈴っ、この愚ぐ図ず！　まさかとは思ったけど、そういうこと……？　あたしの声だけじゃ足りないっていうの？」

　千ち早はやが愕がく然ぜんと呟つぶやく。年とし頃ごろの女の子には似つかわしくない、今までずっと聞いていた、低くしゃがれた声で。

「え〜と、厳げん密みつに言えば少し違うのですが〜。まぁ、当たらずも遠からじかと〜」

「なに、やってんのよ……なにやってんのよ！　約束が違うでしょう、あんたはあたしの奴ど隷れい！　手下！　言うこと聞くはずでしょ！　変なことするのを止やめて戻ってきなさい！」

「止めません」

　伍鈴ははっきりと言った。な、と千早は口を開いて動きを止める。

「はい、伍鈴は千早様の為ために在るモノです。奴隷で手下のような道具です。ですけど、だからこそ〜……こうしなければならないのです。千早様の願ねがいを叶かなえるために、千早様の大事なものを守るために。伍鈴は、伍鈴という道具として千早様のお役に立たねばならないのです〜」

　その言葉を聞き、フィアは唇を嚙かみ締しめていた。このはも黒くろ絵えも──つまりは、伍鈴と同じ立場である全員が、同じ表情を浮かべていた。

　そして伍鈴が、一歩後退する。フィア達を牽けん制せいするように、腕を前に伸ばしつつ。

「ま、待ちなさいよっ！」

「そ、そうだ！　いいのか、ハレンチ巫み女こ一号はこちらの手にあるのだ！　この父親が卒倒しそうなほどハレンチな凌りよう辱じよくが始まるぞ！」

　神かん主ぬしさんの前でそんなこと言うな！　と絶叫したいところだったが、声は出ない。だからただ、春はる亮あきは伍い鈴すずの声を聞くしかなかった。

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが……伍鈴、わかっております。貴女あなた方はそんなことはしないと。もしやるつもりならば既すでにやっておられるでしょう。だから安心です〜」

「安心な、わけがっ……！」

　千ち早はやがなおも呻うめくが、伍鈴は笑え顔がおで首を傾けただけだった。慈じ愛あいに満ちた姉のような目で千早の顔を眺め、

「それでは千早様、しばしの失礼を〜。舞まいのほうは伍鈴がいなくてもよろしくお願いしますね〜。千早様のためですし、サボればすぐにわかりますよ〜？」

　伍鈴は踵きびすを返し、庭の向こうにある林に走り込んでいった。フィア達が追おうとするが、最後に再びの突風。居間の中まで届く風圧に春亮が目を閉じ、そして目を開ければ──既に伍鈴の姿は見えなくなっていた。

　フィアが舌打ちし、このはが拳こぶしを握る。錐きり霞かは厳きびしい目でいつもの口くち癖ぐせを呟き、黒絵は肩を縮ちぢめて嘆息していた。神主は理解が追いつかない様よう子すで呆ぼう然ぜんとしており、そして千早は。

「あたしのため、で、あたしを、見捨てるの……ふざけんじゃ、ないわよ……！」

　と、顔を俯うつむかせて呟いていた。いつまでも抱だき留とめているわけにもいかなかったので、春亮はそろそろと手を放はなして彼女を解放する。

　その瞬しゆん間かんに肘ひじ打うちが飛んできた。

　それが、さんざんフィアが脅おどした凌りよう辱じよくを恐れてのことか、それとも単に自分の苛いら立だちをだだっ子のようにぶつけてきたものかはわからなかったが──とにかく、痛かった。







　第三章 「巫女は誰が為に舞うか」/ "Surely, for the man who lost(found) the words"
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　とりあえず、そのまま早はや川かわ家けの居間で作戦会かい議ぎをすることになった。破れて吹ふき飛んだ障しよう子じやら何やらが痛々しいが、適当に隅に寄せて一同が座れるスペースを確かく保ほする。

「本当の話、なんですね。ああ……世の中には、不ふ思し議ぎなことがあるもので……」

　話し合いの状態を作ってまず行ったのは、神かん主ぬしに対する再度の説明だった。あれだけばっちり見られてしまっては仕方がない。すぐにとはいかなかったが、最終的に神主は春はる亮あき達の話を信じてくれた。その目でフィアの螺ら旋せん槍そうがルービックキューブに戻ったり黒くろ絵えの髪が動いたりしたのを見たことで、もはや信じるしかないという胸中になっていたのかもしれない。真ま面じ目めそうだし、性格的にこのことを誰だれかに言いふらしたりはしないだろう。

「わたし達について納なつ得とくしていただけたのなら結構です。できるならあまり人に喋しやべりたいことでもありませんが、この状況であれば仕方ないでしょう……勿もち論ろん、これからの問題はいかにして伍い鈴すずさんの声強ごう盗とうを止めるかということです。あの口ぶりからして、今後も犯行を続けるつもりなのは間違いないです。神主さんにも協力してもらわないといけません」

「ええ……それは、勿論。私にできることなら」

「初はつ詣もうで客にもう被害が出てしまっておるからな。絶対に止めねばならん。ならんのだが……」

「いかんせん、私達には情報が少なすぎる。最も彼女に詳しい人間に話を聞きたいところだ」

　錐きり霞かの視し線せんの先には千ち早はやがいる。彼女は春亮達に背を向けて縁えん側がわに座り、俯うつむいたまま携帯を弄いじっていた。全すべてを拒絶するように。

「おーい。協力してもらいたいとこなんじゃけど、どうかなー」

「……」

「むー、無視とはヒドイ。それはうちの超絶秘技が炸さく裂れつするフラグじゃね……涙が出るほどくすぐりますよ？」

　さわさわ、と黒絵が髪を動かして千早の肩を撫なでると、彼女は一いつ瞬しゆんびくりと肩を跳はねさせてから、うるさそうにその髪を手で払った。それからもしばらく携帯を弄っていたが──一同の視線がその背中から離はなれないことに気付いてか、疲れたように大きく嘆息。

「……何が聞きたいのよ」

「何でもです。知っていることを話してください」

「何でも、ねぇ。あいつは呪のろわれた鈴で、一月前くらいにうちの倉庫で見つけた。で、持ち主になってくれないかって頼まれたから手下にしてやったの」

「彼女の呪のろいや能力については？」

「さあ？　元々どこかの神社で使われてたものとか言ってただけで、詳しい由来なんて聞いてないわ。巫み女こっぽく神かみ様さまにお願ねがいする、みたいな体ていで風とか起こせるのは聞いてたけど。呪いは……さっき言ってたの聞いたでしょ。あたしのこのガラガラ声。好きに使える手下と引ひき換かえなら別にいいか、って感じだわ」

「よくはないだろう。あいつを所有しておる限り、お前の声はずっとそのままだぞ。いや、それどころか呪いが強まるにつれてもっとひどいことになってしまうかもしれん。呪いを甘く見るな──そうだ、元々それを言いたかったのだ、私は」

　腕組みをしたフィアは、千ち早はやの背中をじっと見つめて続けた。

「呪いを浴びた道具はそれ自体が呪いを発するようになり、それに被害を受けた人間がさらなる呪いの念を発する──それはどこまでも益のない無限ループだ。たとえ始まりが子供のお遊びのような、ただの儀ぎ式しきのような呪い行為だとしても、それはけっしてよいことではない。だから呪い屋などするべきではない。なぜあんなことをしている？」

「それは、今は関係ないでしょ？　ほっといてよ」

　冷え冷えとした声で、千早はフィアの言葉を拒絶する。

「呪い屋……？」と神かん主ぬしも首を傾かしげて千早を見やったが、彼女は当然のようにそれも無視した。予想はしていたが、彼も娘がやっていることは知らなかったのか。父娘の断絶はやはり根深いらしい。

　何にしても、千早はこれ以上呪い屋の話をする気はないようだった。仕方ないな、というように錐きり霞かが一つ頷うなずき、

「ともあれ……呪いと、声、か。ヒントはその辺あたりにありそうだな」

　話が戻ったせいか、千早はつまらなさそうに鼻を鳴らして答えた。

「でもあたしは、ホントに伍い鈴すずがどうしてあんなことしてるのかはわかんないわよ。あたし以外の人の声をどうこうできるなんて、今日きよう初めて知ったんだし」

　それも噓うそではなさそうだ。あの池の前で二人ふたりを確かく保ほしたときも、千早は「どうしてそんなことを」と勝手な行動をした伍鈴に憤いきどおっているようだった。あれが演技ということはありえないだろう。

「ぬう。なかなか欲しい情報は増えんな……」

「だからと言って何もしないでいるわけにはいきません。これ以上の被害が増えるのは止めるべきですし、それ以上に──絶対に、春はる亮あきくんの声は返してもらいます」

　このはの声は静かだったが、そこにはぞっとするほどに真剣な響ひびきが込められている。このはの本気の怒りを春亮は感じた。正直、彼女が手を乗せているテーブルはいつ真まっ二ぷたつになってもおかしくない気がする。そして苛いら立だっているのはこのは以外の三人も同じだった。

「無む論ろんだ。せっかく春亮の昔の話を聞けるところだったのだぞ。一刻も早く取り戻し、続きを聞かせてもらわねばな」

「そうでなくとも、声を出せないなどというのはこれ以上なく馬ば鹿かげている。なんとかせねばならない……その必要があるならば、少しばかり手荒な方法を使ってでも、だ」

「同感じゃね。なりふり構ってる場合でもなさげ」

　彼女達は自分のために怒ってくれているのだ。全すべてを彼女達任せにはできない。春はる亮あきは思考を巡めぐらせる。情報。ヒント。伍い鈴すずが何をしようとしているか。声を奪うばおうとしている。何のためにかはわからない──だが、いや、そうだ。誰だれの声でもいいのか？

　思いつきを携帯に打ち込んでみる。テーブルの上に差し出すと、

「『声を盗とられた人　共通点は？』ですか……なるほど。手当たり次第にやっていいのなら、今までの間にもっと被害が出ていてもおかしくはないかもしれませんね」

「うむ、そのセンからも考えてみるべきかもしれんな。だが、今まで被害に遭あったのは、この私に、春亮に……」

　錐きり霞かがその後を継つぎ、ちらりと視し線せんを動かす。

「もう一人ひとりは、さっき神かん主ぬしさんが言っていた一般人か。神主さん、その人はどうしました？」

「すぐに意い識しきを取り戻して、もうお帰りになったと思いますが……しばらく様よう子すを見て、それでも声が出なかったら病院に行く、と」

「じゃあ会えんか……しょうがないねぇ。ちなみにどんな人じゃった？」

「はぁ。ええと、確たしか若い女性で、男性との二人ふたり連づれで、長い髪で……すみません、こんなことになるとは思わなかったので、よく覚えてはいないのです。あとは、そうですね──まぁ服装は派は手でめで、男性の方は髑どく髏ろ柄がらのジャンパーで……」

　黒くろ絵えがぴくりと眉まゆを動かし、さらに聞く。

「《Go To Hell!!》とか背中に書いてあった？」

「ええ……そう言われれば、そんな感じの英語があったような気も」

　春亮も頭の中で何かが引っ掛かった。黒絵が言った通り、あまり神社にはふさわしくないそんな革ジャンをどこかで見た覚えがある。どこで見たのだったか……？

「このさん、覚えちょらん？　うちらの後でおみくじ引いた人」

「あ。そうでした、そんな感じの人達でしたね。なんか理不尽にがっくり来たので覚えてます。確かフィアさんがおみくじ引いて、その後でそのカップルさん達が引いて、女性の方が《鬼大吉》出して喜んでて──」

「……私と春亮も鬼大吉だったな」

　何気ないフィアの呟つぶやきに、一同はテーブルの上ではっと顔を見合わせた。一いつ瞬しゆん遅れて、フィアも自分の発言の意味に気付いてぱちぱちと瞬まばたきする。

「ま、まさか、そういうことか？」

「意味がわかりませんが、三人が三人ともそれを出しているというのは……考こう慮りよすべきでしょうか」

「それに──フィアくんが声を奪うばわれる直前の話だ。あの女は妙なことを言っていたな。気になったから覚えている……《みな運気が良い》とか。それから私達のおみくじの結果を言い当てていたぞ」

　そうだ。春はる亮あきも覚えている。おみくじの結果を知る能力でもあるのか、と少し疑問に思っていた。

「では、彼女には《人の運気を察知できる能力》があると仮定しましょう。運がいい人が大吉を引く。もっと運気のいい人は大吉以上のものを引く……もし彼女が誰だれかを選えらんで声を奪っているのだとすれば、勿もち論ろんそれは彼女にとってそのほうが都つ合ごうが良いからでしょうし、そうでなくてはならないからでしょう。つまり彼女は《運気が良い》人の声を求めているのかもしれません」

「うむ。鬼大吉を出した奴やつの声を狙ねらっておる、という推理は成り立ちそうだな……で、私達はどうすればよいのだ？」

「そこですね。運気が良いか悪いかなんてわたし達にはわかりませんし。おみくじを利用する……？　いえ、そもそも神社から外に出てしまったのなら意味が……」

　そんなことをこのはがぶつぶつと呟つぶやいていたときだった。

「……あいつは神社からは出ないわ」

　千ち早はやの声。相変わらず縁えん側がわで背中を向け、携帯を弄いじっていたが──今までの会話は聞いていたのだろう。伍い鈴すず捜しに協力してくれる気があるのかないのか、今になってもよくわからない。

「どうしてです？」

「この辺りを案内したことなんてないから、土地勘はないはずよ。通学路を知ってるくらいがせいぜいね。それ以前に──あいつはあたしとの繫つながりが強いらしくて、あんまりあたしがいる場所から遠くには離はなれられないって言ってたわ」

「なるほど。ならばやはり、今一番人が多いこの神社の中で犯行に及ぶのが自然ですね……」

　このはは一つ頷うなずき、考えを纏まとめたようだった。錐きり霞かや黒くろ絵えと意見を交かわしながら、疑問が出れば神かん主ぬしに聞き、今後の方針を決めていく。被害を出さないために。この自分の声を取り戻すために。

　ありがたいと思った。やはり彼女達は頼りになる。だが頼りっぱなしというわけにはいかない──春亮も携帯を打ちながら会話に参加する。神主に問いを発する。鬼大吉の確かく率りつ。神社の境けい内だいの構造。すべきことが少しずつ固まってくる。

（けど……これってやっぱり、人海戦術みたいなもんだな。結局、伍鈴の動きを待つってことだし。欲を言うなら、もっと人手が欲しいところだけど……）

　だが、今は一刻も早く動き出すべきときだった。今こうしている間にも伍鈴が新たな犯行に及ぼうとしているかもしれない。ないものねだりをしても仕方ないか、と春亮が嘆息したときだった。

　発言のために文字を打っていた携帯が、不意に着信音を奏かなでた。一同の視し線せんに目で謝しや罪ざいを返しつつも、届いたメールを開いてみる──それは年が明けたばかりの深夜、錐きり霞かを初はつ詣もうでに誘さそうのと一いつ緒しよに彼女達に送っていたメールへの返信だった。今まで返事がなかったので忘れていたが──

『あけましておめでと〜！　白しら穂ほが紅白見ながら寝ちゃったから、ボクも釣つられて寝オチしちゃってたよー。初詣のお誘いに返事できなくてごめんねっ。さすがにもう済ませて家で寝ちゃってるかなっ？　乗り遅れちゃったけど、ボク達も今から行くよ〜。暇ひまだったら帰りにおうちに挨あい拶さつに寄ろうかな？　そう言えば白穂の寝顔はいつも可愛かわいいけど、昨日きのうの紅白見ながら寝てた白穂はいつにもまして無防備でもうぎゅ〜っとしちゃいたくて実際しちゃって──』

　文字制限ギリギリまで続けられるノロケ文面を流し読みし、春はる亮あきは目を閉じた。悪い。本当に悪い。新年早々マジで謝あやまりたい。実際ここで謝っておこう。

　春亮は携帯の画面に対して掌てのひらを立て、すまん、と謝罪の念を送った。それから、寝顔が可愛い（らしい）彼女が破は魔ま矢やをこちらの目玉に突き立てようとしてきたときの回かい避ひ方法を脳内でシミュレーションしつつ、再度開いたメモ帳画面に短い文章を打つ。そして怪け訝げんな顔でこちらを眺めていたこのはに携帯を渡した。

『悪いけど、電話してくれないか？　被害は全部俺おれが受けるから』
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　恐ろしいことに、予想が当たった。

　こちらの顔を見るなり、彼女は持ってきた破魔矢で無言のままこちらの目を突いてくる。

「……！」

「ちっ」

　シミュレーションの甲か斐いあってなんとか回避したが、超恐ろしい。というか新年の第一声が舌打ちというのはいろいろ間違ってはいないか。

「し、白穂ー！　危ないよ、危なすぎるよ!?」

「そうね、これは危き機きだわ。下劣な人間が私達のことを便利屋か何かだと思っている可能性があるというのは。新年でキリもいいし、今ここで縁えんを切っておかない？　多た分ぶん、この人間を墓の下に放り込むのが一番生命的な意味で縁が切れて素敵すてきだと思うんだけど」

「す、すみません……なんというか今は一刻も早く人手を集めたくて、白穂さん達の家からだと近いな、とふと思ってしまったといいますか……」

　このはが肩を縮ちぢめて言うと、白穂は腕組みのまま再度不ふ機き嫌げんさ百パーセントの舌打ちをした。あははー、とその隣となりのサヴェレンティは引ひき攣つった愛あい想そ笑わらいを浮かべている。

　一同がいるのは神社の境けい内だい、おみくじ箱ばこの近くだった。白しら穂ほ達には、だいたいの事情はこのはが電話で伝えている。そしてこの場には白穂達だけではなく、もう一人ひとり、露ろ出しゆつ度どが微妙に高い衣い装しようを着た巫み女こもいた。千ち早はやは白穂達が現れたときに一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいたような顔を見せていたが、今はまた仏ぶつ頂ちよう面づらで携帯を弄いじっている。

　伍い鈴すずは千早から離はなれられないという話だから、何にしても彼女には一いつ緒しよに行動してもらいたかった。なので話が終わった後、彼女に同行を求めてみたところ──数分間の無視があり、それでも何度か呼びかけを続けた結果、やはり無言のままに縁えん側がわから立ち上がってこちらについてきてくれたのである。一ひと筋すじ縄なわでは行かないだろうとは思っていたが、予想よりはあっさりとしたものだった。しつこく同行を求め続けられてもうざったいというな怠たい惰だな諦てい念ねんのためか、あるいは他ほかに理由があるのか。それは今になってもよくわからなかった。

　ともあれ、こちらに協力的でないのは確たしかだが、さりとて非協力的だとも言い切れない──そんな微妙な態度のまま、彼女は一同の輪わの外に立っている。ちらりと携帯から顔が上がったかと思えば、その視し線せんの先にいたのはやはり白穂だった。しかし白穂のほうはその視し線せんに気付くことなく、相変わらずの不ふ機き嫌げんさで、

「家が近かったからって理由だけで人手にされたらたまらないわ。ねぇサヴェレンティ、さっさとお参りとか済ませて帰らない？」

「でもさ、やっぱり春はる亮あきくんの声が出せなくなっちゃったってのは大おお事ごとだよ！　他にも声を盗とられる人が出ちゃったら大変だし。ねえ白穂、ボクとしては、その、やっぱりお手て伝つだいしたいなー、なんて……」

　ふぅ、と白穂は大きく嘆息した。

「まったく、サヴェレンティは優やさしいのね……本当に、したいの？」

「うん、したいしたい！」

「……どうせ、初はつ詣もうでには行くつもりだったし。境内を散歩するついでと思えば──やれやれ、しょうがないわね。散歩しながら適当に辺りを見回してれば、とりあえず今年ことし一年通用する貸しが作れるというのならやってやらなくもないわ」

　そんな回りくどいことを呟つぶやきつつ、白穂はぎろりと春亮達を睨にらんだ。

「でも言っておくわ、人間。私はサヴェレンティと離れるつもりはないし、この子に危ないことをさせるつもりもない。午後から大雨が降るっていうし、しばらくしたら帰るわよ」

「まぁ、とりあえずはそれでよかろう。それに元々、お前達の仕事は見張りのようなものだ。危なくなる前に逃げて、私達に連絡してくれればそれでよい」

　だといいわね、と白穂はフィアの台詞せりふを全く信じていない様よう子すで頷うなずく。頑がん張ばろうねー、とサヴェレンティにぎゅっとハグされるまで、その表情が緩ゆるむことはなかった。

　そこで錐きり霞かが、おみくじ箱のほうをじっと眺めながら口を開く。

「ではもう一度、これからすべきことを確かく認にんしよう。伍鈴は運気の良い──おみくじで《鬼大吉》を出すような人間を狙ねらっている。また、伍い鈴すずはこの神社の付近からは離はなれないと仮定する。だから我われ々われがすべきは、鬼大吉を出した人間をこの神社内にいる間見守り続ける、ということだ。神かん主ぬしさんが今やっている最中だと思うが、裏山に続く遊歩道などはロープを張って通行禁止にしている。つまり一般客は基本的にこの境けい内だい付近しか動けない。逆に言えば伍鈴のほうはこの境内の中に入って来ざるを得ないので、手空きのものは遊歩道の入口など、この境内の外周付近をパトロールして奴やつの侵入に気をつける」

「なにぶん範はん囲いが広いので、それはあくまで、手空きならばの話ですね。より可能性が高いのはやはりこっち──ここでおみくじ箱ばこの様よう子すをチェックし、鬼大吉が出たらその人が初はつ詣もうでを済ませて神社を出るまでこっそり尾行する、というほうだと思います。その人が何事もなく帰き途とにつけばよし、伍鈴さんが襲おそってくればすぐ他ほかの人に連絡して集まること。一般人を囮おとりのように使うのは心苦しいですが、この際です」

「鬼大吉の確かく率りつは……だいたい二十分の一くらい、とか神主は言っておったか。そうそう出るものでもなさそうだな。私とカップルの女、そして春はる亮あきと続けて出たのは本当に運が良かったのか、それとも中身が偏かたよっていたか……」

「運気が良いから二十分の一を引くのか、二十分の一を引けたから運気が良いことになるのか、いろいろ微妙なところはありますけどね……何にしても、わたし達はおみくじの結果で伍鈴さんが狙いそうな人間を判断するしかありません」

「だがまぁ、ずっとこのおみくじ箱の前で固まっておっても仕方あるまい。結果を確認する人員は最小限にして、それ以外のものはやはり境内の中や境界のパトロールをしておったほうがよさそうだな。尾行役の人数が足りなくなりそうだったら電話して補充すればよい」

「ふぅ。面めん倒どう臭くさいわ。正直、凄すごく面倒臭いわ……」

「面倒臭くても頑がん張ばろうよ、白しら穂ほ！　春亮くんの声のためだよ！」

「それはそれで、この人間が貴女あなたに二度とセクハラ発言ができなくなったと考えれば利点もありそうだけどね」

　セクハラ発言なんてしたことねぇよ。と春亮はジト目を向けるが、白穂はその目を見返しもしなかった。持ってきた破は魔ま矢やをとんとんと肩の上で弾はずませつつ、サヴェレンティの手を握って踵きびすを返す。

「とりあえず、私達は適当に境内をぶらぶらさせてもらうわよ。まだ破魔矢も焼いてもらってないし、お賽さい銭せんだって入れてないの。そのついでに、パトロール要員というお笑い草な役割を今にも居眠りしてしまいそうなほどのモチベーションで果たしてあげるわ。新年早々素敵すてきな面倒事を押しつけてもらえるなんて、これは本当に素す晴ばらしい一年になりそうね？　お賽銭を入れたときにはちゃんと『私達の邪魔をする人間が愉ゆ快かいなほど惨たらしく死にますように。今すぐ』と神かみ様さまにお願ねがいしておいてあげるわ」

　相変わらず、白穂の言葉は棘とげだらけだった。元がん旦たんからこんな頼み事をしてしまったのだ、苛いら立だつのもわからなくはないが。

「し、白しら穂ほ、引っ張らないで〜。と、とにかく行ってきます！　頑がん張ばるね！」

「んむ、行ってらっしゃい。サヴェちゃんも気をつけて〜」

　春はる亮あき達は半眼で、黒くろ絵えはぼんやり眼まなこで手を振って二人ふたりを見送る。が、数歩進んだところで白穂の足がぴたりと止まった。何かを迷っているような間まがあり、小さくその肩が揺ゆれ、そしてこちらを振り返ることなく、

「ああ……忘れていたわ。本当に全く完全にパトロールを真ま面じ目めにする気なんてないけど、ただ純粋に興きよう味みで聞くのよ。つまり──ええと。そこの愚かな人間の声を奪うばったという紫し綬じゆ褒ほう章しようものの存在の外見は、どんなのだったかしら。会ったらお礼を言わなくちゃ」

　そう言えば伍い鈴すずの外見を教えてなかったっけ、と春亮達は顔を見合わせる。そしてくすりと笑った。いつも通りに捻ひねくれてはいるが──どうやら白穂も、それなりに自分達に協力してくれそうだった。今年ことしも白穂は相変わらずだな、と一同が視し線せんで会話する中、

「……なにあれ。すっごく綺き麗れいなのに、皮肉とか悪口とか入れないと喋しやべれない病気にでもかかってんの？　勿もつ体たいない……とりあえずメモしとこ」

　やはりチラチラと白穂を窺うかがっていた千ち早はやだけが、その尋じん常じようではない外見と面めん倒どう臭くさい性格のギャップに戦々恐々とした様よう子すで手中の携帯に文章を打ち込んでいた。




　そ〜、とこのはが参拝客の背後からおみくじを覗のぞき込む。こちらを振り返り、頷うなずきを一つ。そのまま彼女は参拝客の背中を追って人ごみの中に消えていった。

　おみくじ箱ばこの前にはまだ黒絵と錐きり霞かが待たい機きしていた。次の鬼大吉が出ればすぐ連絡してくれるように言い、春亮達は場所を移動する。いざというときに戦せん闘とう力りよくがない春亮と千早は、基本的にフィアと一いつ緒しよの三人セットで動くようにしていた。

　境けい内だいの外周を一ひと巡めぐりし、伍鈴を捜さがすと共に裏山へ続く道が計画通り封ふう鎖さされていることを確かく認にん。ロープが張られているだけなので乗り越えようと思えば簡かん単たんに乗り越えられそうだったが、一般客への抑止力にはなるだろう。それから境内に戻り、日が昇るにつれて人出が増えてきた参道や社しや殿でんの周囲をうろうろと歩き回る。巫み女こ服ふく姿の人ひと影かげを何度か見つけてびくりとしたが、勿もち論ろんそれは全すべてバイトの巫女さんだった。

「うーむ、だいぶ人が多くなってきたな。繁はん盛じようしておるではないか」

「……どうだか。今日きようだけよ。変なおみくじまで作って客寄せしてるなんて、笑えるくらいの必死さよね」

　千早はつまらなさそうに携帯を弄いじりつつ答える。その視線は基本的に携帯に落ちていたが、たまに自分の巫女服に向けられる男性参拝客の嫌いやらしい目にはぎろりと威い嚇かくを返していた。注目されるのが嫌なら普通の巫女服を着ればいいのに、と正直春亮としては思う。いや、そもそもその口ぶりは、神社の仕事などどうでもいいと思っているようなものだ。あえて巫女服を着る必要すらない気がする──が、実際、彼女は舞まいの練習までしていたのだ。本心では違うということなのだろうか。

「自分の家のことだろうに。必死になって悪いことなどあるまい」

「……関係ないでしょ。つーか無む駄だ話ばなしの前に伍い鈴すず捜さがしたら？　あたしはどうでもいいけど」

「ふん。捜すのは目玉の役目だ、口は別に関係ない。ところでお前、ずっと携帯を弄いじっておってよく飽あきんな。友達にめーるでもしておるのか」

「別にメールじゃないわよ。ネット見たりとかいろいろ」

「むぅ。よくわからんが、さてはめーるを打つ友達がおらんのだな。可哀かわいそうに」

　フィアが失礼なことを呟つぶやくが、千ち早はやの態度はあっさりとしたものだった。

「確たしかに、そんなのいないわね。アドレスだけなら何人か入ってないでもないけど……全部お義理で登とう録ろくしてあるだけよ。メールなんてする気にもなれないわ」

「なぜだ。めーるのやりとりは楽しいものではないのか？　ま、私はカナやタイゾー──友達がそう言っておるのを聞いただけだが」

　ふぅ、と千早は携帯の画面に向けて息を吐はいた。

「──忙しいからよ。誰だれかと遊んだりくだらないメールしたりする前に、あたしには他ほかにやるべきことがいくらでもあんの」

　やるべきこと。それは一体何なのか。呪のろい屋やの仕事か、それとも別の何かか。春はる亮あきは千早の顔をちらりと眺めるが、そのつまらなさそうな横顔からは何も読み取れなかった。

　千早の嘆息が気になったのか、フィアも怪け訝げんそうに彼女の顔を見ていた。だがそのとき千早の視し線せんが携帯から久しぶりに離はなれて、そのフィアの目を見返す。

「あのさぁ……どーでもいいけど、捜すのは目玉の役目って言ってなかったっけ？」

「む。今のは、たまたまお前の後ろのほうを捜しておっただけだ。別にお前を見ておったわけではないわい──よし、今度は向こうに行ってみるか。行くぞ春亮、はぐれるなよ」

　と、フィアはまた人ごみを搔かき分けるようにして歩き出す。声が出せないので、はぐれてしまったらことだ。立場が逆になったな、と数時間前のことを思い出しつつ、春亮はフィアの銀ぎん髪ぱつを追って歩き始める。千早も相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらでついてきた。

　捜す。捜す。巫み女こ服ふくの女を捜す。呪われた鈴を捜す。途中で携帯が鳴ったのでおみくじ箱ばこに戻り、鬼大吉を出した家族連れの男性を警けい護ごする。一家はお参りやお守りの購こう入にゆうなどを済ませるとすぐに帰っていった。真剣な顔で別の人を尾行しているこのはや錐きり霞かを見かけたり、擦すれ違った白しら穂ほに無言で向むこう脛ずねを蹴けられたりしながら、また周囲の探索に戻る──そんなことが数時間続いた。

　だが、次第に雲行きが怪あやしくなってくる。文字通りに、空そら模も様ようも。そして春亮達の状況も。

「なんだと……屋台のオヤジの一人ひとりが倒れただと……!?　やはり、声が……うむ……」

　春亮の代わりに、このはからの電話に出たフィアが呻うめく。新たな被害者が出てしまったとの報告だ。屋台の人なら、鬼大吉を出した後もずっと神社の中にいておかしくない。しまった。今後はそちらも警けい戒かいしなければ、と注意して警戒を始めるが、

『すまん、人波で見えなくなった一いつ瞬しゆんの隙すきを突かれた……またやられたぞ！』

『また鬼大吉が出たと報告ー。わ、連続で出ちょるよ！　手が空あいちょる人、おらん？』

『大変な状況になっているようね、人間。ふふ、いい気味だわ。ところで今私の目の前に倒れている人を偶然見つけてしまったのだけど、これは偶然以外の何物でもないから、特に気にすることもなく散歩に戻……こ、こらサヴェレンティ……ご、ごめんね春はる亮あきくん、フィアちゃん！　鬼大吉出した人見張ってたのに、やられちゃったよ！　ちらっと巫み女こ服ふくの人も見えた気もするけど、すぐ見えなくなっちゃったー！　ごめんっ！』

『白しら穂ほくん達のほうにいたのか!?　巫女服の女がいた、という目もく撃げき情報はこちらにもあるのだが……境けい内だいの真逆ではないか、どうやって移動している!?』

　情報が錯さく綜そうする。ひっきりなしに携帯が鳴る。被害は止まらない。それどころか何人も新たな被害者が出ている。

「おのれ……！」

　フィアは唇を嚙かみ、厳きびしい目で周囲に視し線せんを走らせる。勿もち論ろん春亮もだ。これだけ注意して見ているのに、なぜ犯行を止められないのか。いったい、伍い鈴すずは何人の声を奪うばえば気が済むのか。答えの出ない思いだけが頭の中をぐるぐると回る。だが今は動くしかない。春亮は再びフィアと共に歩き出す。

「……」

　千ち早はやは依然として、携帯の画面に視線を落としている。

　しかし──先刻までとは違って。

　今はもう、その指は時折思い出したようにぽちりと動いているだけだった。




　それからさらに数時間。正午を過ぎても成果は得られない──被害者の数は既すでに十人ほどになっていた。空にも分厚い雲が立ち込め始めており、いつ雨が降り出してもおかしくない。

　一刻も早く伍鈴を捕まえなくてはならないのだったが、闇やみ雲くもに捜さがし続けていたせいで春亮達の疲労はピークに達していた。仕方なく、交替で千早の家に上がらせてもらって軽い食事と小休きゆう憩けいを取ることにする。

　境内で買ってきた餅もちや屋台のとうもろこしなどを適当に胃に入れ、春亮とフィアはほっと一息をつく。だがすぐにフィアが外に飛び出そうとしたので、

『待て　もう少しくらい　休憩してろって』

「そんな悠ゆう長ちようなことを言っていられる場合ではないと思うのだがな。まぁいい、私はともかくお前やハレンチ巫女一号は歩き回って疲れただろう。あと十分……いや、五分くらい休もう」

「……」

　一いつ緒しよに行動していたので、必然的に千ち早はやも一緒に休きゆう憩けいを取ることになる。彼女は軽食には手をつけず、ぼんやりした表情で携帯を弄いじって座っていた。そのとき彼女の背後、縁えん側がわのほうから足音。障しよう子じは破れており、その姿はすぐに明らかになる。神かん主ぬし──千早の父親だった。

「神主か。くつろがせてもらっておるぞ」

「いえ、何のおかまいもできませんで……しかし、大変なことになりましたね」

「そうだな──しかし心配はいらん、私がすぐにあいつを見つけてくれる！　その間、なんとかお前は騒さわぎにならないように誤ご魔ま化かしておくのだぞ」

　はぁ、と神主は曖あい昧まいに頷うなずく。そこで千早が舌打ちし──嘲あざけるように唇を歪ゆがめて言った。

「そうそう、誤魔化して体てい裁さいを取とり繕つくろっときゃいいのよ。大変ね、客商売は」

「千早……」

　神主は眉まゆを寄せ、困ったように娘の顔を見やる。千早はさらに嘲ちよう笑しようを強め、

「なに、その顔？　文句でもある？　ああ、当然あるわよね。こうなってるのは全部あたしのせいだもの。あたしが変な鈴すずの持ち主になったからだもの。出来の悪い娘のせいで大切な神社が大ピンチ、困ったわね」

「神社は、確たしかに、大切だ。でも……いや、違う。千早、お前は……」

　神主の言葉を遮さえぎり、千早は語ご調ちようを強めて言う。突然始まった、しかも口出しできない緊きん張ちよう感かんのある親子の会話に、春はる亮あき達はただ居心地悪く首を縮めているしかなかった。

「ほら出た、そうよね、神社は大切よね！　神社、神社！　それを守るためなら何だってするわよね、カミサマのご加か護ごで一杯のオリジナルおみくじまで作るくらいだもの。は、何よ鬼大吉って。くだらない。結局、商売なのよね」

「千早！」

「なに？　ちょっとは神社の娘らしくしろって？　それこそくだらないわ！　あんたこそらしくしなさいよ、母かあさんのお見み舞まいにもいかないくせに！」

「っ……」

　春亮は以前に神主から聞いた話を思い出していた。上う手まくいっていない親子関係。入院している母親。彼女達にとっては、こんな口くち喧げん嘩かはいつものことなのかもしれない。だがいつまでも黙だまって見ているわけにもいかなかった。無関係な部外者ではあるが、そろそろ止めるべきだろうか──そう思ったときだった。

　困り顔でちらちらと千早達親子、そして春亮を見やっていたフィアの眉まゆがふと寄る。次の瞬しゆん間かん、彼女ははっと目を見開いてポケットに手を突っ込んだ。同時に春亮もそれを視し界かいに捉とらえる。

　手だ。

　縁側に立ち、居間の千早と声を交かわしていた神主の横から伸びてきた、手。

　その手の持ち主は。足音を殺して縁側に上り、無言で神主の傍に忍び寄っていたのは──

「ハレンチ巫み女こ二号っ！」

　やはり無言。縁えん側がわの横手から近付いてきた彼女の姿は、居間の中からでは身体からだの前半分ほどしか見えない。相変わらずの穏おだやかな微笑。伍い鈴すずはその伸ばした手で神かん主ぬしの襟えり首くびを摑つかみ、彼の身体を引き寄せる。抱き寄せる。そして彼がいかなる抵抗をするよりも早く、彼女は吸血鬼のように神主の首筋に口を寄せ──

「い、伍鈴……や、止やめてよ……」

　千ち早はやの声は彼女に届いたのか。結局、何も止まらなかった。ちゅっ、と軽く唇が鳴る音。首筋から何かを奪うばわれた神主の身体がびくりと震ふるえ、そして脱力する。

　同時にフィアは拷ごう問もん車しや輪りんを投とう擲てきしていた。だがそのときにはもう伍鈴は身を退ひいており、拷問車輪は居間と縁えん側がわの間にある太い柱にぶつかる。舌打ちしたフィアは車輪を引き戻し、縁側に飛び出していった。しかし姿を見失ってしまったらしく、ぎらぎらとした目で庭とその後ろにある林を見回している。闇やみ雲くもに突入していかないのは、ここに無力な人間三人を残していくことを恐れたためだろう。

　春はる亮あきは倒れた神主に慌あわてて駆かけ寄った。千早はどこか怯おびえたような表情で、ただ彼の顔を見下ろして立たち竦すくんでいた。

　声を奪われた人間はショックで気絶するが、長くは続かない。それは自分が身を以もつて知ったことだった。予想通り、ほどなくして神主は目を開ける。上半身を起こし、困こん惑わくした顔で自分の喉のどに手を当てた。やはり──盗まれている。

「えいくそ、逃にがした……！　こんなときに限って気け配はい察知やらが得意なウシチチはおらんし、本当に使えん奴やつだ！」

　フィアが苛いら立だたしそうに吐き捨てながら居間に戻ってくる。何かを言いたげな神主の様よう子すを見て、とりあえず近くにあったメモ帳とペンを彼に手渡した。

『すみません。そう言えば、私も試ためし引きのときに鬼大吉を出していたのです』

「そういうことは早く言え……！」

『いろいろ、それどころではなかったもので。すみません』

「しかし──それを聞かされておったとしても、驚おどろいたのは同じか。まさか所有者の親の声まで奪うとはな。奴め、本当に見境がない……！」

　呻うめきつつ、フィアがちらりと千早を見やる。彼女は携帯をぎゅっと握り締しめながら、どこか信じられないといった表情で、弱々しい視し線せんを足元に落として呟つぶやいていた。

「なによ、なんでこうなるのよ。こんな……あいつ、こんなことしろなんて、言ってない……なんで、なんのために、こんなこと……！」

　その様子を複ふく雑ざつな眼まな差ざしで見ていた神主が、やがてゆっくりとメモ帳に何かを書きつける。

『千早のせいじゃないよ』

「っ……！　あ、当たり前でしょ、そんなの。あたしは別に、罪の意い識しきとか、あんたの心配とかしてるわけじゃ──！」

　声を荒らげる千ち早はやを眺ながめつつ、神かん主ぬしはさらにペンを走らせた。

『そうだね。声が出なくなっただけだし、痛みなんかもなかった。心配はいらない』

「だから心配なんかしてないってば！　あ、あんたのその陰気な声が聞こえなくなってせいせいするわ。だいたい、あんたの仕事は適当にバイトの巫み女この働きっぷりを見てたり境けい内だいを箒ほうきで掃はいたりとかしてるだけじゃない。声が出なくなっても、その、何の問題も──」

　千早はさらにきつい言葉を父親にぶつける。それは何か、自分の中にある別の思いを無む理り矢や理りに苛いら立だちの感情で覆おおい隠かくそうとしているようにも思えた。

『そうかも、しれない。でも、問題がないわけじゃないよ。当面の仕事は声が出なくてもなんとかなるとは思うけど、ただ』

「な、何よ。何が問題なのよ。あんたなんか、あんたの声なんか──」

　スペースがなくなったのか、そこで神主は次の紙を捲めくった。一文字一文字、丁てい寧ねいな筆ふで遣づかいで言葉を刻む。さらさらとペンの音が聞こえるだけの沈ちん黙もく。ペンの音が消えた後には、純然たる数秒の沈黙。その間、神主は何かに迷うように、躊ちゆう躇ちよするように、自分が書いた文字を見つめていた。

　だがややあって、彼はひどく寂さびしそうな微笑でその紙を持ち上げ──




『ただ、母かあさんに電話をかけられないのだけは困るな』




　千早の動きが止まる。どこか愕がく然ぜんとした様よう子すで、その文を凝ぎよう視ししていた。

「電話……？　電話なんか、してたの……？」

『一応、毎日ね。恥はずかしかったから、お前が家にいないときにしてたんだ』

　神主は軽く目を閉じてから、さらに文字を綴つづる。

『お前からすれば、私は神社の経営に手一杯で家庭を顧かえりみない父親に見えていただろう。でも、私は家族をないがしろにしたことはないつもりだよ。母さんはこの神社が好きだと言っていた。だから守らなくてはならないんだ。入院費用とかの金銭的なものだけじゃなく、母さんの帰ってくる場所を守る意味でも、私はこの神社を繁はん栄えいさせるのに必死だった』

　千早がその文字を読み終えたのを確かく認にんし、次のページへ。だが次の文章までには僅わずかな間があった。やがて神主は、今いま更さらか、というように、どこか恥ずかしそうに苦笑する。

『お前は私達が歳としをとってからできた初めての子で、いろいろ距きよ離り感かんが摑つかめなかった。不器用な親ですまない』

「な……」

『不ふ思し議ぎだな、文字にするとこんなに簡かん単たんなことだったのか。いや、難むずかしくてもやはり口で伝えておくべきだった。もっと前に話しておけばよかったな。もう遅いのかもしれないけど』

　ああ、本当に。それは簡単で、単純なことだったのかもしれない。そこかしこにある、よくあることだったのかもしれない。そんなことを春はる亮あきはぼんやりと思った。

　不器用な父と反抗期の娘。母親の入院。些さ細さいな擦すれ違ちがいによる誤解。ここにあるのはただ、そんなよくある話だったのだろう。何でもない異物を挟はさんで回らなくなった、嚙かみ合わない歯車。けれどそれは同様に、ふとしたきっかけで回り始めるものかもしれない。その歯車自身が、挟まった異物の些細さに気付いたのならば、尚なお更さら。

　──けれど、それは今すぐではないようだった。

　愕がく然ぜんとしていた千ち早はやが、意い識しき的てきにだろう、無表情を作って彼に背を向ける。

「何よそれ。今更だわ。関係ない、本当に関係ない……」

「お、おい。よいのか？」

「いいって何が？　声が出なくなっただけで他ほかはどうにもなってないんでしょ？　だったら何も気にすることなんてないわ。それより休きゆう憩けい時間は五分って言ってたと思ったけど。もうとっくの昔に過ぎてるわ」

　千早はさっさと玄関のほうに歩き出していく。その背中を見送った神かん主ぬしは『私のことはいいので千早をお願ねがいします』とメモで伝えてきた。春亮とフィアは顔を見合わせ、千早の後を追う。このは達への状況報告はいつでもできるし、放っておいても次の休憩隊である黒くろ絵え達がこの家にやってくるが──千早を見失ってはいろいろ面めん倒どうなことになる。

　玄関前で追いついた。なあ、もうちょっと話をしたほうがいいんじゃないのか、と彼女の背中に言おうとしたが、声は出ない。ああもう面倒臭いな、と春亮が携帯を取り出したとき、

「ねぇ、あんた達。あたし、することがあるの思い出したんだけど。せっかくだから付き合いなさいよ」

「なに？　今は一刻も早くハレンチ巫み女こ二号を捕らえなければならんのだぞ！　お前の用事になど付き合っている暇ひまは──」

　フィアの言葉にも、千早は答えなかった。ただ前方を──境けい内だいのほうではない、家の周囲に広がる裏山の林を見つめていた。

「あんた達の用事にも関係があることよ。なんかもう、飽あきてきたの。こんなくだらない騒ぎ、さっさと終わらせちゃいたいのよ。あと、携帯打つのヘタクソな愚ぐ図ずがのろのろ入力してるの見るのもムカつく。超目め障ざわり。それと同じに、それ以上に、筆ひつ談だんとかも目障りなのよ……」

　一方的に言って、千早は林の中へ歩き出した。自分達の用事にも関係がある。それはつまり、伍い鈴すずの捕ほ獲かくに関係しているということなのだろうか。ならばついていかない理由はない。

「もしや、実はあいつの居場所を知っておった、とかいうオチではないだろうな……？　ええい、とりあえず行くぞ、春亮！」

　一度も背後を振り向かない千早の背中を追って、春亮とフィアは林の中に足を踏み入れる。なんか見覚えのある道だなと思えば、しばらくして辿たどり着いたのはあの池の前にある社やしろだった。周囲を見回すまでもなく、その開けた場所に伍鈴の姿はない。

「さて、っと……」

　千ち早はやはその社やしろの前にぺたんと座り込んだ。そのままぽちぽちと携帯を操そう作さし始める。

「おい、ここに何の用があるというのだ？　あいつはおらんではないか。それとも、そのケータイであいつを呼び出すつもりか？」

「んなことできるわけないでしょ、あいつケータイ持ってないし。これはただの暇ひま潰つぶしよ。あと、別にこの場所に来たのには意味なんてないわ。人ひと気けがないんならどこでもよかった」

「意味がわからんぞ、ちゃんとわかるように言え！」

　ふぅ、と千早は嘆息した。

「しょーがないわね。あんたらにはまだ言ってなかったんだけど──伍鈴の呪いは、あたしの声がこうなることだけじゃないわ。もう一つある。あんた達も見たでしょ？　巫女舞よ。一日何回か、あたしは踊らなくちゃならない。踊りたくなくてもね。わかった？　あたしが朝にあんなことしてたのは、別にこの神社のためとか神道に興きよう味みが出てきたからとかじゃ全然ないの」

「なに、あれは呪のろいだったのか。朝っぱらから水を浴びたり何だりと、よくやると思っていたが……というか、どうして黙だまっておったのだ」

「別に、わざわざ付け加えて説明することもないかなって思っただけよ。それに、今からやろうとしてることを強制させられたりしたらやだし。自分からやるのだって嫌いやだけど、もう面めん倒どう臭くさいからしょうがないのよ」

　やろうとしていること？　と春亮はフィアと共に首を傾かしげる。二人ふたりの理解の遅さを嘲あざけるように、千早は鼻を鳴らした。

「舞まうのは日の出とか日の入りのときが多いけど、たまに昼間にもそういう衝しよう動どうが来るのよ……今みたいに。で、あんたらも伍い鈴すずが言ってたの聞いたでしょ？　伍鈴はあたしが舞を我慢すると、それがわかるらしいの。ずっと我が慢まんしてたら、『何かあったのか』と思って見に来るくらいはするんじゃない？」

「な。そうか、それなら、あるいは──いや、しかし奴やつはお前の位置がわかるのか？」

「あいつは神社の外に出れない、あたしから遠くには行けないくらいに持ち主との結びつきが強いって言ったでしょ。舞を我慢してるかどうかがわかるくらいだから、御主人様さまの位置がわからないわけないじゃない」

　あっさりと言う。確たしかに、そういうことなら伍鈴がここに現れる可能性は高そうだ。被害を食い止められていない現状では、彼女の作戦に乗るしかないのかもしれない。最初から教えててくれればな、と思いはするが、それは言っても仕方ないことだろう。千早がこうして、つっけんどんながらも自分達に協力してくれるようになったのには、何か理由があるのだろうから。春はる亮あき達にもなんとなく理解できて、しかし彼女自身は決して認めようとはしないはずの──一つの些さ細さいな理由が。

「ぬぬぅ……そういうことか。ならばここでしばらく待っておるしかあるまいな。だが、せっかく呼び寄せたのに逃げられてはたまらん。私一人ひとりでも楽勝で奴やつを捕らえる自信はあるが、念には念を入れておこう。春はる亮あきよ、ウシチチ達に電話をかけて私に代われ。ここに呼ぶ」

　境けい内だいに散らばっている彼女達がここに到着するのには少し時間がかかりそうだったが、フィアの言うことはもっともだった。このは達に通話を開き、それからフィアに電話を渡して事情を説明してもらう。

　このは達への連絡が終われば、後は待つだけだ。千ち早はやと共に社やしろの前に座り、そのときが訪れるのを待つ。フィアは油ゆ断だんなく周囲の林に視し線せんを飛ばしていた。

　だが──春亮は一つ、千早に聞くべきことを忘れていた。

　舞まいは呪のろいだ。では、それを我が慢まんすればどうなるのか──？

「くっ……」

　不意に、千早が持っていた携帯を地面に落とした。そのときに至り、ようやく春亮は気付く。呪いを我慢する、ということの危険性を。フィアは周囲を警けい戒かいしており、千早の様よう子すには気付いていない。慌あわてて春亮は携帯を打ち、

『踊り　我慢してたらどうなる!?』

「さあ……知らない、わよ。んっ……でも、あんまり身体からだにいいことには、ならないでしょうね。体たい調ちようが悪くなるだけか、気が狂うか、それとも──死ぬかは、呪いに、聞いて……」

　もはや喋しやべるのも辛つらそうだった。千早は携帯を震ふるえる手で拾い上げ、それを肩掛け鞄かばんに仕し舞まう。それから彼女は両手で自分の膝ひざをぎゅっと抱え込んだ。

「ぬ……お、おい、どうした？　まさか、呪いを我慢しておるせいか!?」

　そこでようやくフィアが千早の様子に気付くが、千早のほうはそれに答える余裕もないようだった。

「ふぅ、は、あ……くぅ、んっ……」

　眼鏡めがねを膝頭に擦こすりつけるようにして、ただ何かに耐えている。額ひたいには大粒の汗。息は荒く、ところどころに苦しそうな吐と息いきが混じる。これは、まずいのではないか。いつまで耐えれば伍い鈴すずが来るのかなどわからない。何か自分にできることはないか──？

　と、春亮が右往左往していたときだった。不意に、千早の肩がぴくりと跳はねる。肩口まで捲まくったＴシャツの腕が、ゆっくりと持ち上がった。白い脇わきを覗のぞかせつつ、細い腕がまっすぐに伸びる。が、

「くっ……」

　千早はもう片方の手でその腕を摑つかんだ。まるで、意志に反して身体が動き出しているとでもいうかのように。いや、それは実際、その通りなのだろう。その摑んだほうの手すらもがもう片方の腕から引ひき剝はがされ、ゆっくりと待ち上がっていく。それどころか彼女の腰がもぞもぞと動き、立ち上がる仕し草ぐさを見せている。

「なに、見てるのよ、愚ぐ図ず……止めるの、手て伝つだって！」

「……！」

　おう、という返事も出ない。春はる亮あきは慌あわてて彼女の両腕を摑つかんだ。だが彼女の足はまだ立ち上がろうとしている。腕も力を抜くとすぐに典雅な揺よう曳えいを始めてしまいそうだ。

「うう、うううっ……ああもう、本当に、どうしようもないわね、エロ坊主……！　でも、あんたしかいないから、仕方ない、わ！　もっとちゃんと、あたしを止めて！　何してもいいから、今だけは許すから！」

　きっ、と千ち早はやの瞳ひとみが春亮を睨にらむ。すぐに、熱ねつに浮かされた病人のようにその目がぼんやりとした光を湛たたえる。はっと意い識しきを取り戻す。それを何度か繰くり返しつつ、彼女はひたすらに荒い息を吐はく。少しだけ涎よだれが零こぼれているのも見えた。それほどに彼女は必死なのだ。

「何してんのよ、さっさと、さっさとしてよっ！　無む駄だになっちゃってもいいの!?」

　いいわけがなかった。自分の声と、神かん主ぬしの声と、他ほかの被害者達の声。全すべては伍い鈴すずを捕らえなければ解決しない。彼女をここに呼び寄せねば解決しない。

　やるしかない。春亮は強引に彼女の身体からだを抱だき締しめた。その肩と背中を強引に包み、全身ですがりつくようにして彼女の動きを制止する。

「んんっ……ふぅ、は、あ──そ、そう、そうよ。それで、いいの。やれば、できんじゃん、エロ坊主。後で、殺すけどっ……」

「どわー！　は、は、ハレンチ小僧め！　これ幸いとばかりに、ついにその変態的欲求を充足させようという気になったのだな!?　い、いかん、それはいかんぞ！　そいつの動きを押さえるのなら私がやる、代われ！」
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　フィアがべしべしと平手でこちらの頭を叩たたいてくる。が、

「ば、馬ば鹿かね……あんたが私を押さえてたら、伍い鈴すずが来てもすぐに対処できない、でしょうがっ……！」

「そ、それはそうだが！」

「いいから、ちゃんと、周り、見てなさいよ……」

　どうやらフィアはとりあえず千ち早はやの言葉に納なつ得とくしたらしい。最後に一つ、ばっしーん、とこちらの背中を叩いてから、彼女の気け配はいが離はなれていく。いつ伍鈴が来てもいいように周囲を見回しているのだろう。

　早く来い、と春はる亮あきは思わざるをえなかった。今が既すでにギリギリの状況だと思う。呪のろいを耐えることが身体からだにいいわけがない。本当に何が起こってもおかしくないのだ。もし『これ以上は危険だ』と少しでも思うことがあればすぐこの手を放はなそう、と春亮は決意する。

「ふぅんっ……いや、あ、は……んっ……」

　全身で、少女の身体の震ふるえを感じる。太ふと股ももが丸見えの巫み女こ服ふくを着て、冬らしからぬＴシャツを着ている少女の存在を感じる。薄うすい布地越しに感じる膨ふくらみの感触。耳元に吹ふきかけられる熱あつい吐と息いき。彼女のほうも、春亮の身体に縋すがりつくようにして必死に自分の動きを止めようとしている。上半身だけでなく、足も絡からめてきた。腰を押しつけてきた。

（く、お……！）

　正直、春亮も必死だった。千早の踊り出そうとする力は予想外に強く、腕の力を緩ゆるめるわけにはいかない。彼女の限界点も見定めなくてはならない。密着しすぎた彼女の身体に深く意い識しきを回してはいけない。混乱する。

「ひ、ひゃあっ……あふ、だめ、あ、ん、もう、ああっ──！」

　どれだけ時間が経たったのか。春亮は彼女の身体がひときわ大きく震ふるえたのを感じる。目の焦点が合っていない。無理だ。これはもう、無理だ。伍鈴はまだ来ていないが、千早の身の安全には代えられない──！

　ばっ、と彼女を抱いていた手を放す。千早は一いつ瞬しゆんだけふらりと身体をよろめかせたが、まるで背中の糸を引っ張られたような仕し草ぐさですぐに立ち上がった。解放された腕を持ち上げる。背筋を伸ばして立つ。

「ああ……もう、いいかな。踊るよ、あたし……」

　何度か瞬まばたきをして、ようやく瞳ひとみに焦点を取り戻した千早が呟つぶやいた。袴はかまを揺ゆらし、ゆらゆらと動き始める。仕方ない、と春亮は思った。だが──その一瞬後、春亮は悟る。

　彼女がその言葉を発した理由は、作戦が失敗したからではなく。

「あら〜。異常事態かと思って馳はせ参じてみれば、そういうことでしたか〜」

「来おったな、ハレンチ巫み女こ二号っ！」

　背後に首を回して見えたのは、ルービックキューブを取り出したフィアと、その眼前に佇たたずむ──巫女服を着た、呪のろわれた鈴すず。

　それだけではなかった。

「やれやれ……なんとか、間に合ったみたいですね」

「そのようだな。この馬ば鹿かげた初はつ詣もうでがようやく終えられそうだ」

「しかし、素す晴ばらしいこのナイスタイミングっぷり。やはりうちらは息ピッタリじゃねー」

「ねー♪」

「ねー、じゃないわよサヴェレンティ！　私達は、その、天性の最低人間の声を奪うばうっていういい仕事をした奴やつの顔を一目見ておきたいと思っただけで──あれね。さて、見たからもう満足したわ。帰りましょう」

　周囲の林の中から、次々とこのは達が現れる。別方向から集まってきたためか、自然とこの社やしろの前を──つまりは伍い鈴すずを完全に包囲するような形になっていた。

　作戦通りだ。期待していた以上の作戦通りだ。もはや伍鈴に逃げ場はない。

　だが伍鈴の笑えみは崩くずれなかった。包囲されていることを気にも留とめていないように、彼女はただにこやかにフィア達を見回している。その余裕の態度に春はる亮あきは眉まゆを寄せた。なんだ。なぜ、あいつはこの状況でも落ち着いていられる──？

　次の瞬しゆん間かん、春亮はその答えを知る。まったく予想外で、ひどく意味のわからない──

　しかし同時に、

　これまでの神出鬼没な犯行に全ての理由がつけられる答えを。

「罠わな、ということですか〜。さすがに千ち早はや様さまの窮きゆう地ちを見捨てるわけにもいきませんでしたので、困りましたね〜。全員集まってしまいましたよ」

　がさ、と茂しげみが揺ゆれる音。

　その方向に視し線せんを巡めぐらせ──一同は絶句する。

　木々の間に。茂みの中に。枝の上に。彼女達は立っていた。穏おだやかな笑え顔がおでこちらを見つめていた。

　伍鈴と全く同じ姿形をした、十四人の巫女達が。

「な──!?」

　理解できない。これは何だ。何が起こっている？

「ああ──そうですね。恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、今気付きました〜。千早様があまり私の正体をお聞きにならなかったので、伍鈴、つい言葉足らずになってしまっていたようですね〜。正せい確かくには、伍鈴達は《呪われた鈴》ではありません〜」

　春亮達の中心で、伍鈴がくすくすと笑い声を漏もらしながら言う。他ほかの十四人の伍鈴達も、同じようにくすくすと笑っていた。鈴が鳴るような音で、笑っていた。




「伍い鈴すず達は──《呪われた神楽鈴》です」







　第四章 「音は届いたか」/ "...(No answer)"
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　フィアが怪け訝げんそうに眉まゆを寄せて呟つぶやく。

「な、何が違うというのだ。鈴すずではなく、神楽かぐら鈴……？」

「あなたは見たことがないのかもしれませんが。賽さい銭せん箱ばこの上にあるようなものではなく、巫み女こが舞まうときに持つものですね。短い錫すずのような形で、長い色布がついていて──リング状に鈴がついてる感じの。確たしか、三段に分かれていて、最下段の輪わには七つ、真まん中なかには五つ、一番上には三つ。だから別名、七五三鈴、と言われているとか」

　厳きびしい目のこのはが呟くと、伍い鈴すずは嬉うれしそうに頷うなずいた。

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、説明、ありがとうございます〜。つまり神楽鈴には十五の鈴がついているわけですね。だから我々は十五で一つの群体のようなものなのです。なんとなく、一番名前の響ひびきが自然っぽいというだけで今までは伍鈴だけが表に出ていましたが〜。一応、挨あい拶さつしておきましょうか〜」

　伍鈴が周囲の巫女達──自分と同じ姿をした存在達に目を向ける。彼女達は順々に頭を下げていった。

「壱ひ鈴すずです」「弐に鈴すずです」「参み鈴すずです」「肆よ鈴すずです」「陸む鈴すずです」「柒な鈴すずです」「捌や鈴すずです」「玖く鈴すずです」「拾と鈴すずです」「拾とお壱ひ鈴すずです」「拾とお弐に鈴すずです」「拾とお参み鈴すずです」「拾とお肆よ鈴すずです」「拾とお伍い鈴すずです」

　同じ顔の彼女達が、それぞれ同じように名乗っていく。名乗られても全く見分けがつかない──春はる亮あきにとっても初めて見る人化の仕方だった。一人ひとりでありながらも十五人の存在。

「こんなことがあるとは……研究室長国が知れば喜んで研究対象にしそうな禍具ワースだな。いや、私が知らないだけで、他ほかにも例のあることなのかもしれないが──とにかく、ようやくわかったぞ。私達の監かん視し下かにあって、どうして夜や知ちの声を奪うばえたのか。境けい内だいの正反対の位置にいる人間の声を僅わずかな時間で奪えたのか。同じ犯人が複数いた、ということか！」

「はい〜。居間にいたときは、皆みな様さまが見ていない隙すきに鈴をひょいっと障しよう子じの外に投げさせていただきました〜」

「そのときは、弐鈴、まだ服を見つけていなかったので〜。お見苦しい姿だったと思いますが、すみません〜」

　と、巫女の一人が春亮に対してぺこりと頭を下げる。おそらく、彼女があのとき自分の声を奪った本人なのだろう。もはや何を本人と定義してよいのかわからないが。




「ど、どうして黙だまってたのよ！　あたしには、こんなの、一言も……！」

　ゆっくりと舞まいながら、千ち早はやが呻うめくように言った。十五の巫み女この視し線せんが彼女に集まる。

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、千早様さまがあまり我われらの正体に興きよう味みを持っておられなかったのと〜。それに、千早様が我らの所有者となられた時点では、あまり意味がないことでしたので」

「意味がないって……どういうことよ？」

「はい〜。少し昔語りになりますが、我々は元々、とある小さな農村の神社で使われていた神楽かぐら鈴すずでした。今とは違い、全すべてが自給自足、田や畑の出来がそのまま人の暮らしに直結していた時代のお話です〜」

「あるとき、村はひどい日照りに襲おそわれました。田も畑も干ひ乾からび、このままでは村人全てが飢え死にしてしまう、という危き機きでした。そこでその神社の巫女が神に祈りを聞き届けてもらうために舞まいを始めました〜」

「毎日、毎日。日に何時間も舞い続け、倒れても舞い続け、目覚めればまた舞いました。疲労で手足が棒のようになっても、血を吐はいても、舞い続けました〜。日照りはまだまだ続いておりました〜」

「しかしいつしか、巫み女こは思うようになりました。これだけ願ねがっているのに、どうして神は願いを聞き届けてくれないのか。雨くらい降らせてくれないのか。辛つらい、憎い、それでもまだ舞い続けなければならないのはなぜだ、苦しい、という──呪のろいを」

「一方、村人達も思いました。あれだけ舞っているのに、なぜ雨は降らないのか。あの巫女は力不足だ。役立たずめ、さっさと雨を降らせろ、という──呪いを」

　同じ顔の彼女達が、同じ声で、一つの物語を紡つむぐ。彼女達の過去を紡ぐ。

「それでも、雨は降りませんでした」

「振り続けた神楽鈴はいつしか壊こわれ、音が出なくなり、しかし巫女は村人達の圧力で舞い続けざるをえず、結果──」

「死にました。あらゆるものを呪いながら死にました」

「巫女が死んでからようやく、雨が降りました。大雨でした。神の怒りのように、田や畑を全て飲み込み押し流してしまうほどの雨でした」

「結果、村も流され、生き残った村人達も食料を得られず、死にました。全てを呪いながら死にました。そして村は滅びました」

　物語の終しゆう焉えん。救いのない、呪いだけが遺のこされた、過去の結末。

「あぅ……悲しいお話だ、ね」

　サヴェレンティが眉まゆを寄せて呟つぶやき、このはが何かを悼いたむように目を細める。

「昔は、そういうこともありましたね。わたしだってそんな時代に生きてきました。つまり、その巫女が持っていた神楽鈴があなた達ですか」

「はい〜。それからもいろいろありましたが……つまるところ、我々は《音の出なくなった神楽かぐら鈴すず》なのです。けれど、誰だれかに所有してもらえば、その巫み女この《声》、つまりは《音》を半分ほどいただいて、一人ひとり分は音を出せるようになるのです。なんとか喋しやべれるようになるのです〜」

「なるー。声がしゃがれるという呪のろいの意味は、そういうことじゃったんじゃね。で、鈴の一人は喋れるようになった、と」

「我われらにとって、《音》は力です。神かみ様さまに願ねがいを届けるために必要な力です。なので喋れなければ──《音》がなければ、伍い鈴すず以外の我らが表に出たところで千ち早はや様のお手て伝つだいはできません。大おお祓はらえ詞ことばも唱えることができません。だから、今までは伍鈴一人がお世話していたのです〜」

　しかし、今は伍鈴以外の鈴達も喋っている。本来なら音を鳴らせないはずの鈴達が。それはつまり、

「そうか……！　貴様達は、そこのハレンチ巫み女こ一号の声だけでなく──春はる亮あきや無関係な人間達の声を奪うばって、それを自分の《音》にしているのだな!?　だから今は全員が喋れておるのか！」

「はい〜。音の出ない状態の我らは無力ですが、唯ゆい一いつ、肉体的接触により他者の声を奪う能力だけは行使できるのです。ただしその場合でも、所有者という繫つながりがない相手の声では《半分ほど》というわけにはいきません。丸々声をいただかなくては我らの声に変換できないのですよ〜」

「身勝手すぎる声泥どろ棒ぼうですね……今いま更さらどうでもいいですが、鬼大吉を出した人間ばかり狙ねらっていたのは何か理由あってのことですか」

「勿もち論ろんです〜。我々が欲していたのは、千早様を助けるために必要な力。少しでも他ひ人とより大きな力を持った声が必要でした。運気の悪い人の声と比べれば、やはり運気のよい人の声のほうがより力を持っているものですよ〜？」

　そういうことだったのか。彼女らは音を失っていた。彼女らにとって音とは力だ。だから他人の声を奪って自分達の力にしようとした──春亮はようやく彼女達の目的を理解する。今まで被害に遭あった人間の数は、自分も含めて十人と少し。数は合う。

　だが、まだ納なつ得とくできない部分もあった。それを代わりに錐きり霞かが聞いてくれる。

「しかし──なぜ今、それをやり始めた。今までは一人分の音だけで済ませていたのだろう。どうして、この元がん旦たんになってさらに力を求めるようになった!?」

「そうよ。伍鈴。あんたがあたしのために、力を求めてたのはわかるわ。でも、少しずつ溜ためてたじゃない。そこはあたしも認めて、協力してあげてたじゃない。だからこんな巫女服を着て、呪い屋なんてこともやってた！」

　ゆらゆらと揺ゆれるように舞まいながら、千早が叫ぶ。春亮ははっとした。そうだ──全すべては、《呪い屋》などという行為は止やめさせなければ、ということから始まったのだ。

　千早の言葉に、伍鈴が軽く頷うなずく。

「はい〜。鈴としての《音》とはまた別の意味で、呪われて人化した我らにとって──《呪い》は力です。だからできるだけその負の感情を集めようとはしておりました。千早様に他者の呪のろいを代行していただくことも、丑うしの刻こく参りなどの際に伍い鈴すずの髪などを媒介として使っていただくことも、千早様自身に他者への嫌悪や憎悪を抱きやすくしていただくために、あえて卑猥で淫靡な感のある服装をしていただいていたことも──全すべて、我われ々われの力のためでした。その点は感かん謝しやしておりますし、勿もち論ろん、これからも続けていただきたいです〜」

　ああ。理解はできる。呪われた道具は、より強く呪われればそれだけ力が発揮できるようになる。当然の理屈だ。だが、まさかそれを意図的に行おうとするとは。呪われた彼女達にとって、呪いとは絶対的に忌いむべきものであるはずなのに。

　千ち早はやも千早だ。あの太ふと股ももが開いた巫み女こ服ふくやＴシャツで嫌いやらしい視し線せんを集め、ある意味意図的に嫌な気分になって負の思念を発しようとするなど──いったい、何を考えているのか。彼女はこちらを「見るな」だの「エロ坊主」だのと散々罵ののしっていたが、むしろそうやって罵ることこそが目的だったのだ。ふざけているにも程ほどがある。

「だったら、なんでよ……！」

「呪いの力を集めるだけでは、足りない、と思ったからです。千早様。事は一刻を争います、もはや悠ゆう長ちようにしていられる時間はありません〜。千早様の心からの願ねがいを叶かなえるためには、我々はこうするしかないのです。神かみ様さまへ届けるべき願いを届けられずに呪われた我々にとっては、所有者の願いを叶えること以上に希求するものはございません〜。今度こそ、このような存在へと成り果ててしまった我々だからこそ──我々は、巫女の願いを神様へ届ける神楽鈴としての役割をただ一心に果たすべきだと思うのです〜」

　ふ、とフィアが息を吐はいた。手中のルービックキューブを片手で回しつつ、一歩。それから、鋭するどい目で正面にいる伍鈴を見み据すえる。

「なるほどな──まだよくわからんことはあるが。とにかくお前は、過去に果たせなかった自分の役割を今果たそうとしておるわけか。ふん、私はこう言わざるを得ないな──お前は間違っておる、と」

「そうでしょうか〜？　理解していただけないのだとすれば、残念です〜」

「言っていろ。お前達の事情はともかく、私がすべきことは変わらん。大人おとなしく春はる亮あきや他ほかの人間の声を返す気はないのか？」

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、ございません〜。これは必要な《声》で、我々の《音》で、《力》ですので〜。最近は畑仕事にも機き械かいが使えて楽なようですが、これから収しゆう穫かくしようというときに燃ねん料りようを抜いてしまっては、機械が動かなくなって困りますよね〜？」

「その力で何をしようとしているのかは知らんが……燃料、か。機械は動かせば動かすほど燃料を失っていくものだ。もしや、お前にとっての声もその類たぐいのものか？」

「その通りです〜。鈴の《音》は永久的なものではありませんから。鈴は鳴らせば摩ま耗もうします〜。つまり、我らが力を使い果たせば、お借りしている声も消えてしまいますよ〜」

　フィア達の気け配はいが変わった。より剣けん吞のんな方向に。

「悪いが──今この瞬しゆん間かんに、私達が貴き様さまを見み逃のがす理由は一つもなくなった」

「元々なかったような気もしますがね。まあ、これからは今まで以上に迷いなく骨こつ董とう品ひんの鈴すずと刀の違いを教えてあげることができそうです」

「奴やつらの目的が済んだときには、二度と夜や知ちの声は戻らなくなるということだな……馬ば鹿かげている。ああ、どうしようもなく、馬鹿げている……」

「本気で取り返させてもらうよ。ハルのピロートークが聞けなくなるなんて、うちには許しがたい損失じゃ……ま、今までも聞いたことはないけど」

　ピロートークは大事だよね！　余よ韻いんだけですっごく幸せな気分になれるし！　とうんうん頷うなずいていたサヴェレンティも足を踏み出そうとするが、さすがにそれは白しら穂ほが襟えり首くびをひっ捕まえて止めていた。彼女はフィア達と比べて戦せん闘とう能力が低いので仕方ないだろう。

　ここに至り、フィア達と伍い鈴すず達の対立は決定的になった。もはや話し合いの余地がないことを伍鈴も悟ったのか、

「本気、ですか〜。ならば伍鈴達も本気でお相手させていただかなければならないようですね〜。こちらも退ひくわけにはいかないのです。我われらが我らであるために、絶対に、退くわけにはいかないのです──」

　静かな声で呟つぶやきながら、伍鈴はそっとその右腕を持ち上げた。水平にして、身体からだの真横で保持。見ればその他ほかの神楽かぐら鈴すずも同じように腕を持ち上げていた。そして──

　りん、と音がする。

　伍鈴の周囲から、りん、と一つ。やや遅れて、その後方にいた別の鈴から一つ。その隣となりの鈴からまた一つ。高く長い鈴の単音が、木こ霊だまのように違う場所で繰くり返される。十五の鈴の音ねが連れん鎖さするように発生し、それでもまだ音は止まらない。再び伍鈴の身体から、りん。

「まだです──合わせましょう。合わせて奏かなでましょう。一は他の十四の音に乗り、他の一はまた別の十四に乗り……無限の厚みを持った、より強大な神楽の音を……！」

　それらの音の間隔は徐々に短くなってくる。鈴の楽団が一糸乱れぬ呼吸で《だんだん速くアツチエレランド》と《だんだん強くクレツシエンド》を奏そうしていく。右腕だけを上げた姿勢を保持したまま、ぴくりとも動かない彼女達の音。

　林が鈴の音に包まれていた。林そのものがそれを奏でているかのような密度で、ただ一つの音が無数に鳴り響ひびく。速度と強度を際限なく上げていく。なんという音圧か。一つ一つは涼やかな音のはずなのに、それはもはや頭の中で反はん響きようし続ける不吉な悲鳴のように、何かの呪のろいのように、ひどく重苦しく耳みみ障ざわりな楽曲となって周囲を塗ぬり潰つぶしている。

　鳴る。鳴る。十五の鈴が鳴る。歌い続ける。リズムはまだ速くなる。どんどんと速くなる。

　りん、りん、りん、りん。りんりんりん。りんりんりんりんりんりりんりりんりりんりりりりりりりりりりりりりり──♪

　──りんっ。

　密度の最高点。音しかない世界が臨りん界かいと飽ほう和わに達したその瞬しゆん間かん、最後に一ひと際きわ大きな一十つ五のの音が鳴り響ひびいた。言葉もなく、視し線せんすら合わせない演奏者達の手による終曲音。

　そして無音だけが残った。

　あまりの音の密度に、春はる亮あきは無む意い識しきのうちに自分の耳を押さえていた。その手を恐る恐る離はなし、視線を前に向ける──

　どうしてか、ぞっとした。

　伍い鈴すず達の気け配はいが変わっている。また一糸乱れぬ動きで、彼女達は伸ばしていた腕を下ろしていた。そこにある表情は──

　無だ。

　あの穏おだやかな笑えみが全すべて消えていた。ひどく虚うつろな、感情の喪そう失しつした、無む機き質しつな人形のような瞳ひとみ。あるいは、この俗世の何もかもを映さず、遥か彼方にある神の御座のみを見据えている、ただ神のために舞い続けたが為に忘我へ至った巫女のような──神憑りの瞳。

「瀬踏みを一度。我ら」

「承りました」

　その声すらも無機質だった。口く調ちようそのものは変わっていないにしても、響きが明らかに異質だった。聞くだけで背筋が凍こおるような、神かみ憑がかりの存在が語る滅びの託宣のような冷たさ。

　無表情で虚ろな瞳をした伍鈴達が、同時に静かな一歩を踏み出す。そして、

「──大おお海うな原ばらに押し放つ事の如ごとく」

「っ!?」

　ただの一言で、その足元から猛もう烈れつな風が巻き起こった。かなり距きよ離りがあったが、一同の身体からだが風圧でよろめく。なんとか体勢を立て直したフィアが厳きびしい目で伍鈴を見やった。

「ち……どういう理屈かは知らんが、パワーアップしおっただと……!?」

「その通りです。我われらの音重ね、甘く見ることのなきよう」

　平坦な声で伍鈴が言葉を返してくる。間延びもせず笑みもない、無感情な敵の言葉。

　彼女は武器ではない。だが脅きよう威いであるのは間違いがなかった。自然の中にいる神へと届けられる音。それが今まで以上の力で振るわれることに、もはや疑う余地はない。

　しかしそれでも、フィア達は伍鈴達に立ち向かうのを諦あきらめようとはしなかった。

　フィアは自みずからに気合いを入れるかのように一つ大きく息を吸い、

「……パワーアップならいくらでもするがよい。私達にとっては、それは手加減をする必要がなくなって手間が省はぶけた、という意味しか持たんぞ。呪のろわれた神楽かぐら鈴すずよ、喧やかましい音を立てるだけの玩具おもちやよ。お返しに私の音を聞かせてやろう。鋼はがねと刃やいばが駆く動どうする暗黒の音を聞かせてやろう！　どちらがより高く鳴り響くか、貴き様さまの耳で確たしかめてみるがいい！　五番機構・刺式佇立態《ヴラド・ツェペシュの"A skewer loved by 杭Vlad Tepes"》──禍動curse/calling！」

　ルービックキューブが立方体に変じる。がちがちと音を立てて処刑杭くいへと姿を変えていく。

　フィアが眼前の伍い鈴すずに対してそれを振りかぶり、このは達が周囲の鈴すず達に走り出し──

　伍鈴はただ、笑えみを失った顔で、冷たい声で、彼女達を迎え撃うつべく腕を持ち上げた。

「どうしてもやるというのならば、もはや遠えん慮りよはなく。ここに八百萬やおよろずの神かみ等たちへの舞まいを捧ささげる、高たか天まの原はらへと昇りゆく鈴の音を奏かなでる！　我われは神楽かぐら鈴・伍鈴、神の聞こし食めさむ十五の楽音の一……全すべての音が揃そろった今、貴女あなた達は十五倍の響ひびきで神へ届けられる音を聞く！　さあ、天あまつ神、國くにつ神、八百萬神等共に──聞こし食せと白まをす！」
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　相手は十五人。当然、一人ひとりで四人ほどを相手にしなければならない。

　このははかつて駆かけ抜けてきた戦場の記き憶おくを思い出していた。雲うん霞かのように群がる数多あまたの雑ぞう兵ひようを切り捨ててきた体たい験けん。四人などたいした数ではない──はずだ。

「……！」

　林の中を疾しつ駆くする。邪じや魔まな木々を手しゆ刀とうで切り倒し、狙ねらいを定めた一人ひとりに向かって前進。だがその瞬しゆん間かん、背後から──自分がやったのと同じような、木々が何かで切り裂かれて倒れるような音。本能的に横に跳はねる。今度は声が聞こえてきた。

「彼方をちかたの繁しげ木きが本もとを燒やき鎌がまの敏と鎌がま以もちて、打うち掃はらふ事の如ごとく遺のこる罪は在らじと！」

　刹せつ那な、今まで自分がいた空間が巨大な空気の歪ゆがみに切り裂かれる。次に手刀で切り払おうとしていた木の幹がずるりと地面に滑り落ちた。

「鎌かま鼬いたち、のようなものですか。鈴にしてはなかなか芸達者ですね」

「お褒ほめに与あずかりどうも」

　無表情の鈴が静かな言葉を返してきた。その平静さに苛いら立だつ。

「ですが──それは所しよ詮せん、芸！　何かを断つという分野でこのわたしと争おうとは……それがいかに愚かなことか、その身を以もつて理解させてあげましょう！」

　不可視の刃やいばが空を裂いて飛んでくる。このはは手刀を振るってそれらを切り裂く。そのまま鎌鼬を放ってきた相手を押さえようとしたが、

「氣い吹ぶき戸どに坐ます氣吹いぶき戸ど主ぬしと云いふ神──」

「……根ねの國くに底そこの國くにに」

「氣吹放ちてむ！」

　周囲にいた三人が声を合わせて風を繰くり出してくる。以前にも喰くらった、大地の近くを這はうような風の足払いだ。注意してはいたが、先刻の儀ぎ式しきめいた鈴の楽曲のせいで以前よりその威力が増していた。しかもそれが三人分。抵抗の甲か斐いなく足を掬すくわれる。

「くっ……！」

　咄とつ嗟さにこのはは跳とぶ。空中で身を回転させ、手足を使ってなんとか着地。動作を止めず、そのまま獣けもののように大地を押して場所を移動した。続けざまに飛んできていた風の刃やいばを回かい避ひ。

　舌打ちしながら思う。

（愚かさを理解させてやる、とは言いましたが。相あい性しようが、悪いですねっ……！）

　接近戦をするしかない自分。反則的なほどの風の力で遠えん距きよ離り戦せんを行う神楽かぐら鈴すず達。しかも十五で一つの群体というだけあって、そのコンビネーションは戦場の雑ぞう兵ひよう達とは比べ物にならない。

　足を止めずに敵の攻こう撃げきを回避しながら、ちらりと視し線せんを動かす。彼女達は大丈夫か。

　遠くで戦っている錐きり霞かが、木々の枝葉で作られていた死角を利用し、革ベルトを鈴の一人ひとりの首に巻きつかせるのが見えた。だがその傍かたわらにいた別の鈴がすぐに、

「天あまつ宮みや事以もちて、天つ金かな木ぎを本打ち切り末すゑ打ち斷たちて！」

　腕を振り下ろしつつ、祝詞のりとを詠えい唱しよう。するとその腕の動きに導みちびかれたかのように空気が歪ゆがみ、錐霞の革ベルトが切断された。鎌かま鼬いたちと同様に、風の刃を固めて作った斧おののようなものを振るったのだとこのはは見て取る。

「ちっ……」

「天つ菅すが麻そを本刈り斷ち末刈り切りて──」

「八や針はりに取り辟さきて、天つ祝詞の太ふと祝詞のりと事ごとを宣のれ！」

　錐霞の左右から、二人ふたりの鈴が同時に不可視の針を放つ。それも以前とは比べ物にならない数になっているのだろう。いくつかはかわしたが、いくつかは喰くらってしまった。彼女の服が裂さけ、そこに赤い色が滲にじみ始める──このはは喉のど元もとにせり上がってきた不快感を必死に吞のみ込んだ。錐霞はその傷にも怯ひるむことなく、敵を見み据すえたまま再度呪のろわれたベルトを伸長させる。

「……貴女あなたは人間のような気がしますが、それにしては不ふ可か思し議ぎな身体からだ」

「残念ながら、たとえ神の力を以もつてしても私は殺せないだろう。簡かん単たんには勝てないのは承知の上だ。だが、たとえ腕が捥もげようとも、目玉を貫かれようとも、私は諦あきらめん──！」

　一方、このはと同じく四人を相手にしている黒くろ絵えの声も聞こえていた。

「数が違いすぎる。一いち網もう打だ尽じんといきたいところじゃね……モード《キリングマシン将まさ門かど》！」

「科しな戸どの風の天あめの八や重え雲ぐもを吹ふき放つ事の如ごとく」

「朝あしたの御み霧きり夕ゆふべの御霧を」

「朝風夕風の吹ふき拂はらう事の如く！」

　黒絵が一気に伸ばした髪のワイヤーが、彼女達が同時に放った暴ぼう風ふうによって吹き散らされる。最初に見た、単純ながらも回かい避ひの難むずかしい、広こう範はん囲いに風が吹き荒れる術だ。

　髪を吹き散らされただけでなく、威力の増したその暴風の余波だけで小さな黒絵の身体がよろめく。倒れては隙すきだらけになると思ってか、彼女は髪を必死に一本に纏まとめて太くし、それを斜めに傾かしぐ木々の一本に絡からみつかせた。風に逆らわずにそのまま飛び、髪ロープを縮ちぢめて枝の上に着地──

「ふー、危なかった」

「身軽なこと。玖く鈴すず、感服します」

「では、拾と鈴すず達もお付き合いを」

　感情を出さずに呟つぶやき、鈴達も風に乗るようにして跳ちよう躍やくする。黒くろ絵えはまた髪ロープを伸ばし、次の木々へと飛び移り始めた。樹じゆ上じようを移動しながらの空中戦のようなものが始まる。

　そして──

「どおりゃああああっ！」

「荒あら振ぶる神かみ等たちをば神かむ問はしに問はし賜たまひ」

「神かむ掃はらひに掃ひ賜ひて語こと問ひし磐いは根ね樹き根ね立たち草の片かき葉はをも語こと止めて」

　フィアが裂れつ帛ぱくの気合と共に投とう擲てきした処刑杭くいが、無音の壁かべに遮さえぎられる。虚むなしく戻ってきた杭を鉈なたに変えて突進するが、再度の祝詞のりと、再度の停止。

「くそ、相変わらずヌルっと止まりおる……！」

「貴女あなたの攻こう撃げきの機きは読みやすい。語こと無なしの壁は一いつ瞬しゆんしか張れずとも、防ぐのは容易たやすいこと」

「馬ば鹿かにしおって……！」

　周囲の鈴達が放ってくる鎌かま鼬いたちや風の針を鉈で必死に弾はじき、銀ぎん髪ぱつを跳はね散らしながらフィアも必死に戦っている。だが──そうだ。接近戦に持ち込んでも、伍い鈴すず達にはあの無音の防ぼう壁へきがあった。フィアの戦い方はわかりやすく、タイミングが摑つかみやすいのは同意だ。しかしあの巨大な拷ごう問もん具ぐの持つ破は壊かい力りよくだけは自分も認めるところだった。それをああも容易く防ぐとは。突破する術すべはあるのだろうか。

（あるに決まってます……いいえ。なくても、突破するんです……！）

　唇を嚙かみ、気合を入れ直す。忘れるな。この戦いには、彼の声がかかっているのだ。あの、優やさしく穏おだやかな、呟き声を聞くだけで落ち着いて、囁ささやき声ごえを聞くだけで胸が熱あつくなって、笑い声を聞くだけで幸せになれる──世界で一番大好きな、あの声が。

　足を止めて、大きく息を吸った。

　刀の姿には戻れない。武器を持っていない相手に交こう叉さは意味がないし、そうでなくとも、声を失った彼を戦いの場に連れ出すのは危険だった。意志疎通が咄とつ嗟さの場合にできないのは困る。

　だから、このままやるしかない。本気で。諦あきらめず。がむしゃらに。不退転の決意で。

「……返して、もらいますよ。春はる亮あきくんの声を欲しているのは、それを力にしているのは──あなた達だけではないんです！」

　逃げ回るのは止やめだ。このはは全身に刀の切れ味を張り巡めぐらせ、鈴が生み出した風の只ただ中なかへと突っ込んでいく。視し線せんを感じた。戦いの輪わから外れた場所にいる、春亮の、サヴェレンティの、白しら穂ほの──そして、千ち早はやの。

「……」

　彼女は舞まっていた。ゆったりと、しかしどこか緊きん張ちよう感かんのある、神前の舞まい。呪のろいの巫み女こ舞。

　それは彼女の意志ではない。この戦場にふさわしいものではない。けれど、その姿が神秘的であるのは確たしかだった。猛たけ々だけしく響ひびく戦せん闘とう音おんの中心にあって、その巫み女こ舞まいだけは密ひそやかに、ただ無言で続けられる。

　微かすかに届く風の余波に、その髪や袴はかまを揺ゆらしながら。

　千ち早はやはずっと、彼女達の姿を見つめていた。

　何かを祈るように。

　あるいは、何かを呪のろうように。
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　春はる亮あきはそれを見ていることしかできなかった。多対一の状況で、果敢に戦い続ける彼女達の姿を。いつものことではあったが、歯は嚙がみする。

「あ、危ない……！　ふぅ、よかった、かわせたぁ……ボクも戦えれば、いいんだけど……」

「駄だ目めよ、そんな危ないことはさせられないわ！　絶対に許さないわよ！　たとえ木とかをいくつ人ひと型がたにしても、操あやつれるのは貴女あなたの視界の中だけなんでしょう？　結局、一人ひとりしか襲おそえないのならあまり意味はないわ。焼け石に水というやつよ」

「そ、それは、そうなんだけど……」

　白しら穂ほとサヴェレンティの声を聞きながら、春亮はフィア達を見守り続ける。

　正直なところ、苦戦していた。人数が違いすぎる。そのうえ、伍い鈴すず達はあの無音の壁かべや風などの術を駆く使しして戦う、どちらかと言えば防御に長たけたタイプの敵だ。決め手がない。

　しかしフィア達は諦あきらめなかった。息を荒げながらも、血を流しながらも、果敢に伍鈴達に攻めかかっていく──

　時間だけが過ぎていく。だが状況に変化がないわけではなかった。その時間の経過こそが、戦場にいくつかの変化を生む。

「っ……は、ぁ……」

　ばさり、と袴が擦こすれる音。見れば千早がその場にへたり込み、肩を揺らして荒い息をついていた。どうやら呪のろいが要求する舞を踊り終えたらしい。

　そして、事態の変化はもう二つ──天気予報通りにみるみる黒雲の量を増やしてきた空と、

「これは……いささか急迫……」

　無表情の伍鈴達がその空を見上げて眉まゆを寄せ、動きを止めたこと。その態度を怪け訝げんに思ってか、満まん身しん創そう痍いのフィア達もしばし動きを止めて伍鈴達の様よう子すを窺うかがっていた。

「いかがしましょう、我われら」

「大事の前の小事、とも言い切れず。何はともあれ移動しておくべきかと、陸む鈴すず、発言します」

「拾とお肆よ鈴すず、同意します」

「では仕方なく。伍鈴、率先して動き始めます」

　顔を見合せて伍い鈴すず達は頷うなずき合った。そして──散り散りに、林の中へ駆かけ出す。もはや包囲がどうこう言っていられる状況ではなくなっていた。このはが顔色を変え、

「ま、待ちなさいっ……！」

　だが当然のように伍鈴達はその声に答えない。そのまま姿を消す。

「どういうことだ、何をするつもりだ……!?」

「何にせよ、まずいぞ。奴やつらが力を使い果たせば、声は失われてしまうのだ。追わねばならない。ならないが──どこへ行った!?　くそ、ここで逃がすとは、馬ば鹿かげている！」

　と、フィア達が闇やみ雲くもに駆かけ出そうとしたときだった。息を整ととのえていた千ち早はやが、地面に手を着いてゆっくりと立ち上がる。その目は──太陽の光が遮さえぎられたせいで、夜のような薄うす暗くら闇やみに包まれた林を眺ながめていた。

「ああ……そうか。やっぱり、あいつら、あそこを──つまり、あのときの託宣は……」

「まったく興きよう味みはないけど、一応聞いておくわ。貴女あなた、どうやらあの細胞分裂巫み女こ達が向かった先に心当たりがあるようね？」

　つまらなさそうに腕組みしつつ、白しら穂ほが聞く。千早は答えなかった。ぼろぼろになったフィアが、苛いら立だったように彼女の胸むな倉ぐらを摑つかむ。

「どこだ、奴らはどこに行ったのだ、言え！」

　がくんがくんとフィアに身体からだを強く揺ゆさぶられても、千早は答えない。ただぼんやりと、林の奥を見つめていた。だが、その揺さぶりは次第に小さくなっていき──

　止まる。

「頼む。本当に、頼む……土ど下げ座ざしろというのならば、しよう。何か欲しいものがあるのならば、なんでもくれてやろう。だがそれは、奴が奪うばった声以外のものだ。私は、私達は、絶対に──春はる亮あきの声を、取り戻したい」

「……」

「気付いたばかりだったのだ。知っているつもりでいても、まだまだ知らないことばかりだったのだと。家族のこと、昔のこと、家のこと──もっといろんなことを聞きたい。もっといろんなことを話してほしい。無む機き質しつな文字ではなく、いつもの声で、話してほしいのだ。だから、頼む……」

　フィアは千早の胸倉を摑んだまま、彼女の胸元に額ひたいを擦こすりつけるようにしていた。そのフィアの姿と声が、確たしかな重みを持って春亮の胸に届く。彼女は心から、自分の声を求めてくれている。祈りと言ってもいいほどの真しん摯しさで、願ねがっている。その真摯さは──千早の胸にも、届くのだろうか。

　フィアはさらに、小さな声で、囁ささやくように、言葉を紡つむぐ。

「なぁ……お前も、これでいいと思ってはおらんのだろう？　奴らが目的を果たせば、奴らが力として奪った声は消えてしまう。お前の父親の声も、消えてしまうのだぞ。お前は、それで、よいのか？　本当に、よいのか……？」

　ぴくん、と千ち早はやの身体からだが震ふるえた。ただ声だけに全すべての願ねがいを込めるフィアの身体も、震えていた。それから、ややあって──千早の、呟つぶやき。

「知らなかった。あたし、電話してたなんて、知らなかった……」

「……」

「あたしが、頑がん張ばろうとしなくても。よかったのかな。一人ひとりで、頑張ろうとしなくても。ああ、本当に、ひょっとしたら……」

　それは独ひとり言ごとだったのだろう。彼女の言葉の真意は、そこに込められた真実の想おもいは、春はる亮あき達の誰だれにも理解はできなかった。ただ理解してやりたいとは思っていた。

「……だよね。もし、あたしが、伍い鈴すずが、守っても──代わりに、あいつの声がなくなってたら。きっと、母かあさんは、そっちのほうが……」

　千早の頭が、軽く縦たてに動いた。それもまた、自分自身のための動作。

　そして彼女は唐とう突とつに走り始める。林の中へ。舞まいの疲労のためか、一度転んだ。顔と服が土で汚れる。それでもすぐに立ち上がって、また一心不乱に前を見み据すえて走り出す。

「お、おい!?」

「相変わらず、よくわかりませんが──案内してくれるということでしょうね！　走れるなら行きますよ、みんな！」

「もちろんー。早く行かんと見失うよ！」

「と、とりあえずボクもー！」

「こらサヴェレンティ、私達には関係ない……って、ああもう！　ただの初はつ詣もうでの予定だったのに、なんで山歩きまで！　これで雨が降ったら散々だわ、そのときにはクリーニング屋が丸ごと買えるほどのクリーニング代を請せい求きゆうするわよ、人間！」

　白しら穂ほだけでなく、当然、春亮も林を走るのに適した服装ではなかった。だがそんなことを言ってはいられない。藪やぶを突っ切り土を跳はね飛ばし、先を行く千早の緋ひ袴ばかまを追う。

　社やしろがあった池に沿うようにして、五分ほど走っただろうか──不意に、視界が開けた。

　林の中にぽっかりと開いた空間。小さな公園ほどの広さをもったその場所にあったのは、

「……家庭菜園……？」

　このはが呟いた通り、家庭菜園のような畑だった。いくつもの畝うねが作られ、そこには無数の野菜らしきものが葉を広げている。等間隔に立てられた棒に蔦つたを巻いている。

「母さんの、趣しゆ味みよ。昔から、ここでいろいろ作ってたの。母さんは、ここをとても大事にしてた。入院してる間にも、ここのことを気にかけてた。言うなら──母さんの宝物、みたいなものかしらね……」

「それにしては、ほったらかしにされていたという感じでもないですね。あなたが世話を？」

　畑を見ていた千早の口元に、自じ嘲ちようするような笑えみが浮かぶ。

「ま、母かあさんから貰もらったメモ見ながら、テキトーにね。あたしには、あんまり野菜作りに興きよう味みなんてないけどさ。母さんの代わりに適当に水みず遣やりとかしてただけでも……不ふ思し議ぎに、結構情が湧わくのね。ああ、あの白菜、もうすぐ収しゆう穫かくできそうだわ。母さんの好物で、一番大切にしてて、収穫を楽しみにしてたの……無事に収穫できたら、母さんに見せてあげないと。そう、無事に収穫できたら、ね……」

　呟つぶやきながら、千ち早はやはゆっくりと視し線せんを畑の脇わきに移動させた。細長い空き地のようになっているその場所に、並んで佇たたずんでいたのは──勿もち論ろん、十五人の神楽かぐら鈴すず。彼女達も、畑の野菜にじっと視線を向けていた。

　無言のまま、先手必勝とばかりに錐きり霞かが革ベルトを伸ばす。黒くろ絵えが髪を伸ばす。問答無用で三人の鈴の首を捉とらえ、渾こん身しんの力でこちらに引き寄せる。この距きよ離りでは、他ほかの鈴が風の斧おのなどを使って拘こう束そくを断つことはできないだろう──と思いきや、

「弐に鈴すず、捌や鈴すず、拾とお伍い鈴すず……戻します」

　拘束されていた三人の姿が、不意に消えた。得え物ものの手て応ごたえを失い、錐霞と黒絵がはっと目を見開く。だが彼女達は消えたのではなかった。巫み女こ服ふくが脱げ落ち、代わりに現れたのは、

　小さな三個の鈴。

　りん、と小さな音を立て、それらは糸に引かれたように宙を飛ぶ。向かった先は、一人ひとりの巫女──おそらく伍い鈴すずだ。

「仮の主体になっている伍鈴以外は、人化するには伍鈴の中を経由する必要がある──自みずからも忘却していました。十五にして一の故ゆえでしょうが、面めん倒どうなこと」

　伍鈴が立てた掌てのひらに受け止められた鈴は、ぬるりと彼女の身体からだの中に潜もぐり込んだ。が、伍鈴はすぐにその腕を振る。三度。その度たびに彼女の掌から鈴が飛び出し、それぞれが再度人の姿に戻った。必然的に全ぜん裸らだったが、気にしていられる場合ではない。

「くっ……」

「本性モードを上う手まく使われたね……しかし、困った。そんな手があるなら、うちの髪とかで捕まえれば安心、とかいう単純な話でもなくなった。どうしよ」

「なんとかするのだ、とにかくなんとかするのだ！　あのウシチチじみたハレンチっぷりは、ウシチチと同様にウザいぞ！　害悪だ！」

「本性に戻るときにはいろいろ仕方ないことだってあるんです！　まあ、あの人達のふしだら変身が許せないのは同感ですが！　春はる亮あきくんはできれば目を瞑つむっておいてください！」

　そんな無む茶ちやな、と正直に思った。

　そうこうしているうちに、伍鈴達がゆっくりとこちらに向き直ってくる。あの神かみ憑がかりの気け配はいを依然として身に纏まとったまま、感情の籠こもらない声で、

「──来てしまいましたか。貴女あなた達にかかずらっている場合ではないのですが」

「諦あきらめん、とずっと言っておるはずだぞ。しかしもう一度だけ聞いておいてやる。お前達がやろうとしておることを、止やめるわけにはいかないのか」

「無む論ろん。止めるわけにはいかないのです。そうでしょう、千ち早はや様さま」

　彼女は無む機き質しつな瞳ひとみで主人を見やり、同意を求めるように言った。

　だが、僅わずかな間を置いて──千早は首を横に振る。

「……止めても、いい。伍い鈴すず……いや、違う。止めて、伍鈴」

「理解できません。これは千早様の願ねがいです。間違いなく、千早様の望んでいることです」

「それは──確たしかに、そうかもしれないけど。でも、違う。こんなのは、違う。あいつの声を犠ぎ牲せいにして、とか、そういうのは、あたしの願いなんかじゃ……」

　今度は伍鈴が首を横に振る番だった。伍鈴だけでなく、十五人全員が同じ動きを見せた。

「そうかもしれない、と仰おつしやるということは──やはり、これが千早様の願いなのは変わりなく。我われ々われは神への願いを届ける神楽かぐら鈴すず。千早様の願いを、神楽鈴の我々は神楽鈴の誇りをもって達成する。ただそれだけが我々の存在意義です」

「っ……」

　千早が顔を歪ゆがめ、拳こぶしを握る。もはや彼女が何を言おうとも、伍鈴達は自分達の目的を止める気はない。春はる亮あき達にもそれがわかった。

「話を聞く気はなさそうだな。ではやるしかあるまい。行くぞっ……ぬぎゅっ!?」

「待ちなさい！　いくらなんでも、真まっ正しよう面めんから行ってすぐにどうにかなる相手じゃないのはわかったでしょう！　一刻も早く戦いたいのはわたしも同じですが、何か策はないんですか、策は！　もう認めて言いますよ、わたしとあの人達とは相あい性しようが悪いんです！　このままやっても、悔くやしいですが活かつ躍やくできそうにありません！」

　このはがフィアにラリアットするようにしてその突進を阻止。ゆっくりと散開して隊形を整ととのえ始める伍鈴達を見ながら、フィア達は早口で言葉を交かわす。春亮も必死に頭を巡めぐらせた。どこだ。彼女達に打ち勝つ術は、どこにある──？

「ええい、そう言うなら貴様が何か言え、ウシチチ。卑劣な作戦と言えば貴様だろう」

「卑劣な作戦なんて立てたことないですよ。まぁ、唯ゆい一いつ向こうにある隙すきというものを指摘するなら──あまり戦い慣なれしていない、ということでしょうね。いくら術が使えても、数が多くても、チームワークがよくても、戦せん闘とう経けい験けんというものだけで言えばわたし達に分ぶがあるでしょう。だから今までなんとか戦ってこられたんです」

「確かに隙がないわけではない。今やったように、不意をつけば私や黒くろ絵えくんの髪で捕らえることはできる。その後で鈴に戻れば脱出されてしまう、というのが難なん点てんだが」

「さっきの様よう子すとか台詞せりふからすると、もう一度人化するにはリーダーのところに戻らないといけんようじゃけど……はてさて、何かそこに付け入る隙はあるかな、ふぃっちーは何か気付いたこととかない？」

「そうだな──あの風の術だが、どうやら二つ同時には使えないようだ。攻こう撃げきのときには攻撃しかできんし、ガードのときにはガードしかできんのだろう。それに、あの防ぼう御ぎよ壁へきは奴やつらにとっても難むずかしい術のようだな。動き回りながらでは使えんようだ」

「そう言えばそのガード……語こと無なしの壁かべ？　とかいうのもあったねぇ。あれを突破するのも難なん儀ぎじゃ」

　黒くろ絵えの問いに、フィアは螺ら旋せん槍そうを軽く揺ゆらす。その先端をちらりと眺めながら、

「確たしかにあの防御の壁は固い。だが──一人ひとりだけなら、なんとかする方法がないわけではない気がする。私の機き構こうを上う手まく使えばの話だがな」

「無む駄だな仮定をするのね、同類。相手が十五人だからこそこんな話をしているんでしょう？　やれやれだわ。土つち弄いじりの趣しゆ味みはないから早く帰りたいんだけど」

　いくつかの隙すきはある。できることはある。それらを繫つなぐ方法はないか、と春はる亮あきは考えた。彼女らが見み出いだした、伍い鈴すず達の隙を繫ぐ方法は。時間はない。急げ。急げ──！

　無力が歯がゆい。声もなく、力もなく、しかも頭が使えないのならば自分は完全に役立たずだ。考えろ、考えろ、考えろ！

　そのとき──同じ無力感を感じているらしいサヴェレンティが、肩を縮ちぢめて呟つぶやく。

「うう、ボクも何か力になれたらいいんだけど。やっぱり、超合金の人形とかどこかから集めてくればよかった気がする……一人分でも相手を引き受けられたら、ちょっとは違うよね」

「また貴女あなたはそんなことを。危ないからダメって言ってるでしょう？　というか今いま更さら木とかを切って人形を作る暇ひまはなさそうだわ。諦あきらめなさい」

　人形──人形？　何かが頭に引っ掛かった。そして、はっと気付く。

　もし、あれがあれば。全すべてを上手く組み合わせることができれば。

　少なくとも、伍鈴達の隙を作り出すことはできるかもしれない。その後は──

（たぶん、こうなって……で、確かフィアがああ言ってたから……）

　いけるか。問題は最初の一歩だ。彼女が持っているかどうか。

「……わっ!?」

　春亮は千ち早はやの身体からだに手を伸ばす。何をどう勘違いしたか、千早はばたばたと暴あばれつつ、

「こ、このエロ坊主！　何よ、今更あたしを人ひと質じちとかにしたって意味ないわよ!?　わかった、それを口実にして合法的に何かエロいことする気ね!?　ふ、ふざけないでっ！」

「ハレンチ小僧め、ついにトチ狂いおったか！　こら離はなれろ！」

　フィアがドリルを突きつけてくる。面めん倒どう臭くさいが、説明しておかなければその先端がプッスリと来てしまうだろう。春亮は片手で短く携帯を打ち、

『作戦』

「作戦……だと？」

　フィアが眉まゆを寄せている間に、もう片方の手で春亮は目当てのものをまさぐる。それは勿もち論ろん、千早の胸や太ふと股ももではない。

　彼女が肩から提さげている、鞄かばんだ。

（……あった！）

　必要としていたのは二つのものだった。鞄を覗のぞき込み、春はる亮あきはそれが奇跡のように揃そろっているのを確かく認にんする。

「なるほど。これを使って……！」

　同じように鞄の中を確認したこのはが、即座にその目に理解の色を浮かべる。が、

「でも、そんなに上う手まくいくでしょうか……？」

　勿もち論ろん、ただ普通に使ったのでは上手くいかないだろう。だからその使い方にも一工夫が必要だ。春亮は生涯の最高スピードで携帯に文字を打ち込み、それらをどう使うべきか提案する。

　その提案の材料は、伍い鈴すず達が戦い慣なれしていないという事実。

　そして、さらには──相あい性しようが悪くて活かつ躍やくできない、と言っていたこのはだ。

　彼女に活躍してもらうしかない。いろいろな意味で、彼女にとってはあまり好ましくない活躍っぷりかもしれないが。だが、この状況では仕方ないだろう。

　彼女の身体が一番隠しやすいのは、紛まぎれもない事実なのだから。




　作戦が決まった。隊形を完全に整ととのえ、今まさにこちらへ進行しようとしていた伍鈴達の前に──このはが進み出る。このはだけだ。他ほかの者はそのまま待たい機きする。

「……お一人ひとりですか」

「そうですね。とりあえず、わたしが本気で暴あばれさせてもらうことになりました。そのとき、近くに他の人がいれば巻き込んでしまうかもしれませんのでね」

　にやり、とこのはは不敵に笑う。

「どこの田舎いなか村の出身かは知りませんが、わたしという妖よう刀とうの恐ろしさを多少はあなたも聞いたことがあるでしょう。その恐ろしさが真実かどうか、身を以もつて確たしかめてみなさい。呪のろわれた武器の真の力というものを、呪われた鈴如ごときが受け止められますかね」

「我われらが音を聞くのは、自然を司つかさどる八百萬やおよろずの神かみ等たち……所しよ詮せん、人の作った日本刀が八百萬神等にまで届くとは思えませんが」

　伍鈴は依然として、トランス状態の巫み女このように虚うつろな瞳ひとみ。虚ろな声。そのとき、このはの背を見守っていた黒くろ絵えが映画監かん督とくのように注文を出す。

「このさん、もっともっと！　全然ビビらせちょらんよ！　もっと注目を集めんと！」

「そ、そんなこと言われても……」

　このはが小さく振り返り、こちらだけに届く声量で困ったように言ってくる。

「仕方ないねぇ……この手は、あまり使いたくなかったんじゃけど」

「……なんですか。何かあるならやってください」

「うむ、背に腹は代えられんか。じゃあ……このさん、このさんは何のために戦っちょるの？」

　ぴく、とこのはの肩が揺ゆれた。

「勿もち論ろん──春はる亮あきくんの声を、取り戻すためです」

「大事なものじゃもんね」

「はい。とても」

「あいつらがそんな大事なものを盗とったなんて、許せんね。頭にくる」

「──当然です」

　このはの声が徐々に硬くなってくる。怒りを思い出してきたというように。そこで黒くろ絵えはうんうんと頷うなずきながら、

「で、ここでうちはこのさんにヒミツ情報を教えんといかん。あまりにショックが大きいかと思って、ふぃっちーやきりりんと相そう談だんしてこのさんには噓うそついちょったんじゃけど」

「なんですか？」

「ハルが声を奪うばわれたとき、なんか全ぜん裸らの誰だれかに耳を嚙かまれて声を盗られた、って話じゃったんじゃけど──ごめん、あれウソ。ハルが言うには、やっぱり──」

　ぴしり、とこのはの背中が固まった。ただ声だけが、軋きしむ歯車のように怒りを押し殺した声だけが届いてくる。

「ま・さ・か──」

「うん。実はふぃっちーと同じ方法で盗られたんじゃって。つまり、あちらさんの一人ひとりが全裸で無む理り矢や理りハルを押し倒した挙あげ句くに、その唇を美お味いしそうにむっちゅーと」

（おおいっ!?　そんな話はしてないっ!?）

　こちらがツッコミを入れられないのを黒絵は計算していたのだろうか。さらに好き勝手に、ありもしない事実を捏ねつ造ぞう。ぞっとした気け配はいがこのはの背中から噴ふん出しゆつを始める。黒雲で作られた薄うす暗くら闇やみをさらに黒く染そめるような、ひどく邪悪で猟りよう奇き的てきなオーラを感じた。

「でね、しかも舌まで入れて好き放題、さらにはそのとき片手はハルのズボンのチャックのあたりを愛いとおしげにまさぐって──」

「──もうよい」

「はい」

　ぴたり、と黒絵は大人おとなしく口を噤つぐむ。このはは前を見み据すえたまま。ただ、その眼鏡めがねを軽く押し上げる動作だけが見える。その顔を見なくてもわかった。おそらく彼女は既すでに臨りん界かいを突破している。その瞳ひとみは既に、数多あまたの人の命を奪った妖よう刀とうにふさわしいものに──

「ああ。そうか、そういうことか。やってくれたのぅ、鈴如きが──よもや、妾の持ち物に手を出して生き永らえられると思うておるような阿呆だとは思わなんだわッ！」

「っ……!?」

　春亮の肌が震ふるえる。鳥とり肌はだが立つ。それほどの鬼き気き。勿もち論ろん、伍い鈴すず達もそれを感じていた。おそらく初めて体たい験けんするであろう本物の殺気に、虚うつろな気配を身に纏まとっていた彼女達さえもがびくりと背筋を跳はねさせて身構える。そう──このはが発しているのは、視し線せんを外せばその瞬しゆん間かんに殺されてもおかしくない、と思わせるほどの圧力。

　このはが一歩を踏み出した。

「どうした、来んのかぇ？　妾が直々に相手してやろう。愚かな鈴よ、鈴よ、鈴よ！　斯様に音を鳴らしたいのならば妾が助力してやる、存分に鳴り響かせるがよい──救いの叫声を、痛苦の喘ぎを、絶望の悲鳴を、快楽の嬌声を！　十五と言わず百も二百も聞かせるがよいぞ、神の前にこの妾がその音を愉しんでやろうではないか！」

「荒あら振ぶる悪あく神しんの如ごとき気け配はい……危険！」

　一糸乱れぬ動きで走り出しながら、伍い鈴すず達がその腕を持ち上げる。第一に排除しなければならない、最大の脅きよう威いがそこにいる。本気になったこのはの鬼き気きは、とても無視できるものではない。何よりも注視せねばならないものとしてそこに在る。

　……だから、彼女でなくてはならなかったのだ。

　クッハハァ、と悪役丸出しの邪悪な笑い声で走り出そうとしたこのはに、黒くろ絵えが慌あわてた様よう子すで叫んだ。

「このさん、このさーん！　ノリすぎノリすぎ、忘れんでー！」

「……ちっ」

　その声を聞いたこのはは、舌打ちを一つ。迎げい撃げきのために走り出そうとしていた足を止め、

「はぁ……確たしかに活かつ躍やくできないとは言いましたが、こんな活躍っぷりは……ああもう！　今いま更さらですよ、もう好きにしてください！　何があろうとも許せない理由が一つ増えたんです！」

　刹せつ那な、このはは──顔を赤くしながら。自分の襟えり首くびを両手で引ひっ摑つかみ、服がびりびり破れるのも構わず、その胸元を大きく左右に割り開いた。

「サヴェレンティさんっ！」

「はいはーい！　王権にて"I have sovereignty 告げるfor every doll"。摸されたLike a vassal 全の形代はupon /listen/ 我が群臣"show proof to worship"──従せよObey！」

《王権を果たすサヴエレンティ・完全パーフエクシヨン・人形ドール》の名を持つ彼女の力によって操あやつられ、このはの胸の間から飛び出したのは──千ち早はやの鞄かばんに入っていた藁人形だ。ポケットに入るような大きさではなく、その藁わら人にん形ぎようの存在を伍鈴達に知られるわけにもいかなかった。だから隠かくし場所はそこしかなかったのだ……このはには悪いと思うが。
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「で、ええっと、あそこを引っ張るんだよね。えいっ」

　さらに、このはの胸の上に立っている藁人形は一つの道具を持っていた。同じく千早の鞄に入っていたもの。掌てのひらサイズの小さな容器──千早が自じ衛えい用ように作っていた、閃せん光こう弾だん。

　藁人形は容器の先端についていたピンの輪わの中に腕を差し入れ、バンザイをするようなコミカルな仕し草ぐさでそのピンを引っこ抜いた。刹せつ那なに閃光弾が起動。春はる亮あき達は無む論ろんのことそれを予期していたので、瞼まぶたを閉じたり手で顔を覆おおったりして、突然に溢あふれた光から目を守る。だがこのはの鬼気に当てられ、彼女だけを注視していた伍鈴達はそうはいかなかった。

「くあっ……！」

「やれやれ、本当に戦い慣なれしてなくて助かりましたね。人数がいるのに、全員が一つのとこだけ見てどうするんですか。とにかく──上うえ野のさん、黒くろ絵えさん、フィアさんっ！」

「わかっている！　《黒くろ河かわ可か憐れん》！」

　視界を奪うばわれ、動きを止めた伍い鈴すず達に呪のろいの革ベルトが襲おそいかかる。一人ひとりの身体からだをぐるぐる巻きにして拘こう束そくし、その拘束は維い持じしたまま、先端をさらに伸ばして二人ふたり目。同様に、三人目。

「おお、干ほし柿がきみたいじゃねー。しかし使えるのが一本だけじゃないうちは、もっと頑がん張ばらんと！　モード《キリングマシン将まさ門かど》！」

　ワイヤーと化した黒絵の髪が無数に伸びる。間合いにいるものを手当たり次第に拘束していく。捕まえたのは六人。

「複ふく数すう拘束用の拷ごう問もん具ぐは、私にもある。まさか使うことになるとは思っておらんかったが──私という忌いまわしい嗜し虐ぎやくが錆さびついてはおらんところを見せてやろう！」

　フィアがドリルを適当に投げ、残った伍鈴達の付近の地面にそれを突き刺す。そこで彼女はさらに自分の似姿を変形させ、

「十七番機き構こう・繫式鳥枷態《コウノトリの団欒"The flocking storks"》──禍動curse/calling！」

　同じ形をしたいくつかの拘束具が、土台に鎖くさりで繫つながれた状態で生み出される。拘束具は全体的には三角形の形状をしていた。三角形の頂点には鋼こう鉄てつの輪わがあり、そこから延びている二辺は、これも鋼こう鉄てつの棒。その辺の中なか程ほどや終点、つまりは三角形の他ほかの頂点に当たる部分にも小さめの輪が存在している。春はる亮あきにはこの単純な形の鉄製品がどう使われるのか想像もできなかったが、当然彼女は知っている。この世の誰だれよりも知っている。

「これは四し肢しと頭を折り畳たたんで完全に拘こう束そくする拷ごう問もん具ぐだ。あまりに不自然な姿勢で固められるために、ただ長く放置しておくだけで血の流れを止めて死ぬものもいた。これが私の中にいくつもある理由は明らかだろう──私の所有者は家族や友人達を同時にこれで拘束して並べ、誰が最初に死ぬか賭かけをしておったのだ。誰かが一人死ねば他の奴やつは解放してやるとか言って、家族が早く死ね早く死ねとお互い罵ののしり合う声を鈴すずの音のように楽しみながらな！　だが私は貴き様さまの音を楽しまない、ただ口を閉じて──転がっていろ！」

　立りつ方ぽう鎖さを引ひき摺ずり、その三角形の枷かせがそれぞれ動く。まず三角形の頂点にある大きい輪で伍鈴達の首を拘束し、そこに繫つながった棒が生き物のように揺ゆれ動いてその中途にある輪で両手首を保持。それらの重みで彼女達が身を折り曲げてしまったところで、棒の下か端たんについていた二つの輪が足首を拘束する。そしてその輪や棒に備えつけられている螺ね子じが回転し、ぎりぎりと強制的に彼女達の身体からだを縮ちぢめていく──

「く、う、ううっ……！」

　彼女達が取らされたのは、体育座りのような──それをさらに人体構造的に許される限度まで圧あつ縮しゆくさせられたような姿勢。けれど当然、座ってなどいられない。四肢を拘束された彼女達は為なす術すべなく地面に倒れる。その数は黒くろ絵えと同じく六人。

　三＋六＋六。十五の神楽かぐら鈴すず全てが拘束され、自由を奪うばわれている。

「ぐ……全員が、捕ほ縛ばく、されるとは──」

「よし、分担通りだな！　こちらにはキリカとクロエがおるのだ、隙すきをつけば十五人など容易たやすい！」

「否──恐かしこみ恐かしこみも白まをします。まだ安心するのは早いと！」

　敵の言葉に同意するのも変だが、その通りだった。

　しかし、これから彼女達が何をするのかはわかっている。フィアが走り出すのと同時、伍鈴達は予想通りに──元の鈴の姿へと戻った。

　髪とベルト、そして拷問具からの脱出を果たした十五の鈴の姿を、フィアが素早すばやく眺め回す。一つだけ、色布のついた柄え、その先端の輪わに繫つながったままの鈴があった。他ほかの鈴が集まる方向を見て判断する予定だったが、これだけわかりやすいのならばその必要もない。間違いなく、これが十五の神楽鈴の主体──現在一応のリーダーとなっている伍い鈴すずだろう。

　フィアはその柄つきの鈴を見み据すえたまま、展開させていた《コウノトリの団欒"The flocking storks"》を黒くろ鉄がねの立方体の姿に戻して立方鎖で引き寄せる。それに一拍遅れて、他の十四の鈴がその柄つきの鈴のほうに引き寄せられるようにして飛んだ。

「そうだろう。人化するにはリーダーのところに一いつ旦たん戻らねばならない、とか言っておったからな……！」

「……っ!?」

　神楽かぐら鈴すずの輪に十四の鈴が接合するのと同時、その柄つきの鈴は一人ひとりの人間の姿を取る。巫み女こ服ふくを脱ぎ去り、豊満な肢し体たいを露あらわにした──伍い鈴すずだ。彼女はフィアの接近に気付いてはっと顔を上げ、再度他の鈴を人化させて生み出すつもりだろう、その腕を持ち上げた。さらには、

「──荒あら振ぶる神かみ等たちをば神かむ問はしに問はし賜たまひ、神かむ掃はらひに掃ひ賜ひて語こと問ひし磐いは根ね樹き根ね立たち草の片かき葉はをも語こと止めて！」

　語こと無なしの壁かべ。無音の完全防ぼう御ぎよ壁へきが彼女の周囲に展開される。だがフィアはにやりと笑った。

「そう来るだろうとは思っておった──だが貴き様さまは勘違いをしておるぞ。私はウシチチと違って《武器》ではない。その壁を破る必要などないのだ！」

　立りつ方ぽう鎖さを操あやつり、獰どう猛もうな猟犬のように伍鈴の至近へ自身の偽装立方体エミユレーシヨンを滑らせる。そして、

「十番機き構こう・狭式加圧態《リッサの鉄柩"Iron Coffin of Lissa"》──禍動curse/calling！」

　立方体が開く。伍鈴の肉体には直接触れることなく、その周囲にがちがちと鉄の板を展開していく。土を抉えぐるようにしてその足元に潜もぐり込み、床ゆかを。城壁のように雄お々おしく佇ちよ立りつし、壁を。天への祈りを妨げる夜空のように広がり、天てん井じようを。文字通り、柩ひつぎのような閉へい鎖さ空間の中に伍鈴は閉じ込められる。

「これだけではただの部へ屋やだ。拷ごう問もん具ぐらしい使い方をすると、こうなる！」

　フィアがさらに立方鎖を握にぎり締しめると、伍鈴をその中に閉じ込めていた鉄の柩ひつぎの天井が、壁かべが、ぎしぎしと鋼こう鉄てつの擦こすれる音を奏かなでながら動き始める。無む論ろん、内部の空間を狭せばめる方向に。

　それは吊つり天井に似た装置なのだった。犠ぎ牲せい者しやを内部に閉じ込め、徐々にその空間を狭め、刃やいばでも針でもなく、《体たい積せき》という単純な道具で人を苦しめる拷問具。

　徐々に小さくなっていたその装置の動きが、ある一定地点で止まる。理由は簡かん単たんだった。

「く──！」

「ふむ、やはりその壁は破れんか。よいぞ、その能力がどれだけ長い時間続けられるかは知らんが、気長にやろうではないか。私はいくらでも付き合ってやる。風の刃を放ちたければ放つがいい、仲間を呼び出したくば呼び出せばいい。ま、どちらも自分自身の苦しみがただ増すだけになるであろうがな！」

　フィアの鉄柩と伍鈴の防ぼう壁へきが拮きつ抗こうすることしばらく──不意に、がくん、と再び鉄柩が動き始めた。単純な体積の拷問は、単純であるがゆえに抗あらがいようがない。縦たて幅はばも横幅も、最初の状態とは比べ物にならない小ささだ。そしてそれに反比例して、鉄柩の中から聞こえる苦く悶もんが大きくなってくる。

「くあ……は、ぐ……あああああっ！」

「どうした、それが貴様の自じ慢まんする音か、呪のろわれた神楽鈴！　いくら耐えようとも逃のがれる術すべはない、私が解放せん限りはな！　身体からだが歪ゆがんでおるだろう、骨が軋きしんでおるのだろう！　そのまま圧死を待つか!?」

「ね、ねぇ、やりすぎでしょ……もう、もう止やめてよ！」

　見かねた千ち早はやが叫ぶが、フィアは鉄てつ柩ひつぎを見つめたまま視し線せんを動かさなかった。ただ、

「さすがに貴き様さまが死ねば声は返ってこよう、私はそれでもよい。よいのだが──貴様の主人はこう言っておる。どうやらこいつはお前に生きていてほしいようだ。だから、選せん択たくしろ。今すぐ奪うばった人間の声を返すか。それとも、圧死するまで苦しみ続けるか」

「く、ああ……」

「伍い鈴すず……ああもう、あんたはホントに愚ぐ図ずね！　もうわかってるでしょ、こいつは声を取り戻すまであんたをそこから出す気はないのよ！　そのままで何ができるの、潰つぶれちゃって何ができるの！　とりあえずそこから出ないと何も始まらないでしょうがっ！」

　千早の怒ど号ごう。呻うめき声ごえがふと途と絶だえた。時間が止まったような静せい寂じやく。

　だが時間は止まっていない。そのとき、新たな音が、ぽつぽつ、と。

　雨だった。

　午後になって急にその量を増してきた雲から、今までずっと不吉に頭上を覆おおっていた雲から、ついに雨が降り始めたのだ。周囲の木々の葉がぱたぱたと歌い始める。剝むき出だしの土に柔らかさが与えられ始める。伍鈴を圧迫している鉄柩の表面にも、冷たい水滴が何十も何百もぶつかり、かんかんと騒そう々ぞうしい音を立てていた。

　だから。それは、中にいる伍鈴にも、届いたのだ。

「もう、雨が……手遅れ……いえ、このままでは、どのみち何をすることも……ああ、なんという……」

　柩の中から、そんな小さな声が聞こえた気がした。直後、隣となりで事態を見守っていた白しら穂ほがついに我が慢まんならなくなったというように嘆息する。

「ふぅ……ほら見なさい、雨まで降ってきたじゃない。この調ちよう子しならどんどん強くなりそうね。ああもうまったく、どうしてくれるのよ！　この林から出る間にどれだけ服と靴が汚れるか考えただけで気が遠くなるわ。新年初日から私とサヴェレンティをずぶ濡ぬれにして視し姦かんしようとするなんて、特殊な趣しゆ味みがあるにも程ほどがあるわね、人間！　違うというならさっさとこの雨を止やませなさい！」

「いや、天気まで俺おれのせいにされても困るがっ!?」

「知ったことじゃないわ。じゃあ譲じよう歩ほしてあげる。雨が降れば植物は光合成できないから、そのぶんの二に酸さん化か炭素を世界から減らして。世界の酸素を無む駄だ遣づかいするしか能がない人間も、たまには世界のためになることをすべきよね。アイデアとしては──そうね、死ぬとか。あるいは死ぬのもいいわね。いえ、いっそのこと死ぬというのはどうかしら？」

「全部一いつ緒しよじゃねえか……ん？」

「……？」

　違和感。白しら穂ほも怪け訝げんな目でこちらを見やってきた。そしてフィア達が同時にこちらを見やり、驚きよう愕がくの声を発する。

「今喋しやべったな、喋っておったな春はる亮あき!?」

「夜や知ち……ふぅ。やっと戻ったか、やれやれだ」

「わー！　よかったね、ホントによかったねっ！」

「まったくです。ああ……本当に、春亮くんの声がまた聞けて、よかったです……あ、そうだ。声が戻って最初に名前を呼ばれるなんて、なんとなく特別っぽいですね……！　春亮くん春亮くん、ちゃんと声が戻ってるかどうかもう一度実じつ験けんです！　わたしの名前を言ってみてください！」

「ぬっ……なにかよくわからんが、最初がウシチチというのはむかつく！　おい春亮、ならば私の名前を言ってみろ！　ウ、シ、チ、チ、は四文字だがなんと私はたったの三文字！　おトクだぞ！」

「その呼び方はあなたしかしません！　わたしも三文字ですよ、春亮くん！」

　一気に騒さわがしくなる。春亮があーうーと喉のどの調ちよう子しを確たしかめていると、

「何か調子がおかしいんなら無理して喋らんでええと思うよ。喉のど飴あめ持っちょるけど、舐なめる？」

「ああ……いや、なんとか大丈夫みたいだ。ありがとな、黒絵」

　がーん、とフィアとこのはが口を開く。なぜか錐きり霞かも「くっ……さりげなく狙ねらっていたのにっ……」などとよくわからないことを呟つぶやきながら溜ため息いきをついていた。そしてまたなぜか黒くろ絵えはいつものぼんやり眼まなこでＶサインを出していた。

　一気にいつも通りの賑にぎやかさになったが、いつまでもこうしている場合ではない。

「俺おれの声が戻ったってことは、神かん主ぬしさんとか他ほかのみんなの声も戻ってるだろ。フィア、そろそろ解放してやってもいいんじゃ……」

「む。そうだな……最後に正しい選せん択たくをしおったことだけは褒ほめてやろう」

　フィアが軽く立りつ方ぽう鎖さを一振りする。鉄の柩ひつぎが搔かき消え、窮きゆう屈くつそうに身を縮ちぢめていた伍い鈴すずの姿が顕あらわになる。巫み女こ服ふくを持ってきてやるべきだろうかと考えはしたが、フィア達はまだ油ゆ断だんなく彼女の姿を見み据すえていた。

　しかし解放された伍鈴に抵抗の気け配はいは見えない。奪うばっていた声を放出したためか、あの虚うつろで無む機き質しつな神かみ憑がかりの気け配はいは既すでに失われている。濡ぬれつつある地面にばしゃりと手を突き、彼女はひどく暗あん鬱うつな声こわ音ねで呟つぶやいていた。

「ああ……なんという、ことを。これでは、もう……どうすることも……！」

「そうだ、もうお前はどうすることもできない。諦あきらめたか？　それとも、まだ誰だれかの声を奪うことを諦めんのか？　ならばもう一度同じ苦しみを与えてやるしかないが」

　そのフィアの言葉に、伍鈴は小さく肩を震ふるわせる。それは絶望しきった笑いだった。

「ふふ……今からでは、もう、新しく声を奪っても間に合いません。十五人分、いえ、せめて十人分ほどの声が、力があれば、あるいは……ああ、でもやはり、間に合わない！　これで千ち早はや様の願ねがいは叶かなえられなくなりました、我われらの役目は、また果たせませんでした……！」

　春はる亮あき達は顔を見合わせる。伍い鈴すず達が声を奪って何をしようとしていたのか。その目的は何だったのか。ぼんやりとしたヒントがあるばかりで、その答えにはまだ辿たどり着けていない。

　だがここには、既にその答えに辿りついていた人間がいた。

「今いま更さらだから……こいつが持っている最後の能力のことを教えてあげるわ。それは、《託宣》。神様に仕える巫み女こが天の言葉を聞くように、こいつはたまに、未来のことを予知できるの。いえ、知らされる、と言ったほうがいいのかもしれないわね。こいつ自身には意味がわからないことであっても、こいつは断片的な言葉とか映像で未来の出来事を受け取ることがある。本当に自分では制御できなくて、この雨みたいにたまたま降ってくるだけの力。最初にあたしがあんたらに会ったとき、閃せん光こう弾だんとか用意できてたのもそのおかげよ」

　誰だれよりも伍鈴のことを知る彼女が、静かな言葉で語る。強まっていく雨に頰ほおを打たれつつ、寂さびしそうな瞳ひとみで伍鈴を見下ろしつつ。

「もう、いいでしょう、伍鈴？　言いなさいよ──そこの銀ぎん髪ぱつの声を奪う直前、あんたがどんな託宣を受けたか。あんたはあたしがショックを受けるとか思って隠かくしてたのかもしれないけど、もうだいたい予想はできてるから。あんたがここに来た時点でね」

　伍鈴はゆっくりと顔を上げた。まるで泣いているように雨う滴てきを目元から垂たらして、主人の目を見つめる。けれど、震ふるえる声が発されたときには、その顔は再び大地に向けられている。

「……断片的な、映像でした。我われらの村が滅びたときのような、強い雨。嵐あらしのような風。林を流れる濁だく流りゆう。そして──千早様のご母ぼ堂どうの、この菜園。それらを伍鈴なりに解釈して繫つなぎ合せたものは」

「そう、やっぱり。今日きようこれからの大雨で、この家庭菜園が壊滅する、ということね」

「……はい」

　春亮達は絶句する。その託宣が、伍鈴の行動目的なのか。ならば、それが意味するのは──

「わかってたわ。あんたはあたしのために動く。あたしの願いを叶えるために動く。あたしの願いは──母さんが帰ってくる場所を守ること。そうね、確たしかにこの場所はその象徴のようなものだわ。あたしが一番守りたかったものだわ。毎日水みず遣やりとかしてたし」

「はい……千早様は、その千早様の願いを叶えるために、伍鈴達を使おうとしてくださいました。いつ何なん時どき、何が起こってもいいよう、我らの呪のろいを強めて力を与えようとしてくださいました」

「いつ強盗が入ってきても叩たたき出せるようにはしとかないとって思ってただけよ。つーか神社はボロだし警けい備びもいないし、一番怖がるべきは放ほう火か魔まっぽいけど」

　千早の声を聞きながら、春亮は思い出していた。千早は伍鈴に力を与えるために、あえて呪いに近しいところに在ろうとした。呪い屋という褒ほめられない行為を行い、わざわざ自分が嫌いやな思いをするような服を着ていた。それは全すべて、自らの願いを叶かなえるためだったのだ。そのために伍い鈴すずの力が必要だったからなのだ。

　それが褒ほめられるべき行為なのか、責められるべき行為なのかは、春はる亮あきにはわからない。ただ──千ち早はやの願いの強さと、その愚ぐ直ちよくさだけを理解した。

「でも……それだけだと。呪いの力を集めるだけだと、足りない、とあんたは思ったわけね。託宣で見た光景から、この家庭菜園を守るためには」

「恐かしこみ恐かしこみも、白まをします──その通り、です。我らという神楽かぐら鈴すずには、呪のろいを受けた最大の記き憶おくに起因する……天候を操あやつる能力がありました。基本的には風を扱えるだけですが。しかしそれでも、十五の鈴の音を全て再生させ、自分達の持てる最大の力を使えば」

「わ、私にもわかったぞ。お前は、人間達の声を集めて得た力で──この雨雲を吹き飛ばそうとしておったのか！　なんというあほーなことを考えるのだ、天気予報でも、今日のは台風クラスの雨と風だとか言っておったのだぞ!?」

「けれど……もう、無理、です。声を、音を、力を。返してしまいました。もはや伍鈴には、呪いで奪うばった千早様の声の半分──そこから生み出される力しか残っておりません。他ほかの我々も、音を発することはできません。伍鈴達は、願いを叶えるべき神楽鈴なのに……！」

「なによそれ。くっだらない」

　と、千早が言った。項うな垂だれる伍鈴に、追いうちをかけるかのように。けれどそれはぶっきらぼうな言葉だけだった。彼女を見下ろす表情には、疲れたような微笑ほほえみがあった。

「言ったかもしれないけどさ……優ゆう先せん順位が違うわよ。あいつの声を奪うばってまですることじゃないわよ。愚ぐ図ずね、あんたは本当に愚図ね……でも、一番愚図だったのはあたしかもしんないわ。あんたのせいじゃない。優先順位が違うってことに今いま更さら気付いた、あたしが一番……」

「千早、様さま……」

「ここが流されるなら仕方ないわよ、それは。母かあさんだって、雲を吹ふき飛ばすなんてカミサマみたいな力で守られても委い縮しゆくしちゃうわ。天気のせいなら仕方ないわね、って笑うだけよ……そりゃ、ちょっとは悲しそうにするかもしんないけどさ」

　千早と伍鈴が見つめ合う。口を挟はさむことのできない空気が満ちていた。何かが終わったのだと、そんな予感を漂わせる無言。だが、そこに空気を読まずに口を挟むものもいないではなかった。

「うむ！　同感だ！　貴様は愚図だ、貴様も愚図だ、ハレンチ巫み女こ一号と二号はどっちも愚図だ！　いやいやそんな言葉では足りん、言うならばグズグズだな！　まったくふざけておる！　反省しろ！」

「お、おい、フィア……」

「なんだ、何か文句があるのか。聞かんぞ、喋しやべらせろ。まずはお前だ、ハレンチ巫女二号！」

「……伍鈴に、何か……？」

　のろのろと伍い鈴すずが首を動かす。フィアは一つ頷うなずいてから、足元に落ちていたルービックキューブを拾い上げた。その泥を払いつつ、

「お前は間違っておる。何が、というのは簡かん単たんには言えんが……ううむ。とりあえず聞いてみよう。お前、私の拷ごう問もんは苦しかったか」

「はい……」

「そうだろうな。私は拷問処刑の立方体だ。人間を拷問し処刑し、その姿を多様に楽しむために作られたモノだ。だが──今の私は、それを楽しいとは思わん。むしろ不快だ。なぜだかわかるか」

　伍鈴は無言だった。その視し線せんを受けながら、フィアはルービックキューブを自分の胸元に押し当てる。その立方玩がん具ぐに温度はない。けれど自みずからには温度がある。フィアはその違いを味わっているのかもしれない。そんなことを春はる亮あきは思った。

「なぜなら、私は、今の私は──ヒトでもあるからだ。だから思うぞ。ヒトでもあるようになってしまった呪のろわれた道具は、もはや呪われた道具として人を喜ばせることは本義ではなくなっているのだと」

「……」

「ヒトのようになってしまった我われ々われには、ヒトのようになってしまったモノにしかできんことがあるのではないか？　少なくとも私には、呪われた道具としての拷問より、そちらのほうがより素す晴ばらしく、求めていくべきものであるような気がするぞ。ああそうだ……私はな、人のタメになることをしようと思っておる。呪いを解くためだ。だがその目的を抜きにしても、その行為自体が──実際、今の私にとっては、何か特別に喜ばしくて、何か特別に幸せな気持ちになれるものだった」

　フィアはポケットにルービックキューブを仕し舞まう。再び伍鈴の顔を見つめ、

「だからお前も、きっと、呪われた神楽鈴としてこの女を助けることにこだわらなくてもよかったのだ。ヒトのようになってしまったただの伍鈴として頑がん張ばればよかったのだ」

　伍鈴は瞳ひとみを揺ゆらす。彼女は何を思っているのか。春亮にはわからない。だが同じ立場の存在であるフィアの言葉は、確たしかに彼女に届いたはずだった。

「しかし……どうしても、伍鈴には、力が。守るための力が、必要だったのです……」

「うむ、そこだ！　そこで次の説教に移るぞ、ハレンチ巫み女こ一号！」

　雨に濡ぬれた銀ぎん髪ぱつから水滴を散らしつつ、ばっとフィアが身を捻ひねって千ち早はやに人差し指を突きつける。千早はびくりと身を跳はねさせ、

「あ、あたし？」

「そうだ、貴き様さまも間違っておる！　お前はさっき言ったな、天気のせいなら仕方ないとかなんとか！　この畑は貴様の母親の宝物なのだろう、そんなに簡単に諦あきらめてどうする！」

「ん、んなこと言われても……」

　眉まゆを寄せる千ち早はやに構わず、フィアは「そして次はダブル説教ォー！」と叫びながらびしりびしりと二人ふたりを交互に指さした。

「よいか、もう、このハレンチ巫み女こ二号の力で雲を散らすことはできん。ならば簡かん単たんな話だ。別の力を使って守ればよいではないか！」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、春はる亮あきはフィアが何を言わんとしているかを理解した。同時、複ふく雑ざつな感覚が胸中に溢あふれてくる。しんどそうだな、という疲労感。まだ気は抜けないな、という緊きん張ちよう感かん。そして──こうでなくちゃな、という安あん堵ど感かん。

「やれやれ。元がん旦たんから大仕事だ」

「ふぅ。こんなことになるんじゃないかな、とは思ってたんですよ……」

「馬ば鹿かげたことか、そうでないかは──まぁ、やってみなければわからない、か」

「いろいろやることがありそうじゃねぇ。はてさて、まず何から手を付けるべきかしらん」

「こ、今度はボクもちゃんと手て伝つだうよー！」

「もうサヴェレンティは止めても無む駄だなんでしょうけど……言うまでもなく、私は何もしないわよ。包丁かロープか毒薬を用意してくれるのなら一つだけやってあげてもいいことがあるけど……ああ、そのあとで墓穴も掘らなくちゃ駄だ目めだから結局することは二つになるのね。面めん倒どう臭くさいから自分で穴を掘って入っててくれない？」

　口々に呟つぶやき始める春亮達を見、千早と伍い鈴すずは困こん惑わくした様よう子すで、

「な、何言ってるのよ、あんた達……？」

「わからんか。今回の騒そう動どうの原因は全すべて貴き様さまがこの畑を守りたいと思ったが為ためなのだろう？　それが最終的に『結局雨で流されましたー』とかツマラン結末になってみろ、今まで私達が苦労したことも全部無意味になってしまうではないか！　だから──私達という力を使ってみろと言っておるのだ！」

「な──」

「ハレンチ巫み女こ二号よ、何を呆ほうけておる！　足あ搔がくのなら最後まで足搔いてみろ！」

　千早と伍鈴は再度見つめ合った。何かを考えているような無言があり──けれどややあって、千早の頰ほおが小さく歪ゆがむ。

「おせっかいなエロ坊主達よね……でも、この際だわ」

　雨は止やまない。徐々に強くなってくる。その雨う滴てきを掌てのひらで受け止めながら、千早はゆっくりと伍鈴に手を差し伸べた。

「もう少しだけ、足搔いてみる？　駄だ目めで元々、このまま畑を眺ながめているよりはいくらかマシだわ。もしあんたもそう思うんなら……さっさと立ちなさい。この愚ぐ図ず」

「ふふ──伍鈴は、千早様の手下で、奴ど隷れい、なのですからね〜……拒否権はなさそうです〜。恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが……やれるだけのことは、やってみましょうか〜」

　伍鈴も微笑で言い、その手を摑つかんで立ち上がる。

　そして最後に、このはもにこやかな笑え顔がおで言った。

「一応言っておきますが、あなたがまずやるべき行動は服を着ることですよ？　それから、春はる亮あきくんの声を盗とったときの話をもう一度詳しく……ウフフ？」

「……」

　春亮が最初にしなくてはならないのは、あれは黒くろ絵えがこのはを怒らせるために言った噓うそなのだと彼女に教えることのようだった。

　どれだけ言葉を尽くせば、彼女がそれを信じてくれるのかはわからなかったが。




　　　　[image: ]




　なんとかこのはの誤解を解くと、春亮は千ち早はやと共に一度早はや川かわ家けへ急ぎ足で帰った。必要なものを取って戻ってくると、そこでは既すでに一同が総出で畑を守るための仕事に従事していた。全員びしょ濡れになっているが、誰だれも──いや、大きな木の下に退たい避ひしてひどく恨うらめしい視し線せんでこちらを睨にらんでいる白しら穂ほ以外は、誰もそれを気にした様よう子すはない。

「傾斜がこうなってますから……水が流れてくるとすれば、おそらくあっちからでしょうね。だからこういう向きに溝を掘って……」

「なるほど、わかった。十九番機き構こう・抉式螺旋態《人体穿孔機"Man-Perforator"》！」

　身振り手振りで指示するこのはの言葉を聞き、フィアが巨大なドリルでざっくざっくと畑の周りの地面を掘り返し始める。ドリルという道具の使い方としては本来のものに近いが、いつも武器として使っている姿しか見ないので多少違和感がある。

　指示を終えたこのはは林の中に消えていき、ややあってめきめきと木々が倒れる音。畑の傍そばの木を切ると水はけに影えい響きようがあるので、それを考こう慮りよして少し離はなれた場所で切っているのだろう。

「よーし、みんな頑がん張ばってー！　はい、おいっちに、おいっちに！」

　腕を振り回すサヴェレンティを先頭に、このはが木を切り倒しているあたりの林から謎なぞの一団が出てくる。木の幹を適当に人の形に削った木人形（これもこのはが製作したのだろう）達が丸太を抱えて行進する様さまというのはなかなかにシュールだ。

　また黒くろ絵えは自分の髪を針金状にして切断し、それを野菜の支えとしてくくりつけていた。それを手て伝つだっているのは錐きり霞かと十五人の伍い鈴すず達だ。

「改めて見ると、すっげぇ変な光景だな……何だこりゃ」

「変なのはあんた達だけよ。あたし達はまとも」

「そ、そんなことはないと思うぞ……つーか伍鈴以外にもまた出てるな。誰だれが誰やら俺おれにはわからんけど」

「伍鈴以外は声が出せなくなって術が使えなくなってるだけでしょうからね。単純な人手としてなら使えるってことでしょ」

　勿もち論ろんのこと、伍い鈴すず達は既すでに泥に塗まみれた巫み女こ服ふくを拾って着込んでいた。それにほっとしながら、早はや川かわ家けの倉庫から持ってきたビニールシートやら何やらを地面に置いていると、黒くろ絵えと錐きり霞か、そして伍鈴達が近寄ってくる。

「うわい、もう凄すごい雨じゃ……気休め程度じゃけど、一応野菜の補強は終わったよー」

「ビニールシートか、確たしかにそれは必要だな。段々風も強くなってきているし……台風クラスの爆ばく弾だん低気圧、というのは伊だ達てではなさそうだ。やれることはなんでもやっておこう」

「伍鈴、次は何をすればよいでしょうか〜」

　自分も自分も、というように、その他ほかの神楽かぐら鈴すず達も「……」「……」「……」とこくこく頷うなずいて追つい随ずいしてくる。

「こら、同じ顔でにじり寄ってこないの、怖いから！　まだまだやることはいっぱいあるわ、とりあえずスコップもあるだけ持ってきたから、半分くらいはあの銀ぎん髪ぱつの手伝いで排水溝を掘っときなさい！　それから──」

　そうこうしているうちにこのはが林の中から帰ってきた。必要なぶんの木は切り終えたのだろう。それから彼女はサヴェレンティの木人形達が運んできていた丸太を薄うすく切断し、板のようなものを何枚も作る。

「これも柵さくみたいに周りに張っておきましょう。張りすぎると逆に水はけが悪くなりそうなので、完全に畑を包む感じにはしないように。で、これを打ち込むハンマーとかは……ないですよね。じゃあまた便利なあの子の汎はん用よう大工道具でやってもらいますか」

「誰だれが大工道具だ、呪のろうぞ！　くそ、しかし仕方あるまい……二十二番機き構こう・潰式針球態《星棍"Morgenstern"》、禍動curse/calling！　そこのハレンチ巫み女こ、何号かは知らんが板を支えておれ！」

　そしてフィアは巨大な鉄てつ球きゆう棍こんでがっつんがっつんと板を畑の周りに並べて打ち込み始める。

「よし、じゃあフィアちゃんの代わりに今度はボク達が溝掘り係をするよ！　はいはいキミ達、動く動くー！　あまり時間はないよ、急いで！」

　サヴェレンティの木人形が一列に並び、一糸乱れぬ動きでその腕を地面に突き立て、土を掘り返し始めた。こういうことには便利だなあ、と今いま更さらながらに春はる亮あきは思う。やはりシュールなことに変わりはないが。

　春亮は残った人員と共に、ビニールシートを野菜に被かぶせる作業に入る。畳たたんでいたシートを広げただけで強い風を感じた。ばたばたと音を立ててシートがはためく。

　シートの四隅を一人ひとりずつ持ち、それを畑に被せようとしていたとき──風が一気に強くなった。伍鈴達が生み出していた暴ぼう風ふうにも引けを取らない強さだ。さらには、それに勢いを貰もらったかのように雨の量も増す。ビニールシートの向こう側にいる錐霞の顔もよく見えない。

「ぐわっ！　こ、こりゃひでぇ！」

「い、いよいよ本格的になってきたか……これは、本当に、馬ば鹿かげている……！」

「サヴェレンティさん達、排水溝のほうはどうですか!?」

「な、なんとかやってるけどー！　もうだいぶ水が流れてきてるよ、もう少し深く掘ったほうがいいかなっ!?」

「無理しない程度によろしくお願ねがいします！」

「でぇぃっ！　こ、こんなものか……？　って、早くも最初に立てたほうの柵さくが傾いておるではないか！　ええい、ハレンチ巫女ズ、やり直しだ！　ついてこーい！」

　雨粒のカーテンの向こうから、このはやフィア達の叫び声も聞こえてくる。声を張って叫ばなければ、もはや轟ごう々ごうと形容できるレベルで襲おそい来る雨風に搔かき消されてしまうのだ。

　しかしもはや他た人にんを気にしている余裕もなかった。地面に這はい蹲つくばるようにして、風のせいで凄すさまじい重みを感じるビニールシートをなんとか畑に被せていく。

「ぬおっ、押さえるのが既すでにきつい……！　なんだこの風!?」

「まったくだ。夜や知ち、重しになる石を探してきてくれ！　そこは可か憐れんで押さえておく！」

「り、了解。つーかマジに台風みたいだぞ、傘かさ差さしてたら飛べそうだ！」

　そんなことを言いつつ石を探しに行こうとしたとき、

「わー」

「おおぅっ!?　く、黒くろ絵えー！」

　雨粒が何かに遮さえぎられたのに気付いてふと上を見れば、黒絵がリアルに空を飛んでいた。神楽かぐら鈴すず達が摑つかんで押さえている一枚のシートの逆側が風圧で跳はね上がっており、黒絵はそのシートの端はしを摑んだまま、スーパーマン的な姿勢でばたばたと風に煽あおられている。シートを押さえるのには彼女の軽い体重ではとても足りなかったのだろう。

「おお……うち、ついに飛行能力まで……無敵！」

「こら黒絵、微妙に楽しそうに見えるのは俺おれの気のせいかっ!?　危ねぇぞ、なんとかして下りろー！」

「む、バレた。でも楽しんじょる場合でもないね……下りるよー」

　黒絵は髪を一ひと房ふさに纏まとめ、手近な木の幹になんとかそれを巻きつける。風の勢いで傾いているその木をさらにしならせつつ、ぎりぎりと牽けん引いん車しやのようにその髪を縮ちぢめてなんとか地面に降りる。春はる亮あきはほっと胸を撫なで下ろした。

「うーむ、うちはこの木を拠より所にしてなんとかするしかないか。ハルも気をつけてー」

「おう、つーか重しの石を代わりに置いとけばなんとか……うわっ」

　このはが丸太を作ったときの残ざん骸がいか、それとも風のせいで折れたのかはわからないが、とにかく大きめの枝が宙を飛んでくる。なんとか尻しり餅もちをついて避けた。

「こ、こりゃ石とか探しに行く暇ひまもないぞ……悠ゆう長ちように探してる間にシートが吹ふっ飛ぶ！」

　一度シートが吹き飛んでしまえば、再びそれを見つけ出すのは不可能に近いだろう。もはや立ち上がるのも難むずかしく、春亮は手足を使って這はいずるようにして元のシートに戻った。

「ごめんいんちょーさん、なんかもう無理だ！　とりあえず風が弱まるまで自力で押さえとくしかねぇ！」

「そ、そうか、わかった！　気をつけろよ！」

　雨のカーテンの奥から、地面を滑るようにして《黒くろ河かわ可か憐れん》が伸びてきた。春はる亮あきの腰にくるくると巻きつく。少しでも支えになれば、ということなのだろう。ありがたかった。

「こらウシチチ、ちゃんと押さえておるかっ!?　今こそ、貴き様さまの身体特性を発揮して大だい活かつ躍やくするときだぞ！」

「どういう意味で言ってるんですか！　あなたこそ羨うらやましいですね、簡かん単たんには吹き飛ばされない体質というか体重で！」

「なにおう、呪のろうぞ!?」

　フィアやこのはも同じように自力でシートを押さえているようだった。ひゃー！　と悲鳴が聞こえているのでそちらを見れば、サヴェレンティ＋木人形部隊も同様にシートを押さえていた。

「さ、さむーい！　でも頑がん張ばるよ、みんなも頑張ってー！　って……え？」

「ああもう！　そうよね、こんな雨と風だもの、寒いわよね！　私も同じよ、だからよ！」

「白しら穂ほぉ……」

　サヴェレンティの隣となりにはいつのまにか白穂がいた。綺き麗れいな顔を泥と雨で汚しつつ、恋人の肩を抱きすくめるようにしながら、サヴェレンティと同じようにシートを手足で押さえている。

「……木の下で雨宿りとか、こんな状況だと全然意味ないわ。濡ぬれて寒くて最悪よ。頼りにならない木なんかよりは、温かくて頑張り屋で大好きな誰だれかに縋すがっていたほうが千倍マシね」

「えへへ……ありがと、白穂！」

「べ、別にお礼を言われることなんかしてないわ！　勘違いしないのよ、サヴェレンティ！」

　誰もが必死だった。必死に畑を雨風から守っていた。畑の地面は多量の雨でひどくぬかるんでいる。大丈夫なのか。だがフィア達が溝を掘っていなければ、今いま頃ごろはここ一面が完全に水みず浸びたしになっていたことだろう。雨音に混じり、即席の排水溝を激はげしく流れる水の音が耳に届いてきた。フィアと伍い鈴すず達が協力して立てた柵さくも、風のせいでぎしぎし音を立てて揺ゆれている。その柵は排水溝に流れ込まない水や、そこに混じって流れてきた土砂などの異物を懸けん命めいに受け止めてくれているはずだった。

　終わりの見えない時間。シートを押さえる手は冷たい雨で凍こごえ、もはや感覚がない。ちゃんと力が入っているのかどうかすらわからない。それでも身体からだ全体で圧のし掛かるようにして押さえ続ける。

（いつまで、続くんだ、これ……！）

　胸中の呻うめき声ごえに、答えるものはなく。

　無情にも、雨と風は依然としてその強さを増し続けていた。




　変な奴やつら、と千ち早はやは思う。必死でシートを押さえながら思う。

　関係ない。これは全部、自分の都つ合ごう。身勝手な、ただの我わが儘ままだ。

　なのに、どうしてこいつらはこんなに必死になっているんだろう。

（知ったこっちゃ、ないわ……！）

　思考を切り捨てる。何が正しいのか。何が間違っているのか。何が正しかったのか。何が間違っていたのか。そんなものは全すべて、どうでもいい。

　ただ、ある、とわかっているだけだ。

　自分の中には、まだ、やっぱり──願ねがいがある。

　母かあさんの宝物を、帰ってくる場所を、この家庭菜園を守りたいという、願いがある。

　そして、それだけしかない。

　だからそれ以外はどうでもいいのだった。今は考える必要がないのだった。

　再び力を込め直して、シートを押さえる。冷たい雨。疲労感。気が遠くなる。伍い鈴すず達は大丈夫だろうか、とふと思って顔を上げる。途端とたん、風に飛ばされた一いつ塊かいの泥が弾丸のように口の中に入ってきた。顔を顰しかめ、軽く身を起こしてぺっとそれを吐はき出したとき──

　今まで以上の、強い突風。それを受けたのは上半身だけだったが、疲労した身体ではそれすら堪こらえ切れなかった。吹ふき飛ばされるようにして転がる。

　まずい。まずい。まずい。

　千早の体重を失ったシートが捲めくれ上がる。強く吹き込む風が中に潜もぐり込み、内側からシートを持ち上げようとする。同じく疲労困こん憊ぱいした様よう子すで同じシートを押さえていた伍鈴達の身体からだが、急に起き上がってきたそのシートを押さえようとしてふらりとよろめくのが見えた。無む駄だな動きをするのは致命的だ。伏せていたときよりもさらに風を受け、体勢が崩くずされる。

　一ヵ所の崩ほう壊かいが連れん鎖さして広がっていく気け配はい。捲れ上がったシートの下には、母親が入院する直前まで大事そうに育てていた、そして後を継ついだ千早が毎日水をあげてきた野菜達。キャベツ。ほうれん草。大根──母かあさんが一番楽しみにしていた、白菜。一応の支えはあるが、そのどれもが葉を靡なびかせ、茎くきを傾かせ、声のない悲鳴をあげている。直接この雨風に晒さらされれば、間違いなく耐えられないだろう。畝うねごと滅め茶ちや苦く茶ちやにされてしまうだろう。

　母さんが楽しみにしてたのに。もうすぐ収しゆう穫かくなのに。ここまで育ててきたのに。母さんが笑え顔がおでここに戻ってこられるように、必死に、一いつ生しよう懸けん命めいに、世話してきたのに。

　それが全部、無駄になってしまう？

　母さんの宝物が、母さんの帰ってくる場所が、壊こわれてしまう？

　駄目だ。駄目だ。そんなの駄目だ。守らなくちゃ。あたしが、守らなくちゃ──

　必死に手を伸ばす。届かない。間に合わない。そして一ひと際きわ大きくブルーシートが捲れ上がり、何もかもが終わってしまう絶望感に千早が目を閉じかけたとき、

　自分以外の誰だれかの手が、そのシートを押さえていた。

　自分の巫み女こ服ふくと同じように、神聖さを象徴する白しろ装しよう束ぞくを泥と雨で汚した背中。

　父親だった。

「な……なによ。なんで、あんた、ここに……？」

　彼は雨う滴てきに目を細めながらも、肩越しに千ち早はやを見やって、小さく笑った。

「きっと、ここにいると思った。お前の考えていることくらいわかるさ……親子だからね」

　ああ。

　同じことを願ねがっているのは、自分だけではなかったのだ。

　そんなことも、あるのだ。

（……馬ば鹿かみたいじゃん。あたし達……）

　千早はゆっくりと這はって彼に近付きながら、思う。

　今まで、何やってたんだろう。まるで──音の出ない鈴すずをお互いにぶんぶん振って、こっちに気付け、って言い合ってたみたい。なんでわかってくれないんだ、ってむくれてたみたい。

　気付くわけ、ないのに。

　ただ、声を出せばよかったのに。

　それがきっと、失われた鈴すずの音ねの代わりになった。充分すぎる、誰だれかに願いを届けるために響ひびく音になった。

　だから、

「……ありがと」

　囁ささやくように呟つぶやいて、千早は彼の隣となりで再びシートを押さえる。




　その小さな鈴の音が届いたかどうかは、きっと、神かみ様さましか知らない。







　エピローグ







　　　　[image: ]

　どれだけ時間が経たったのか。春はる亮あきははっと顔を上げる。

　頭上にあったのは、ただ、夜空。いつのまにか日が暮れていたのだ。雲はまだ多少残っていたが、そこから落ちてくる雨粒はひどく小さい。耳鳴りがするほどだった風の音も止やんでいる。つまり、

「お……終わった……？」

　周囲を見回す。誰だれもが疲労困こん憊ぱいの様よう子すでその場にへたり込んでいた。フィアは処刑杭くいをブルーシートごと地面に刺し、それに摑つかまるようにして風に耐えていたようだった。ぐったりとその杭の頭に顎あごを乗せつつ、呟つぶやく。

「やれやれ、ピークは過ぎたようだな。まさか自分の機き構こうをこんなふうに使うことになるとは思わんかったぞ」

「わたしもですよ……結局、わたしが一番活かつ躍やくしたのは木を切ってたときみたいな気が……はぁ。あなたのノコギリが使えなくなってたのが悔くやまれます」

「何を言う、お前はシートを押さえるときが一番活躍したぞ。その無用な肉の体たい積せきが生み出す重量は、もはや誰の追つい随ずいも許さない安定感でもって──」

「まだ言いますか！」

　フィアとこのはは相変わらずぎゃあぎゃあと口くち喧げん嘩かを始めていた。元気にも程ほどがある……というか、まずこのはには閃せん光こう弾だん大作戦のときに大きく破った胸元をなんとかしてもらいたいのだが。

「ふぅ、貴重な体たい験けんができたねぇ。主に飛行とか」

「それは黒くろ絵えくんだけだぞ……」

「……（むっすー）」

「ほ、ほら白しら穂ほ、無事に終わったんだから喜ばなくちゃ！　そんなむくれた顔しないで……ああ、白穂の顔がどろんこにー。拭ふいてあげるからさ、ね？」

「ふぅ……サヴェレンティの顔もだわ。お返しに拭いてあげる。ああもう、帰ったらすぐにお風ふ呂ろに入りましょうね、サヴェレンティ」

「うん、勿もち論ろん！　背中の流しっことかしようねっ！　一いつ緒しよにあったまろうよ！」

　黒絵達も疲れた顔を見せてはいたが、特に怪け我がなどをしている様子はなさそうだ。白穂達が現実逃とう避ひのようにイチャイチャとやり始めたのは気にしないことにしておく。下へ手たに近付いたり声をかけたりすればその瞬しゆん間かんに殴られそうだったので。

　途と中ちゆうで駆かけつけてくれた神かん主ぬしは、白しろ装しよう束ぞくが汚れるのにも構わず地面に座り込んでいる。穏おだやかな顔で、娘を見ていた。娘もその顔を見返していたが、やがてぷいと視し線せんを逸そらして立ち上がる。最後に一言、何かを言ったようだった。神主が苦笑したところを見ると、それはけっして悪い言葉ではなかったのだろう。彼女らしくひねくれたものではあったのかもしれないが。

　ふと気付くと、フィアもこのはとの口くち喧げん嘩かを止やめてその二人ふたりの様よう子すを眺めていた。

　自分には、あの二人がお互いをどう思っているかはわからない。正せい確かくな言葉になんてできない。それは勿もち論ろんフィアにも無理なことだし、おそらく千ち早はや達自身にとっても同じだろう。

　けれど、なんとなく、フィアにも伝わっているのではないかと思う。人でもなければ親から生まれたわけでもない、その概がい念ねんを実感をもっては理解できていないと言っていた彼女にも、以前よりは少しだけ理解できているのではないかと思う。

　今あそこに見えている光景が、きっと、普通の親子関係というものなのだろうから。




　春はる亮あき達の視線の先、千早がゆっくりと歩き出す。地面にへたり込んでいた伍い鈴すずの前に立ち、無言で彼女を見下ろした。まだ周囲には他ほかの神楽かぐら鈴すず達も残っていたが、付き合いが長いせいか、千早には伍鈴の見分けがついているようだった。

「守れました、ね〜……千早様さま」

「……そうね」

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、伍鈴はやはり、神楽鈴としては失格です〜……千早様の願ねがいが叶かなえられたのはよいですが、それはけっして、伍鈴達の力ではありませんでした」

「……」

「どうしたら、よいのでしょうか……千早様。神への願いを届ける役目は、もう伍鈴達には果たせないような気がします。伍鈴達はこれから、どんな存在として在ればよいのでしょうか〜……」

　呟つぶやく伍鈴に対し、千早は呆あきれたように深く嘆息した。それからやぶ睨にらみの視線を彼女に向け、

「まったく、あんたはしょうがない愚ぐ図ずね。そんなこともわかんないの？　何も変わんないわよ……あんたはあんた、あたしの下げ僕ぼくで奴ど隷れい。あんたって下僕が愚図なのはよくわかってるわよ、だから高望みなんてしないわ。あんたは、ただ──あたしの傍そばにいればいいの」

　そこで彼女は照れたように顔を背け、腕組みで続ける。

「そう、高望みはしない。あんたにできるのはそのほえほえしたマヌケ面をあたしに引っ張らせたりなんだりしてストレス解消の役に立つくらいよ。それから──まあ、あたしは家だとネットくらいしかすることないし、遊びに来る相手なんかもいないから、友達代わり……じゃなくて、話し相手！　そう、話し相手くらいやれれば充分なのよ！　パシリみたいなものよ！　何よ、あたしの願いを叶えるとか、力になれなかったとか！　自うぬ惚ぼれてんじゃないわよ、この愚ぐ図ず！」

「千ち早はや様さま……」

「まぁ──でも、母かあさんが帰ってくるまで、いろいろ守らなくちゃならないものがあるのは確たしかだわ。そんときには力を借りる。でも……無理して、呪のろいの力とかで助けようとしてくれなくてもいいのよ。繰くり返すけど、あんたは愚図なんだから」

「でも……そんな伍い鈴すず達が、まだ千早様のお手元にあってよいのでしょうか〜。伍鈴達を所有している以上、その、千早様には呪いが……」

　その通りだった。ルービックキューブを片手で弄もてあそびつつ、フィアが二人ふたりに近寄る。

「それは、忘れてはならんことだな……一応言っておこう。呪いは解ける。そしてこのハレンチ小僧は呪われないという体質を持っておる。だから私達はこのハレンチ小僧の家にいて、人のタメになることをしておるのだ。そこのサヴェレンティはちと事情が違うがな。保ほ護ご観かん察さつ処分のような状態だ」

「そう……ですか〜」

「よく考えるがいい。貴様の呪いのせいで、このハレンチ巫み女こ一号は声の概がい念ねんを半分失い、こんなしゃがれ声になっておる。あと、呪いが強しいるのは舞まいもだったな。踊らねばどうなるかは私も見て知った。苦しそうだった。今は一日何回かでよいかもしれんが、いずれ強くなるかもしれん。一日十回になるかもしれんし、二十回になるかもしれんし──最終的には、永遠に踊り続けねばならんようになるかもしれん」

「はい〜……その危険性は、伍鈴も、承知しております〜。ああ、千早様の身の安全は、守らねば……それならやはり、伍鈴は貴女あなた様達と共にいたほうが──」

　そこで千早が凄すさまじい剣けん幕まくで口を挟はさんでくる。

「何よ、何言ってるのよあんた！　あんたはあたしの下げ僕ぼくだって言ったでしょうが、主人の心配とか百年早いわ！　舞なんてたいしたことないわよ、この声だって気にしないわよ！　クラスの奴やつらの高くて喧やかましいキンキン声よりはいいと思ってるわ！　とにかく許さないからね、あたしは絶対に許さないからね！」

「むぅ……なぁ春はる亮あきよ、どうする？」

　フィアが困り顔でこちらを見てきた。春亮も同じ表情を作りたいところではあった。伍鈴と千早は、二人とも一いつ緒しよにいたいと思っているのだろう。だが呪いが危険なのは事実だ。伍鈴にはそれを解いてほしい。けれど、千早にはそれに耐える覚悟はあるようだし、今すぐにどうこうなるという類たぐいの呪いでもないし──ううむ。

「正直に言えば……俺おれんちに来てほしいってのは本音だ。別に永遠に千早と離はなれ離ばなれになるってわけじゃないしな」

「ちょっとエロ坊主、なにさりげなくあたしのこと呼び捨てにしてんのよ！」

　面めん倒どう臭くさかったので無視する。今いま更さら千早さんとか言うのもむず痒がゆすぎるだろう。

「で、呪のろいは本当に怖い。今は我が慢まんできても、将来的にどうなるかは誰だれにもわかんないぞ」

「ああ。それこそ、さっきフィアくんが言ったようなことになる可能性すらある。馬ば鹿かげていると思うかもしれないが、真実だ」

　千ち早はやは俯うつむき、ぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめていた。そのまま、声を絞しぼり出す。

「あんた達の言うことは、正せい論ろんなんでしょうね。でも──伍い鈴すずには、ここにいてほしいの。だって、その、愚ぐ図ずでも手下は手下なのよ。いろいろやらせることがあるの。話し相手とか、ここを守ることとか、それから──一いつ緒しよに、母かあさんが帰ってくるのを出迎えたり、とかさ」

　そこまで喋しやべったところで、口が滑った、というように彼女は肩を揺ゆらした。依然として俯いたまま、苦しみに耐えるような声のまま、それでもいつも通りにわかりやすい言いい訳わけを交えて言葉を続ける。

「違うのよ、別にあたしに友達がいるところを母さんに見せたいとかじゃなくて──そう、母さんが帰ってきたらきっと大掃除をやろうとするから、そのときに人手がいるのよ。他ほかにも、手下としてこき使う予定はたくさんあるのよ。だから……」

　やはり、千早の望みは伍鈴と共に暮らすことのようだった。いくら呪いが怖くても、そこは譲ゆずれないらしい。どうしたものかなぁ、と春はる亮あきが首を傾かしげたとき、この場の雰囲気にそぐわない悪意丸出しの舌打ちが聞こえた。

「あのね……いい加減にしなさい、人間。話が長いのよ。私は一刻も早く帰ってお風ふ呂ろに入りたいの。この最低最悪の元がん旦たんの記き憶おくを一刻も早く忘れ去りたいの。だから、なんでもいいからさっさと話を決めなさい。決められないなら私が決めてあげるわ──現状維持。以上ね」

「現状維持って……やっぱり、こいつらはこのままにしとくってことか？」

「そうよ、私にはその子達の事情とか関係ないもの。勿もち論ろんあなたにもよ、人間。その子にとって、一緒にいたいと思う呪われた道具の呪いはたいしたことがないものなんでしょう？　だったら、それは──私と同じだわ」

「うん、そうかもねー。えへへ」

　ぎゅー、とサヴェレンティに抱だき締しめられつつ、白しら穂ほは静かに言葉を続ける。サヴェレンティの元々の呪いは、《人を抱き締めて殺してしまう》というもの。だがその殺人機き構こうのみを破は壊かいした結果、見掛け上《ただ抱き締める》という形に変化している。それがさらに変質する可能性もなくはないが、今はその危険性を承知で暮らしている。春亮達もその可能性を考えたうえで、彼女達の関係を見守っている──

「ええ、同じことじゃないかしら。言いい換かえるなら、さっきそこの同類が言ってたように──保ほ護ご観かん察さつ処分。そういうことにしたら？」

「で、でもよ……」

「ああもう、煮え切らないわね、人間！　私がわざわざ提案してあげてるアイデアなんだから何も考えずに乗っていればいいのよ！　それでも不安なら、そうね、期限でも切ればいいじゃない！　その子の母親が退院するまで、とか！」

　白しら穂ほが千ち早はや達のことを考えてそう言っているのか、それとも本当にただ早く帰りたいが為ために適当なアイデアを出したのかどうかはわからない。が──今この瞬しゆん間かんに至っても、春はる亮あきには千早と伍い鈴すずを無む理り矢や理りに引ひき剝はがす気にはなれないのだった。千早は懇こん願がんするように頭を下げて俯うつむいており、伍鈴はそんな千早とこちらの姿を縋すがるような目で見つめているのだった。

「ふぅ……そうするしか、ないのかもなぁ……」

　春亮はぽりぽりと頭を搔かく。

「わかった。とりあえず現状維い持じで、保ほ護ご観かん察さつ処分にする。でも条件があるぞ。とりあえずお母かあさんが退院したら連絡をすること。様よう子すを見に行くから、そこで……まぁ、それからのことをまた話し合おう。その前にも暇ひまなときには様子を見に行ったりするかもしれんけど」

「問題を先延ばしにしているだけのような気もしますが……強まれば即座に命に関かかわる、という類たぐいの呪のろいでもないみたいですし。仕方ありませんか」

「うん。何か起こっても、すぐうちらが駆かけつければ大丈夫っぽいような気はするね。とりあえず、それでええんじゃない？」

　このは達の同意を聞きながら、春亮はまだ千早を見つめる。彼女は真剣な目で顔を上げ、

「……条件はそれだけ？」

「いいや、もう一つ。いくらこの菜園とかを守りたくても、呪いの力を無理に高めたり、誰だれかの声を奪うばったりして守るのはもうナシだ。だから、呪い屋なんて仕事はもう止やめること」

「……そう。いいわ。別にやりたくてやってたわけじゃないんだし」

「千早様さま……という、ことは〜」

「ふん。あんたはまだしばらくあたしの下げ僕ぼくらしいわよ。ほら、しゃんとしなさい！　立つ！」

「ふひゃあ。恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、千早様……いひゃいれす……」

「痛くしてんのよ！」

　千早は伍鈴の頰ほおを摘つまみ、強引に彼女を立ち上がらせていた。

「はは……どうやら、娘が一人ひとり増えたようで。あいつが帰ってきたら、びっくりするでしょうね……」

　いつのまにか、春亮の隣となりには穏おだやかな笑え顔がおを浮かべた神かん主ぬしが立っている。彼はこちらに深々と頭を下げて、

「君達には、本当にお世話になりました。この畑のことも、娘のことも」

「い、いいえ。なりゆきみたいなもので、そんな頭なんか下げてもらわなくても！　それに……伍鈴のこと、なんか神主さん抜きに話を決めちゃったみたいになって、すみません……」

「構いませんよ。呪いというものにはまだ実感がないのですが、千早が覚悟を以もつて決めたのならば、私が今いま更さら口を出せる筋合いでもないでしょう。それに……二人ふたりでは広すぎる家でしたし、千早も嬉うれしそうですし」

「嬉うれしそうかどうかは、ちょっと俺おれにはよくわからないんですけど……まぁ、とにかく。何か変なことがあったら、すぐ連絡してください。えっと、とりあえず娘さんに携帯の番号教えとくんで」

　と、春はる亮あきは携帯を手にして千ち早はやに歩み寄る。「イタ電とかかけてこないか心配だわ」とか嫌いやそうに言いながらも、千早は存外に素直に携帯番号を交換してくれた。それを終えたとき、春亮は彼女がチラチラと横手を気にしていることに気付く。

「あ、あの、さ。その、さっきは……」

「何かしら？　ああ、さっきの提案の件ね。私はただ早く帰りたかっただけよ。お礼なんか言われても困るわ」

　その視し線せんの先にいた白しら穂ほが、サヴェレンティを抱だき締しめ返しながら平然と言う。その切り捨てるような口く調ちように、千早は気け圧おされた様よう子すで口を噤つぐんだ。そんな彼女を見て、そこで初めて白穂の頰ほおが薄うすく緩ゆるむ。

「……まぁ正直に言うなら、同じような立場の貴女あなた達が気になった、というのもなくはないわね。私はこの人間達と違って様子を見に来る気なんかないから、もう会うことはないかもしれないわ。だから一応言っておいてあげる……人とは違うこの子達と共にある暮らしは、人とは違う幸せを味わうことができるものよ。いろいろ大変かもしれないけど、頑がん張ばりなさい」

「う、うん……」

　どこかもじもじと答え、千早が顔を伏せる。ただでさえ人間離ばなれした美び貌ぼうを持った白穂の微笑に同性ながらも委い縮しゆくしたか、あるいは単純にサヴェレンティとのスキンシップを見るのが恥はずかしくなったか。

　雨は既すでに止やみかけていた。伍い鈴すずは他ほかの仲間達を鈴に戻して自分の体内に納めている。千早は気を取り直したように背を伸ばし、自みずからが守った畑をもう一度見回した。被害はゼロではないが、壊かい滅めつ的てきではない。これから手を加えればすぐに回復するだろう。

　それをどこか誇るように、眩まぶしいものを眺めるように、千早は目を細めていた。

「さて……大丈夫そうだし、そろそろ帰るわよ、伍鈴。あたしも今日きようはさっさとお風ふ呂ろに入って寝たいわ」

「はい〜。皆みな様さま、恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、大変お世話になりました〜。この助力へのお返しは、いつか必ず──」

　いつものほんわかとした笑え顔がおで、伍鈴は何度もこちらに頭を下げていた。その横を通り過ぎながら、千早は流れるような動作で彼女の頰ほおを引っ張り、

「いつまでもぺこぺこしてんじゃないわよ！　あたしが帰るって言ったら帰るの、本当に愚ぐ図ずな手下ね！　ほらさっさと歩く！」

「にょ……恐こみ恐こみも白しますが、いひゃいれす……」

「痛くしてんのよ！」

　そして千ち早はや達は家路を辿たどり始める。それを見てから、神かん主ぬしも深く身を折ってこちらに一礼した。僅わずかな距きよ離りを開け、娘達の背を追って歩き出す。

　そのとき、三人の背中を見送っていた春はる亮あき達の耳に、ふと声が届く。千早が足を止めていた。

「聞き忘れてたけど……当然、補ほ償しようはあるのよね？」

「補償？」

「そうよ。あんたが出した条件を聞くことにはしたけど、そしたらこちらに不利益が出るわ。それは当然、あんた達がなんとかすべきものでしょ。つまり」

　不良巫み女この肩が揺ゆれた。嘆息したのだろう。そしてこちらを振り向かないまま、

「この菜園を守るために、呪のろいの力とかを使うなっていうんなら──別の力を使うしかないじゃない。今度台風とか来たら、またあんた達を呼び出すわ。文句言わずに来なさいよね！」

　一方的に言って、また歩き始める。

　春亮達は顔を見合わせた。肩を竦すくめてから、声もなく笑う。

　千早の背中に返すべき答えは、考えるまでもなく、一つしかなかった。
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　年が明けてから数日が経たち、訪れた月げつ曜よう日びの朝。冬休みの短さを恨うらめしく思いつつ、春亮は生なま欠伸あくびを嚙かみ殺して玄関を開けた。定休日のためにまだギリギリ冬休み中の黒くろ絵えも、「明日あしたから仕事じゃし、時間のあるうちに掃除とか備品のチェックとかしちょこうかなー」とのことで一いつ緒しよに家を出る。

　フィアとこのはがまた騒さわがしく言葉をぶつけあうのをなんとはなしに聞きながら、門の鍵かぎもきちんと施せ錠じよう。また欠伸が漏もれる。今日きようは始業式だけだし、帰ってきたら少し昼寝でもしようか。そんなことを考えつつ歩き出そうとしたとき、気付く。

　家の前に、予期せぬ人ひと影かげがあった。

「なにぃっ!?」

「……あーあ、だから来たくなかったのに。エロ坊主がまたあたしを視し姦かんしようとしてるわ」

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、千早様の制服姿、とてもお可愛かわいらしいですので〜」

「だから目で犯されても仕方ないっていうの？　下げ僕ぼくにしてはいい度胸ね。感心したから痛くしてあげるわ」

「あひゃ。いひゃいれす、千早様〜」

　そこには制服を着た千早がいた。伍い鈴すずとも一緒だ。いつものように携帯を弄いじっていた千早の横には自転車が停とめられている。あれでここまで来たのだろう。伍鈴のぶんは見当たらないから、ひょっとして彼女は走ってついてきたのだろうか。神社の中ならともかく、この街中では浮きまくっている巫女服姿のままで。

「ぬお、ハレンチ巫み女こ一号に二号！　ど、どうした、何か問題が起こったか!?」

「……問題は、別にないわよ。フツーにやってる」

「だ、だよな？　あれから一回だけ神かん主ぬしさんからお礼の電話が来て世間話したけど、特に何も言ってなかったし」

「問題がないのはいいことですが……それなら、どうしてここに？」

　このはの言葉に、千ち早はやは片手で弄いじっていた携帯をぱくんと閉じて頭を搔かいた。眼鏡めがねを無意味に押し上げたりもして、さらにはあーうーと何かを躊躇ためらっているご様よう子す。ちなみにその間も、もう片方の手は伍い鈴すずの頰ほおを引っ張り続けていた。

　ややあって、うろうろ彷徨さまよっていた千早の目が自転車の籠かごに留とまる。そうそう、というように頷うなずいて、

「……あいつが、持って行けって言ったのよ。世話になったから、とかなんとか。あたしは別にいいって言ったのに」

「何の話だ？」

「だから、これよこれ！」

　千早は自転車の籠に入っていたビニール袋を摑つかみ、投げつけるようにして春はる亮あきに渡した。春亮がそれを覗のぞくと、中にはいくつかの野菜が入っている。キャベツに大根──そして、白菜。

「これって……？」

「……畑を回復させるついでに、あんまり被害を受けてない野菜で、収しゆう穫かくできるものは収穫したのよ。ホントに、こんなお礼なんてくだらない。あんたらにお礼なんてすること自体がくだらないけど」

「いや、凄すごい助かるよ、ありがと」

　いくつか未み成せい熟じゆくなものはあるが、家計が助かるのは確たしかだ。これで何が作れるかなあ、と早くも春亮が今後の献こん立だてを考えていたとき、

「それから──いくらなんでも、野菜だけ渡すためにこんなとこまで来させるなんてふざけてるわ。だから……あたしも廃品回収的に、ついでにあんたらにいらないものを押しつけてやろうと思って。そうよ、これは別にあたしからのお礼なんかじゃないのよ。使い道のわかんないものを家に置いといても邪じや魔まだからで、家にあったのをたまたま思い出したからなのよ」

「……？」

「千早様、言動が意味不明で挙きよ動どう不ふ審しんです〜」

「うっさいわね！　とにかくこれよ、これ！　野菜のオマケであげるわ、別にいらないものだったらそっちで処分してよね！」

　と、千早がポケットから取り出し、春亮の掌てのひらに叩たたきつけてきたのは──見覚えのあるもの。

　文もん様ようのようなものが刻まれた、黒いディスク。

　免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクだった。

「なんだとっ!?　なぜこれをお前が持っておるのだ!?」

「え、知ってんの？　……ふぅん、だったらあながち噓うそでもなかったってことか。あんたらと会うちょっと前、ネットのアングラサイトで買ったの。一品モノの《呪のろいを軽減する》レアアイテムっていう触れ込みだったから、何か役に立つかもと思って……でも使い方がわかんなかったからどうにもできなかったのよ。説明書くらいついてくると思ったのに、ホントにお金を無む駄だにしたわ。呪い屋の仕事で稼かせいでたぶんがほとんど飛んでったのよ!?」

　不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらませながら、千ち早はや。さもありなん、と春はる亮あきは思った。このディスクの使い方で見たことがあるのは、そのまま強引に身体からだに埋め込んだり変な装置で元の物体に融ゆう合ごうされていたり、といったものだ。何の知ち識しきもなければ有効活用することはできないだろう。一枚だけらしいが、そもそもネットで売られていたこと自体が驚おどろきだ。

「ほえー。ネットの世界は広いねぇ。うちもびっくりじゃ……さすが、ＳＦのジャンク屋みたいな部へ屋やに住んじょるだけのことはある」

「なによそれ……とにかく。あんたらはこないだ、呪いを解く、とかなんとか言ってたじゃん。だったら家でゴミにしとくよりはあんたらに押しつけたほうがいいかなって思ったのよ」

「そうか、うむ。ゴミどころか、これは私が必要としておるものだ。ありがたく貰もらっておく。春亮、なくすなよ」

「なくさねぇよ」

　貰った免罪符機構を大事に鞄かばんに仕し舞まい込む。学校から帰ったらフィアに入れてやろう。

　用事は済んだ、とばかりに千早は停とめていた自分の自転車に歩き出した。春亮はジト目でそれを見送っていた。免罪符機構とかが出てきたのでとりあえず流していたが、どうしても気になる。やはりこれは確たしかめておかねばならない。最初にここで彼女の制服姿を見たときに出た「なにぃっ!?」の続きをツッコまずにはいられなかった。

「なぁ……あのよ、お前……」

「なによ、まだ何か話があんの？　さっさとしてよね。自転車通学だからって寄り道してここまで来させられたけど、登校ルートからは超絶遠回りしてんの。急がないと遅刻しちゃうわ」

「いや、自転車通学なのは見ればわかるが……」

「じゃあ何よ。ああ、こいつ？　いつものことだから気にしないでいいわよ。健康のために巫み女こ服ふくのままジョギングしてるただの頭の弱い巫女さんって扱いだから。言ったと思うけど、あんまりあたしとは離はなれられないから、学校に着いたらどこか適当なところに放ほう課か後ごまで隠かくれてる感じで──」

「いやいや、そういうことでもなくて」

　春亮はさらにジト目を深める。何度見てもそうだ。間違いない。なんということだ──自分はずっと、勘違いしていた。気付かなかったのだ。

　しかしこれははっきりとさせておくべきだ。春亮は心を落ち着かせるべく、すうはあと何度か深呼吸した。それから意を決し、千ち早はやの姿をまっすぐ見つめながら──

　聞く。




「お前……中学生、だったのか？」




「はぁ？　見てわかんないの？　ていうか今まで知らなかったの？　馬ば鹿かじゃない？」

　この口の悪さ、態度のデカさ、春ある亮あき達とほとんど変わらない身体からだの発育っぷり。そのせいで気付けなかった。だが、確たしかに──今春亮の眼前にいる千早は、セーラー服を着ているのだ。襟えり元もとにある校章は、駅前などでたまに擦すれ違う公立中学のもの。

「ま、マジでか……」

　春亮が呻うめくと、千早は意地悪そうに唇を歪ゆがめた。

「そうよ。今気付いたんなら、大変ね？　あんたは今まで、中学生の太ふと股ももとか脇わきの下とか見て興こう奮ふんしたり抱だき締しめたりしてたのよ。おお怖い怖い、リアルに犯罪者なエロ坊主だわ」

　こっちが年上だということが判明しても、その不名誉な呼称は変わらないのか。嫌いやすぎる。

「うん？　チューガクというものは、高校の前に行く学校で……つまりはあれか、お前は私達のコーハイというやつになるのか！　おお、私、コーハイができるのは初めてだ！」

「ま、あと三ヵ月くらいしたら自動的にわんさかできるんですけどね。というか──千早さん、今は何年生なんですか？」
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「三年だけど？」

「おー、一個違いじゃね」

　そのとき、不意に千ち早はやが何かに気付いたような顔になった。春はる亮あき達の制服姿をじろじろと眺め、それから声を潜ひそめるようにして、

「──あのさぁ。こっちからも一個聞くけど。それ、大たい秋しゆう高こう校こうの制服でしょ？　で、こないだあんたらが連れてきた、あのモデルみたいな人……一いつ緒しよの学校なの？」

「シラホのことか？　うむ、クラスは違うが一緒だぞ。もう一人ひとりおった明るい奴やつはサヴェレンティと言って、奴は学生ではないが理事長室で仕事をしておって」

「そっちは別にいいわ。そっか、同じ学校なのか。ふぅん……会える、かな……？」

「ふふふ〜。恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、千早様、あの方のファンになってしまわれたのですよね〜？　我われらの処遇への口くち添ぞえに感かん謝しやされてましたし、帰り道でも『どうやったらあんなに綺き麗れいになれんのよ、何か特別なエステとかやってんのかしら』とか呟つぶやかれてましたし〜。またお話できるとよいですね〜？」

「な、な、何言ってんのよあんた！　違うし、全然違うし！　ば、馬ば鹿かなこと言うんじゃないわよ、勘違いされるでしょうが！　ほらそろそろ行くわよ伍い鈴すず、全速力で漕こいでやるから覚悟しなさい！」

「ひゃあ〜。そんなに強く摘つままれると、伍鈴、腕の皮がびろーんとなってしまいそうなのですが〜」

「なりなさい！　びろーんって！」

　伍鈴の腕を強く指で摘んで引っ張りつつ、顔を赤くした千早が自転車に飛び乗る。今の会話にも、何やら捨て置けない情報が含まれていた。

「お、おい。まさか、お前──」

　がっ、とペダルに足を掛けつつ、千早が振り返る。そしてまた、にやりと笑った。

「一応、第一志望はそういうことになってんのよ。四月になってみないとわかんないけど──場合によっては、また会いたくなくても会っちゃうことがあるかもしれないわ。そのときにはよろしくね、センパイ？」

　こちらをからかうような声こわ音ねで言って、千早はペダルを蹴ける。こちらに軽く頭を下げてから、とっててー、と伍鈴も巫み女こ服ふくを揺ゆらしてその後を追っていった。おしとやかさを感じる高速の小走り、という凄すさまじく矛む盾じゆんした走り方。

　どこか呆ぼう然ぜんと二人ふたりの後ろ姿を見送りながら、春亮は思っていた。

　新年初日からあんな騒さわぎに見み舞まわれたのだ。なんとなく予感はしていたが──どうやら今年ことしも、いろいろ厄やつ介かいな出来事が待ち受けているらしい。

　けれど、それはマイナスの意味ばかりではなかった。厄介ではあるけどそれなりに楽しい、いつもの賑にぎやかな日々が今年ことしも続くんだろうなという予感と表裏一体のものだった。

（いや……いつもの、じゃないか）

　胸中で苦にが笑わらいしつつ、春はる亮あきは自分の思考を訂正した。

　もしも、自分達の輪わの中に、あの面めん倒どう臭くさくも家族思いな一人ひとりの後こう輩はいが加わったとしたら。

　それはきっと、去年以上に賑にぎやかな日々になるに決まっているのだから。







　あとがき




　あけましておめでとうございます＆お久しぶりです！

　そんなわけで前巻のあとがき通り、今回はわりとまったり目なお正月の話になりました。[image: ]Ⅸ巻をお届けしますー。この本が出るのは三月ですが、丁ちよう度どこのⅨ巻のゲラ作業をしていたのがお正月だった（このあとがきも一月に書いてる）ので最初の挨あい拶さつになった次第。え、今年ことしの正月の思い出ですか？　ひたすら実家のコタツに籠こもってキーボード打ったりゲラを捲めくったりしていました……原稿の中では春はる亮あきが女の子達に囲まれて初はつ詣もうでに行っているというのに！　く、悔くやしくなんてないんだからねっ。

　さて、初詣の話となれば当然ですが、今回の新キャラは不良巫み女こ乳／正統派巫女乳。つまり巫女乳祭りと言っても過言ではないな！　前から「巫女キャラとか出したいなー」とか思っていたので、ようやくその願ねがいが叶かなえられた形です。ああ、緋ひ袴ばかまと白しろ装しよう束ぞく、そのシンプルな姿になぜ人はこれほどまでに心惹ひかれるのだろうか……？　そんな深遠なテーマに真っ正面からぶつかっていったのが今作なのであります（噓うそ）。

　しかし袴を穿はいてる女の子の可愛かわいさはやっぱり異常。私は高校のとき弓道部と軽音部のかけもちだったのですが、弓道部に入ろうと思ったのも最初の理由は「袴の女の子が毎日見れる！」というただそれだけだった気がしますし。そして知り合いの作家さんの中にもけっこう弓道部出身のヒトがいたりします。フフフ、みんな、好きだなあ……？　ところで（学校によって違うのかもしれませんが）弓道の袴って、男子がズボンタイプなのに女子はスカートタイプなんだよね。で、巫女さんの緋袴もスカートタイプなんだよね……！　女の子の穿く袴だけ「突風に気をつけろ！」仕様なのは何か大宇宙の意志的なものが働いていると考えてよろしいですか。




　とまあ馬ば鹿か話ばなしはここまでにしておきまして、最後になりましたが謝しや辞じを。絵師のさそりがため様。現時点ではまだイラストを見せてもらってはいないのですが、新年にふさわしく素す晴ばらしい巫女乳を描いていただけるのはもはや確かく定てい的てき。そのご利り益やくある巫女乳を楽しみにしつつ、今年もよろしくお願いしますー！　担当編へん集しゆうの湯ゆ浅あさ様＆藤ふじ原わら様。お二人ふたりが担当になって初めて読んでいただいた長編原稿でしたが、諸もろ々もろお世話になりました。今後ともお世話になります！

　そして、この本の製作に関かかわってくださった全すべての方々と、これを読んでくださっている読者様方へ。本当に、ありがとうございました！

　Ⅸの次は勿論Ⅹ……ついに二桁突入です。何度も言いますが、読者の皆さんの応援がなければとてもここまでシリーズを続けることはできませんでした。ただひたすらに感謝！　許される限りまだまだ書き続けていきますので、今後ともよろしくお願いします！





水みな瀬せ葉は月づき
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水みな瀬せ葉は月づき

写真は水滴型モンスターと同化した作者の図。「Ⅸ……Ⅸ……」とこの驚きの数字にちなんだものを部屋で探していたらゲーム棚の中に見つけてしまったので。

しかし何の気なしに乗せてみたらこの安定感……もう「ス○イムタワーはグラグラしている」などと１ターン無駄にすることはないぞ！　覚悟しろ勇者め！
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さそりがため

去年の暮れにノロウィルス、新年早々インフルエンザ、その治りかけに咳喘息にかかり半死人状態で描きました…夜知家に呪いを解きに行きたいです。
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